
Ⅴ 作家略歴 さ、し、す、せ、そ 

さ  

齋鹿逸郎 （さいか・いつろう/1928～2007 年） 

 鳥取県生れ。１９４３年県立日野農林学校

入学。文人画家早川幾忠、辻晉堂の教えを

受ける。５１年上京、代々木絵画研究所に通

う。５３年絵画研究所の仲間とグループ展を

開催（東横画廊）。５９年米子市のアトリエか

ら鉛筆画が生まれる。６０年個展（村松画

廊）・最初の個展・アンフォルメル調の作。６４

年個展（村松画廊） 最初の鉛筆画の発表。６

５年個展（秋山画廊） 画廊の壁面、天井、床

を鉛筆画で埋め尽くす作品。シロタ画廊、お

茶の水画廊。俵屋画廊（京都）等で個展。２０

０７年没、７９歳。鉛筆 

 

雑賀紀光 （さいか・きこう/1911～1993 年） 

 和歌山県生れ。１９３１年和歌山市師範学

校専攻科卒。在学中光風会、白日会、太平

洋画会、日本水彩画展等に入選。３６年帝展

第二部入選、３７年文展入選。和歌山師範、

和歌山市、海南市の各学校で教鞭。６２年文

部大臣表彰。７９年海南市文化賞受賞。新構

造社会員、海南市観光協会幹事、海南文化

協会委員、県展・市展審査員、日本美術家

連盟会員、光彩会顧問、など歴任。銀座中

央美術画廊等で個展開催。和歌山県で没、

８２歳。洋画、水彩、版画、美教 

 

西郷孤月 （さいごう・こげつ/1873～1912 年） 

 長野県生れ。１８８９年東京美術学校絵画

科卒、第１期生、卒業制作作品が宮内庁買

上げ、同校研究科に進み、９６年助教授。９８

年岡倉覚三、師の橋本雅邦と辞職し、日本

美術院の創立に参加、評議員。雅邦の娘と

結婚、将来を期待されたが、のち離婚し、放

浪生活をおくる。１９１２年没、３８歳。日本画 

 

西光亭芝国 （さいこうてい・しばくに/生没年不明） 

 大坂両国橋にすむ。寿好堂よし国の門人。

大坂の役者絵をえがく。文政-天保(1818-44)

ごろの人。別号に清画堂など。号はしば国,

志葉国ともかく。江戸後期の浮世絵師 

 

蔡 國華 （さい・こっか、Ｃａｉ Ｇｕｏｈｕａ/1964 年～） 

 上海市生れ。１９８８年来日。９７年武蔵野

美術大学大学院修了。９９年オーストラリア

へ移住。０１年再来日、スタジオ・ツァイ開

設。０３年東洋気流—日本現代作家２１人展ｉｎ

上海を企画。２００６年梅野記念絵画館で個

展。洋画 

 

サイタ 亨 （さいた・とおる/1903～1987 年） 

  熊本県生れ。九州大学医学部に進学。１９

３３～４０年医師として台湾に渡る。４８年「独

立美術協会」会友。４９年宮崎で開業。「宮崎

県水彩画会」を創立し、５０年上京。６０年「独

立美術協会」退会。「新象作家協会」会員。７

７年「水彩連盟」展で小堀進賞。１９８７年没、

８４歳。８７年「水彩連盟」展に「サイタ亨」賞

が設置。水彩 

 

斎藤五百枝 （さいとう・いおえ/1881～1966 年） 

 千葉県生れ。１９０８年東京美術学校西洋

画科卒。文展に出品。白馬会展に入選。卒

業後は岡田三郎助に師事。大正、昭和初期

にかけて新聞、雑誌の挿絵画家として活躍。

新聞の美術記者、日活映画の美術部主任等

の職に従事。晩年は染色の研究。東京で

没、８４歳。洋画、挿絵、版画 

 

齋藤 修 （さいとう・おさむ/1946 年～ ） 

 島根県生れ。１９７７年独学にて木口木版を

始める。８１年日本版画協会展出品（８２年準

会員推挙）。８４年カダケス国際ミニプリント展

（スペイン）・８５年大賞。９０年ミヤコ版画賞展

（大阪）・受賞。９２年世界蔵書票作家展（92

年札幌、94 年ミラノ、96 年プラハ）。９４年ソ

ウル国際版画ビエンナーレ・優秀賞。９９年

個展（養清堂画廊・銀座、Gallery Island・オス

ロ）。２００１年CWAJ 現代版画展（東京アメリ

カンクラブ・神保町）。版画 

 

齋藤カオル（さいとう・かおる/1932～2021年） 

 神奈川県生れ。１９４８年旧横須賀中学校

卒。１９４９年アカデミー美術研究所修了。５２

～６８年モダンアート展に油彩出品。６８年メ

ゾチント銅版画制作。７２年春陽会賞、７４年

春陽会会員、９５年理事長。８２年（～91年)版

画集『源氏物語』（西武百貨店）刊行。８４年

個展（ＮＹ・ヴォーパル画廊)、個展（ワシント

ンD.C.・ジャッジ画廊）。８６年個展(ビバリー

ヒルズ・ロバートソン画廊）、カーネギーメロ

ン大学で版画セミナー。９８年水墨画・版画

展（東武百貨店）。２０２１年没、８９歳。版画、

水墨、洋画、春陽会理事長 

 

斉藤 要 （さいとう・かなめ/1955 年～ ） 

 神戸市生れ。１９７３年デザイン学校に学ぶ。

７７年現美展、新人賞入選、８１年会員推挙。

９１年米取材。８５年二元会会員・新人賞・努

力賞、９０年ヨーロッパ賞。８９年欧州取材。

個展で発表。洋画 

 



佐藤吉五郎 （さとう・きちごろう/1910～1986 年） 

 新潟県生れ。藤田嗣治、岡田謙三に師事。

二科展努力賞、東郷青児賞など。１９４７年二

科会会員。６５年渡欧、サロン・ドートンヌ展

出品。東京に住し個展開催。東京で没、７６

歳。洋画 

 

斎藤 清 （さいとう・きよし/1907～1997 年） 

 福島県生れ。独学で木版画技法確立。１９

３５年国画会展入選。３６年日本版画協会展

入選。４４～５４年朝日新聞社勤務。５１年サ

ンパウロ・ビエンナーレ在聖日本人賞。５７年

リュブリャナ国際版画ビエンナーレ、アジア・

アフリカ諸国国際美術展受賞。６９年カナダ・

グレータービクトリア美術館、アメリカ・サン

ディエゴ美術館個展開催。７６年福島県県外

在住者知事表彰。８１年勲四等瑞宝章。９５

年文化功労者。９７年 福島県柳津町にやな

いづ町立斎藤清美術館。１９９７年没、９０歳。

版画、個人美術館 

 

齋藤 研 （さいとう・けん/1939～2020 年） 

 東京生れ。１９６４年東京芸術大学油画専

攻科修了、大橋賞、同校副手～助手（～６８

年）。６５年独立賞。６７年独立美術協会会員。

７５年昭和会展優秀賞。８０～８１年文化庁派

遣芸術家在外研修員として渡欧。多数の個

展、企画グループ展に出品。２００４年川越

画廊で個展。０４年女子美術短期大学教授

退任。２０２０年没、８１歳。洋画、美教 

 

斎藤紅一 （さいとう・こういち/1907～1996 年） 

 東京生れ。同舟舎、太平洋画会研究所に

学ぶ。「一九三〇年協会」展に入選、独立展

に出品、１９５６年独立賞、６３年独立美術協

会会員。日野市にアトリエの作品を寄贈。立

川市で没、８９歳。洋画 

 

斎藤吾朗 （さいとう・ごろう/1947 年～ ） 

 愛知県生れ。１９７１年多摩美術大学大学

院美術研究科修了。７３年渡欧、ルーヴル美

術館で《モナ・リザ》公認模写。７４年シェル

美術賞展２等賞。７５年独立賞、海老原賞、８

４年独立会員。８６年個展（ＮＹ・日本クラブギ

ャラリー）。８８年愛知県芸術選奨文化賞。９４

年「斎藤吾朗版画集」（ヴィレッジ出版）発行。

９８年個展（伊東・池田20 世紀美術館）。２００

２年ＮＹ・グランドゼロ追悼路上展実行委員

長。１２年『斎藤吾朗作品集』（求龍堂）発行。

１７年斎藤吾朗個展（刈谷市美術館）。洋画、

版画 

 

斎藤三郎 （さいとう・さぶろう/1917～1996 年） 

 熊谷市生れ。１９４０年東京物理学校（東京

理科大）中退。独学で絵を学ぶ。４６年二科

展に入選、４８年二科展で特待賞、５０年二

科展で二科賞、５４年二科会会員、６０年二

科会員努力賞。６１年パリ賞で６２年フランス、

スペインに遊学。スペインの踊り子や風景を

描いた。７２年二科展で内閣総理大臣賞。埼

玉県文化賞。浦和市で没、７８歳。洋画 

 

斎藤静輝 （さいとう・しずてる/1935 年～ ） 

山梨県生れ。１９６１年東京芸術大学油画

科卒、大橋賞。国展国画賞。６４年国画会会

員。７７年具象現代展招待出品（以降毎回）。

７９年明日への具象展招待出品（以降毎

回）。８５年具象現代展大賞。８９年斉藤静輝

展（山梨県立美術館主催）。９０年野口賞。

1998 個展。２００１年イタリア印象展出品。洋

画 

 

斎藤寿一 （さいとう・じゅいち/1931～1992 年） 

 川崎市生れ。川崎高卒。加山四郎に油彩

画を学ぶ。１９５８年パリに留学、S・ヘイター

のアトリエ１７で学ぶ、浜口陽三に師事し、銅

版画を始める。５９年から各地の国際版画展

に出品。６０年シェル美術賞。７５年川崎市文

化賞。７６年和光大学教授。壁画、レリーフ手

がける。東京で没、６１歳。版画、洋画、壁画、

美教 

 

斎藤真一 （さいとう・しんいち/1922～1994 年） 

 倉敷市生れ。１９４８年東京美術学校師範

科卒。５７年光風会展でプールヴー賞。５９

年渡仏、藤田嗣治と親交。６２年瞽女シリー

ズ。７１年安井賞展で佳作賞。７３年日本エッ

セイスト・クラブ賞。７４年从展に出品。不忍

画廊で個展（没後も度々開催）。９３年出羽桜

美術館分室・斎藤真一心の美術館。東京で

没、７２歳。２００３年岡山県立美術館で個展。

洋画、版画、美術館 

 

齋藤眞成 （さいとう・しんじょう/1917～2019 年） 

 名古屋市生れ。１９４０年龍谷大学文学部

仏教学科卒。４５年行動美術協会京都研究

所に学ぶ。５２～９５年行動美術協会会員。

表現主義的作調から抽象へ。６５～７０年京

都教育大学特修美術科教授。７８年個展（パ

リ・FIAC など～８２年）。西安女子短期大学

講師。８７年京都府文化功労賞。８８年京都

府文化功労者顕彰。９７年「齋藤眞成展」（大

阪・国立国際美術館）、京都市美術文化賞。

９９年真如堂５３世貫主就任。２００４年京都府



文化特別功労賞。２０１９年没、１０２歳。洋

画、美教 

 

斎藤素巌 （さいとう・そがん/1889～1974 年） 

 東京生れ。１９１２年東京美術学校西洋画

科卒。１３年ロンドンのロイヤル・アカデミー

に学び彫刻に転じた。１５年帰国。２６年に日

名子実三と構造社を創立。３５年帝国美術院

会員。３７年帝国芸術院会員。戦後は日展に

作品を発表。浮彫の大作が得意で典雅な作

風を示す。４７年日本芸術院会員。東京で

没、８４歳。彫刻、構造社を創立 

 

斉藤陽子 （さいとう・たかこ/1929 年～ ） 

 福井県生れ。日本女子大学（心理学）で学

ぶ。１９６３年渡米、靉嘔からフルクサスの創

設者であり NY 前衛美術の重要人物、ジョー

ジ・マチューナスを紹介された。１９６０年代

を代表する芸術運動、フルクサスで活動し、

７９～８３年エッセン大学教鞭をとる。フルク

サス関連の展示に参加。鑑賞者とパフォー

マーの間の境界をなくしてゆく、というフルク

サスの理想を保持するものが多い。デュッセ

ルドルフ在住。現代美術、フルクサス 

 

斎藤 隆 （さいとう・たかし/1943 年～ ） 

 東京生れ。独学で絵を描き始め、１９６３年

読売アンデパンダン展で注目。７５年山種美

術館賞展推薦出品。７６年从展招待出品。７

９年明日への具象展招待出品。８４年「横の

会」参加。８５、８８年彩鳳堂画廊個展。池袋

西武百貨店で個展。８８年福島県立美術館

での「日本画と現代-今を生き、そして描く」

展選抜出品。９３年宮城県美術館での「異形

の Figure-東北の 3 人展」出品。無所属の異

色作家として個展を中心に制作。日本画 

 

齊藤武士 （さいとう・たけし/1943 年～ ） 

 山梨県生れ。１９７１年武蔵野美術大学油

絵学科卒。独学で銅版画を学ぶ。日本版画

協会に作品を発表、国際版画展にも出品

し、１９８４年クラコウ国際版画ビエンナーレ

で最高賞。国際展で高い評価。代表作であ

る《メモリー》シリーズは、作家の記憶の中の

日常的な光景、出来事を形象化。初期作品

ではアスファルトの微粉末が創り出す繊細な

メゾチントの技法により、深い色調のある画

面。１９９０年代コラグラフ等様々な版画技法

を併用表現。画風も抽象的な傾向を強める。

版画 

 

齊藤武士Ⅱ （さいとう・たけし/1943 年～ ） 

 山梨県生れ。１９７１年武蔵野美術大学卒。

１９８４年クラコウ国際版画ビエンナーレ（ポ

ーランド、86、97 年招待）・８５年最高賞、８６

年国立美術館買上賞。８６年ノルウェー国際

版画ビエンナーレ（招待）・ノルウェー現代美

術館買上。８８年現代日本の版画8 人展

（GRAFISKA SALLSKAPET･スウェーデン）、

現代日本の版画10 人展（JOHN SZOKE 

GALLERY･ニューヨーク）。９０年中華民国国

際版画ビエンナーレ（台北）・台北近代美術

館賞。２００１年CWAJ 現代版画展（東京アメ

リカンクラブ・神保町）。版画 

 

斎藤種臣 （さいとう・たねおみ/生誕年不詳～1944

年）千葉県の生れ？２１年東京美術学校

予備 

科西洋画科に入学。２６年日本水彩画会展

に 

木版画が入選。２６年東京美術学校西洋画

科 

卒。卒業後は白日会展（26・28・29年）、光風 

会展（1927～1930年）出品。２８年帝展に油

彩 

画で入選。２９年帝展出品。３６年文展無鑑

査 

展に出品。ビルマ新聞のグラフ編集部長、 

軍属としてラングーンに赴いた。１９４４年同 

地で戦傷死。洋画、木版 

 

齋藤千明 （さいとう・ちあき/1966 年～ ） 

 茨城県生れ。１９８９年東京芸術大学美術

学部油画科卒、卒業制作台東区長賞。９１年

同大学院美術研究科版画専攻修了、大橋

賞。９３年まちだ国際版画展買上賞。９６年

ART BOX 大賞展版画芸術賞。２００４年川上

澄生美術館木版画大賞展大賞。内外公募展

招待展出品と個展多数。版画 

 

斉藤嗣火 （さいとう・つぐほ/生誕年不詳）  

１９７０年武蔵野美術大学造形学部油絵科

卒。卒業制作学校買い上げ。独立展に入選

（７５年会友）。全道展会員。全道展の絵画部

のグループ「櫂展」のメンバー。札幌時計台

ギャラリーで個展。一貫して大作を描く。ギリ

シャ彫刻を思わせる裸婦などの人物と、牛の

組み合わせ。札幌の画家。洋画 
 

斎藤長三 （さいとう・ちょうぞう/1910～1994 年） 

 山形県生れ。１９３２年東京高等工芸学校

図案科卒。３５年独立展でＤ賞。４０年独立展

で岡田賞。４７年独立賞。４９年独立美術協

会会員。５７年渡仏。５６年武蔵野美術大学

教授、日大芸術学部講師。６０年八重洲・大



丸で個展。７３年山形美術博物館で個展。８

１年渡伊。東京で没、８３歳。洋画、美教 

 

斉藤徳三郎 （さいとう・とくさぶろう/1901～1983年） 

 １９０１年生れ。岸田劉生、中川一政、椿貞

雄に師事。武者小路実篤の新しき村づくりに

参加。２５年より春陽会展に出品。２５年久泉

共三、竹添履信と東京丸善で小品展。大調

和会展に出品。戦後、日本板画院参与、５８

年茨城で棟方志功と二人展。水戸市で没、８

２歳。洋画 

 

斉藤 智 （さいとう・とも/1936～2014 年） 

 １９６３年東京芸術大学油絵科卒。７２年ジ

ャパンアートフェス優秀賞。７４年フルブライ

ト留学。７５年ジャパンアートフェス大賞。７６

年東京国際版画ビエンナーレ大賞。７９年神

戸市文化奨励賞。８０年ノルウェー国際版画

ビエンナーレ大賞。８３年国際版画展（Ｗ．Ｐ.

Ｃ）Ｅｄｉｔｉｏｎ買上賞。版画 

 

斎藤豊作 （さいとう・とよさく/1880～1951 年） 

 埼玉県生れ。１９０５年東京美術学校西洋

画科選科卒。０６～１２年渡欧、ラファエル・コ

ランに師事。１２年光風会展に出品。１３年文

展に出品。１４年二科会創立会員、監査委員。

フランス人と結婚。１９年再渡仏、仏で没、７１

歳。洋画 

 

斎藤輝昭 （さいとう・てるあき/1942 年～ ） 

 福島県生れ。１９６９年武蔵野美術大学卒。

７０年同大学油絵専攻科修了。作品がパリ賞

を受賞して渡仏。パリに 15 年間滞在、抽象

画家として活動。８５年パリ国立美術館に版

画 5 点収蔵。同年、帰国し絵画教室を開設。

９２年中央競馬会が買上げ。２０１２年東日本

大震災チャリティー個展。洋画 

 

斉藤典彦 （さいとう・のりひこ/1957 年～ ） 

 神奈川県生れ。１９８０年東京芸術大学

大学美術学部日本画科卒、８２同大学

院美術研究科修士修了。東京藝術大学

大学院博士後期課程満期退学。８９年

山種美術館賞展優秀賞、創画展創画会

賞（92・93・97）。９９年個展「Luminous：

内なる光」（髙島屋）。２００７年平塚市美

術館で個展。日本画 

 

斎藤秀三郎 （さいとう・ひでさぶろう/1922 年～ ） 

 宮崎県生れ。九州大農学部水産学科卒、

教員生活の傍ら、美術活動を続けた。１９５７

年に結成された前衛美術家集団「九州派」に

加わったこともある。平面、立体、インスタレ

ーションを問わず、社会的視座を作品に定

着させている。９０代半ばを迎えた今も第一

線の現役。２００８年福岡アジア美術館交流

ギャラリーで個展。洋画、版画、立体、インス

タ、九州派 

 

斎藤廣胖 （さいとう・ひろのぶ/1898～1987 年） 

 北海道生れ。日本美術学校に学ぶ。１９２９

年帝展入選。以後、帝展、新文展で入選を

重ねる。４４年戦時特別美術展無鑑査。元旺

玄会創立委員。全道展創立会員。柏市で

没、８９歳。洋画 

 

斎藤博之 （さいとう・ひろゆき/1919～1987 年） 

 奉天市生れ。奉天第一中学校卒。１９４１年

独立展入選。３９～４３年帝国美術学校洋画

科卒。５２年資生堂ギャラリー、５３年タケミヤ

画廊、５６年村松画廊で個展。７０年以降挿

絵の仕事が多くなり、水墨画制作。７１年講

談社出版文化賞絵本賞。７３年小学館絵画

賞。８７年没、６７歳。洋画、挿絵、絵本、水墨 

 

齊藤博之  （さいとう・ひろゆき/1956 年～ ） 

 函館市生れ。１９７６年奈良芸術短期大学

卒。７９年北海道美術協会、道展出品。８８年

道展、北海道美術協会賞。８９年安井賞展入

選。９０年道展で会友賞。２００２年北の大地

ビエンナーレ展、北海道知事賞。０４年損保

ジャパン美術財団奨励選抜展出品。版画 

 

斉藤二男 （さいとう・ふたお/1904～1976 年） 

 １９０４年広島県呉市八幡上通生れ。２５年

第6回帝展初入選。以後9、14回展出品。同

年第 2 回白日会展初入選。以後 3～5 回展

入選。２９年東京美術学校西洋画科卆。３３

年東京、日本中学校図画教師。３６年昭和十

一年文展出品。４４年盛岡市に疎開。52年第

11 回創元会展入選、会員。以後、12、16，17，

19、20、28 回展に出品。５２年第 8～9 日展

出品、以後、12,13 回展に出品。60 年後半か

ら身体不調が続く。１９７６年没、７１歳。（佐）

洋画、美教 

 

サイトウ マコト （さいとう・まこと/1952 年～ ） 

 福岡県生れ。福岡県立小倉工業学校卒。１

９７６年日本デザインセンターに勤め、８２年

独立デザイン事務所設立。ワルシャワ国際

ポスタービエンナーレ、ラハティ国際ポスタ

ービエンナーレ、世界ポスタートリエンナー

レ・トヤマ受賞。切り抜いて修正した写真を

巧みに使ったコラージュに絵画の要素を取

り入れて構成された作品を発表し続け、国内

外で高い評価を受ける。その作品は、ニュ



ーヨーク近代美術館をはじめ世界２０ヶ所以

上の美術館にも収蔵。ポスター・デザイナ

ー、コラー 

 

斎藤正夫 （さいとう・まさお/1912～2000年） 

 秋田県生れ。立教大学卒。師・藤田嗣治・

海老原喜之助。新制作会員。新制作新作家

賞２回受賞、毎日現代展招、朝日新人賞、ク

リチック展国内大賞。個展多数開催。馬を描

き続け、馬以外にも人物、静物、宗教画など、

独自の感性で表現された作品は高い評価を

得た。立教大学に「芸術研究会」を創設～

「サパンヌ美術クラブ」の発展に寄与。２０００

年没、８８歳。２０００年白河市に油彩画ほか

1600点を寄贈。白河市歴史民俗資料館に展

示。洋画、美教 

 

斉藤無沙史 （さいとう・むさし/生没年不詳） 

 １９３２年松田昇太郎・大村喜昭と「好刻会

版画展」（日本橋・白木屋）開催。４０年赤坂

治郎・富士原房・桝岡良と「木津津木会」を結

成し、創作版画集『きつゝき』を創刊。第1 号

（1940.3 20 部限定）の編輯を担当し、木版

画《表紙》《〔石焼き芋屋〕》《角兵衛》《思出の

新川》を発表。版画 

 

齋藤 求 （さいとう・もとむ/1907～2003年） 

 鶴岡市生れ。１９３２年東京美術学校油絵

本科卒。４０年日本水彩画会賞。４１年独立

美術協会賞。９１年独立美術協会会員功労

賞。鶴岡の母校で美術教師、山形大学美術

講師、美術教育に貢献。９４年鶴岡市文化功

績賞。東京で没、９６歳。洋画、美教、水彩 

 

齋藤芽生 （さいとう・めお/1973 年～ ） 

 東京都生れ。１９９６年東京芸術大学美術

学部絵画科油画専攻卒。２００１年同大学院

博士課程修了。１０年「VOCA 展 2010」で佳

作賞、大原美術館賞。１０年アートプロジェク

ト「隅田川新名所物語」（「GTS（芸大・台東・

墨田観光アートプロジェクト）」の一環）実施。

（ギャラリー・アートアンリミテッド：東京都港

区）で個展。、０８年「都市隠棲類図鑑 part1

『徒花園』」、０９年「遊隠地／百花一言絶句」

等。洋画 

 

斉藤八十八 （さいとう・やそはち/1892～1941 年） 

 東京生れ。東城鉦太郎に師事。１９１０年第

4回文展に初入選。第13回白馬会展に出品。

12年第1回光風会展に出品。41年3月4日

南中国西江で戦死、享年49 歳。（佐）洋画 

 

斎藤義重 （さいとう・よししげ/1904～2001 年） 

 弘前市生れ。１９３３年駿台アヴァンガルド

洋画研究所入所、古賀春江、東郷青児に師

事。３９年美術文化協会の創立に参加。５７

年日本国際美術展でＫ氏賞。５８年東京画廊

で個展。６０年日本国際美術展で最優秀賞。

サンパウロ・ビエンナーレ展で国際絵画賞。

６４～７３年多摩美術大学教授。７８年東京国

立近代美術館で個展。８４年東京都美術館、

大原美術館等５館の巡回「斎藤義重展」。横

浜市で没、９７歳。洋画、立体、美教 
 
斉藤吉郎 （さいとう・よしろう/1911～2000 年） 

 北海道生れ。北海道庁立小樽中学卒、１９
３７年東京の構造社研究所で斎藤素巌に師
事。４０年造社展入選し、４０年紀元二千六百
年奉祝展に入選。４３年構造社展で研究賞。
４９年日展で特選、５２年日展特選・朝倉賞。
６１年日展審査員を務め、６２年日展会員、６
８年日展評議員、９２年日展参与。７５年紺綬
褒章。主にブロンズ像を手がけ、写実を基調
としながら、流れるような線で全体を優雅に
まとめる作風に定評。東京で没、８８歳。彫刻 

 
斎藤与里 （さいとう・より/1885～1959 年） 

 埼玉県生れ。聖護院洋画研究所に学ぶ。１
９０６～０８年渡仏。帰国後、後期印象派を紹
介。12 年ヒュウザン会（後のフュウザン会）を
結成。文展で特選。第８回帝展で特選。春陽
会会員。槐樹会創立会員。東光会創立会員。
帝展、日展の審査員。東京で没、７３歳。（出
典 わ眼）洋画、版画 

 
斉藤与里 Ⅱ （さいとう・より/1885～1959 年） 

 埼玉県生れ。1905 年京都にて聖護院洋画
研究所に学ぶ。06 年鹿子木孟郎と渡仏。ア
カデミー・ジュリアンでジャン＝ポール・ロー
ランスに師事。10 年帰国。岸田劉生らとヒュ
ウザン会（後のフュウザン会）創立。15年第9
回文展に初入選。16年第10回文展で特選。
18 年大阪に移る。矢野橋村の大阪美術学校
に協力し洋画指導。春陽会会員。24 年槐樹
社創立。雑誌「美術新論」発行。27 年第 8 回
帝展で特選。以後無鑑査出品。32 年熊岡美
彦らと東光会創立。34 年帝展審査員。以後
審査員 13 回。51 年日展参事。58 年埼玉県
文化賞。59 年日展評議員。恩賜賞候補とな
る。加須市名誉市民第1号となる。59年5月
3 日没、享年74 歳。（佐）洋画、版画 

 

斎藤隆三 （さいとう・りゅうぞう/1875～1961 年） 

 千葉県生れ。東京帝国大学在学中に郷土

である守谷の歴史をまとめた『守谷志』を刊。

１９０２年東京帝国大学卒。０７～１１年三井家

家史、事業史編纂。１４年日本美術院の再興、

常任理事。３２年『江戸時代前半期の世相と

衣裳風俗』の論文により文学博士。50年以上

に渡り、美術史や国内の世相史を中心に執

筆を行った。２８年ごろには『守谷歴史絵葉



書』を作成し、守谷の文化財の保護を PR し

た。１９６１年没、８６歳。美史 

 

佐伯 久 （さえき・ひさし/1913～1988 年） 

 鳥取県生れ。１９６９年一水会賞。７０年一

水会会員。研水会委員。外遊多数。１９８８年

没、７４歳。洋画 
 

佐伯美和 （さえき・みわ/1913～1976 年） 

 １９１３年生れ。福沢一郎に師事。新象作家

協会創立会員。美術文化協会会員。７６年没、

６３歳。洋画 
 

佐伯祐三 （さえき・ゆうぞう/1898～1928 年） 

 大阪生れ。１７年川端画学校に学ぶ。１９２

３年東京美術学校西洋画科卒。２４～２６年

渡仏、サロン・ドートンヌに入選。２６年前田

寛治らと「一九三〇年協会」を結成。２６年二

科賞。２７年再渡仏。パリで没、３０歳。洋画 

 

佐伯与吉郎 （さえき・よきちろう/1912 年～没年不詳） 

岐阜県生れ。日大芸術学部卒。加藤静児 

に師事。渡欧、ル・サロン２回入選。中美協

会 

創立委員。春光美術院会員。洋画    ５０ 
 

佐伯義郎 （さえき・よしろう/1918～1979 年） 

 東京生れ。青年期、病気療養中に独学で

絵を学ぶ。１９４７年以降、日本書院発行の

宮沢賢治童話シリーズの挿絵や岩波書店の

「広辞苑」の挿絵。６９年京都に転居。爾来フ

リーにて油絵を主に銅版画、水彩画、詩集。

１９７９年没、６１歳。洋画、挿絵、水彩、版画

（田村） 

 

佐伯米子 （さえき・よねこ/1903～1972 年） 

 東京生れ。虎の門東京女学館卒。はじめ

川合玉堂に日本画を学ぶ。１９２１年佐伯祐

三と結婚。２３～２５年渡仏、ヴラマンクに師

事。２５年サロン・ドートンヌに入選。帰国後

は二科展に出品。２７年渡仏、２８年夫、祐三

死去、一人娘も死去。４０年まで二科展に出

品。４６年女流画家協会創立会員。４９年二

紀会理事。６７年二紀展で文部大臣奨励賞。

東京で没、６９歳。洋画 
 
佐伯留守夫 （さえき・るすお/1912～1986 年） 

 宇都宮市生れ。１９２６年宇都宮中学校に
入学。３８年東京美術学校彫刻科木彫部卒。
３２年小野忠重を中心の「新版画集団」の結
成に参加。３６年新文展に木彫が入選。彫刻
制作を再開する。１９６０年代半ばまでは日
展に木彫作品を出品。５８年以降は少年少
女をモデルとした多くの立像を設置。１９８６
年没、７４歳。彫刻、版画 

 

三枝茂雄 （さえぐさ・しげお/1920～1989 年） 

 甲府市生れ。東京美術学校日本画科卒。

戦後、油彩に転向し、国画会に油彩画を出

品、１９５４年にプールヴー賞。５０歳前後日

本画に専心し、７１年国画会に、水墨着彩画

を出品。高校教員を退職。個展を中心に活

動、美術評論家吉村貞司によって水墨画の

本領を示す画家として高い評価。１９８９年

没、６９歳。日本画、洋画、水彩、水墨 

 

五月女幸雄 （さおとめ・ゆきお/1937 年～ ） 

 宇都宮市生れ。埼玉大学教育学部卒。６０

年代、読売アンデパンダン展を中心にアヴ

ァンギャルド運動に参加。絵画と彫刻を組み

合わせたインスタレーション作品を作り出す。

７０～７１年「THE BODY―人間商品―」（東

京都美術館、スペース・ラボラトリー、ニュー

ヨーク、ジャニス・ギャラリー）で生身の人間

をガラスケースに入れて発表。紀伊國屋画

廊、パリ、モランタン・ヌヴィオン画廊で個展。

沖縄海洋博記念展で優秀賞、北関東現代美

術展で準大賞。８６年パリへ移住。サロン・ド

ートンヌ、ル・サロン、コンパレゾンに出品、

コートダジュール国際絵画大賞展、ニース

国際アート・ジョンクションに参加。ヨーロッ

パではサンボリスト（象徴派）と呼ばれ、パリ、

ブリュッセル、フィレンツェで定期的に個展

開催。サロン・ドートンヌ会員。洋画、インスタ 

 

酒井亜人 （さかい・あじん/1904～1965 年） 

 千葉県生れ。萓原黄丘に師事、後独学で

絵を学ぶ。１９３７年より院展出品をつづけ、

５２、５３年日本美術院賞・大観賞。作品は渋

い色調と、簡化された近代的画面に特色が

あって注目された。３８年新美術人協会会員。

１９６５年没、６０歳。日本画 

 

境野一之 （さかいの・かずゆき/1900～1989 年） 

 福岡県生れ。樺太太泊中学校卒。大連で

教職。熊本に戻り５２歳まで教職。二科展、独

立展、自由美術協会展に出品。海老原喜之

助の画塾で所長。熊本県美術協会委員長。

１９８９年没、８９歳。作品は、つなぎ美術館に

収蔵。洋画、美教 

 

坂井犀水 （さかい・さいすい/1871～1940 年） 

 石川県生れ。帝国博物館技手をへて「東京

評論」「美術画報」の編集,発行にあたる。１９

１０年「美術新報」主幹。さらに「美術週報」主

筆となった。白馬会会員。１９１３年国民美術

協会創立に参与し、同会理事。国民美術協

会理事。１９４０年没、６９歳。著作に『画聖ラ

ファエル』『黒田清輝』。美術誌編集、美評 



 

酒井三良 （さかい・さんりょう/1897～1969 年） 

 福島県生れ。坂内青嵐に師事、１９１９年国

画創作協会入選。小川芋銭の勧めで２１年

「災神を焼く残雪の夜」を院展に出品,入選。

２４年日本美術院同人。６２年院展文部大臣

賞。東京で没、７２歳。日本画、水彩 

 

酒井精一 （さかい・せいいち/1891～1972 年） 

 東京生れ。郁文館中学校卒、本郷絵画研

究所、日本水彩画会研究所に学ぶ。渡仏、

アカデミー・コラロッシに学ぶ。帰国後、二科

展に出品。一水会の創立に参加。５４年一水

会会員。１９７２年没、８０歳。洋画、水彩 

 

酒井政一 （さかい・せいいち/1915～1972 年） 

 兵庫県生れ。中之島洋画研究所に学ぶ。

新樹会社会員。創造美術会委員。１９７２年

没、５７歳。洋画 

 

酒井信義 （さかい・のぶよし/1944 年～ ） 

 鎌倉市生れ。１９６７年東京芸術大学美術

学部絵画科卒、６９年同校大学院美術研究

科修士課程修了。７１年東京芸術大学美術

学部助手（非常勤）。２０００年東京芸術大学

美術学部助手（非常勤）。０１年日本大学芸

術学部教授。６８年新制作協会展新作家賞

（６８～７３年出品）。２０１０年「酒井信義の世

界展」諏訪市美術館。洋画、美教 

 

坂井範一 （さかい・はんいち/1899～1981 年） 

 岐阜県生れ。１９２２年岐阜高等師範学校

卒、２６年東京美術学校図画師範科卒、岐阜

女子師範、浜松師範で教える。２６年より 3

年連続帝展入選。３６年新制作派協会展、３

９年新作家賞、４０年会員。４９～６２年岐阜

大学芸学部芸術科教授。７１年岐阜日日賞。

８１年紺綬褒章。岐阜県で没、８２歳。洋画、

美教 

 

坂井範一 Ⅱ（さかい・はんいち/1899～1981 年） 

 岐阜県生れ。１９２２年岐阜県師範学校卒。

２３年東京美術学校図画師範科入学、２６年

卒。岐阜県女子師範学校に奉職。２６年帝展

入選。３１年再上京、東京美術学校研究科に

入り藤島武二に師事。３６、３９年新制作展で

新作家賞。４０年新制作派協会会員。５２年

岐阜県造形教育連盟初代委員長。４９～６２

年岐阜大学学芸学部芸術科教授、愛知女子

短期大学、東海女子短期大学で教えた。７１

年岐阜日日賞。岐阜県で没、８２歳。洋画、

美教 

 

酒井英利 （さかい・ひでとし/1948 年～ ） 

 京都生れ。１９７１年立命館大学卒。７２～８

２年二科展出品、７６年関西二科賞。７７年京

都新聞社賞、京展紫賞。７９年京都画廊連合

会選抜作家展フェスティバル賞。８２年毎年

東京、大阪、京都その他各地デパートにて

個展発表。２００５年浄土真宗親鸞会の大壁

画を描く。洋画、壁画 

 

酒井抱一 （さかい・ほういつ/1761～1829 年） 

 江戸生れ。酒井忠仰の次男。播磨姫路藩

主酒井忠以の弟。３７歳で出家し、１８０９年

江戸根岸に雨華庵をいとなむ。絵を狩野高

信、宋紫石、歌川豊春にまなび、のち尾形

光琳に傾倒。「夏秋草図屏風」など琳派風の

絵をかいた。俳諧にもすぐれ、句集に「屠竜

之技(とりょうのぎ)」。１８２９年没、６７歳。江戸

後期の絵師 

 

堺 保博 (さかい・やすひろ/1903～1989 年) 

 福岡県生れ。川端画学校に学ぶ。藤島武

二に師事。２８～３１年渡欧。３８年新文展入

選。戦後日展第１回～１３回まで連続入選、

日展会友。新世紀美術協会創立会員。１９８

９年没、８６歳。洋画 

 

酒井亮吉 （さかい・りょうきち/1897～1952 年） 

 大阪生れ。信濃橋洋画研究所に学ぶ。１９

２６年二科展に出品、３３年会友、４１年会

員。新美術家協会会員。２８～３１年渡欧。４

９年一水会展出品、会員。代表作に３３年二

科会出品の「茂作の家族」「早春」がある。東

京で没、５４歳。洋画 

 

坂上明司 （さかがみ・めいじ？/1924～1958 年） 

 埼玉県生れ。１９３８年上京、内閣印刷局彫

刻課勤務、翌年印刷局彫刻技能者養成所に

入り、太平洋美術学校に学ぶ。４１年第一美

術協会展に水彩画入選、４２年白日会展、日

本水彩展に出品、４３年白日賞。東京みづゑ

会展でみづゑ賞。日展、二科展、白日会展

に出品し、白日賞をうけ会友。４７年水彩連

盟同人。白日会で奨励賞。４８年印刷局を退

き、水彩画の制作に専念。５０年白日会々員、

５２年水彩連盟会員。１９５８年没、３４歳。水

彩 

 

彭城貞徳 （さかき・ていとく/1858～1939 年） 

 長崎市生れ。1870 年長崎広運館にてフラ

ンス語を学ぶ。75 年上京し、高橋由一が主

宰する天絵楼に入門。76 年工部美術学校に

入学し、フォンタネージに学ぶ。78 年同校を

退学し、玄々堂（石版会社）入る。84 年この



頃、長崎に帰郷。90 年梅香埼女学校図画科

で洋画を教える。93 年シカゴ万国博覧会の

出品人総代に任命され、渡米。95 年ロンドン

に移り、ウオータールー石版会社でポスタ

ーを描く。97 年パリに渡り、ヴィクトル・ユゴ

ーの孫に仏画を教えた。1900 年この頃帰国。

神戸女学校で教鞭をとる。03 年長崎に帰郷。

12 年活水高等女学校で教鞭をとる。15 年上

京し、日本橋芳町に海産物問屋を出す。23

年関東大震災により被災する。32 年「彭城貞

徳展」を日動画廊で開催。37 年「明治、大正、

昭和三聖代名作美術展に出品。38年日動画

廊、大阪松坂屋で個展。39年１月4日没、享

年82 歳。（佐）洋画、ポスター、美教 

 

榊 莫山 （さかき・ばくざん/1926～201１年）  

三重県生れ。若くして数々の賞を受賞す

るなど書壇で活躍、１９５８年に書壇から離

れ、以後は無所属として活動した。絵に自作

の詩を交えた「詩・書・画一体」の作品で知ら

れる。テレビのコマーシャルにも出演し、「莫

山先生」の愛称で親しまれた。著作に『野の

書』『空海書韻』など。書、書画 

 

榊原一廣 （さかきばら・かずひろ/1883～1941 年） 

 三重県生れ。１９０４年京都に出て牧野克

次に入門、聖護院洋画研究所、０６年関西美

術院で浅井忠に師事。０６、０８年関西美術

会競技会水彩画部門で二等賞。０９年飯田

呉服店（高島屋）で図案部長。２０～２２年渡

欧。２３年大阪高島屋で個展。大阪市美術協

会会員、幹事。２６年創作モノタイプ大阪三

越で個展。４１年没、５８歳。水彩、図案、版

画、モノタイプ 

 

榊原一廣 Ⅱ （さかきばら・かずひろ/1883～1941 年） 

 三重県生れ。1904 年聖護院洋画研究所に

学ぶ。05 年関西美術会第 4 回展に出品。06

年関西美術院に入る。関西美術会第 5 回競

技会で二等賞。07 年三越呉服店に技手とし

て入社。関西美術会第 6 回競技会で褒状。

08年関西美術会第7回競技会で二等賞。09

年関西美術会第8回競技会で三等賞。19年

第 6 回二科展に出品。20 年渡欧。21 年サロ

ン・ドートンヌに入選。22 年帰国。23 年滞仏

記念洋画展を大阪高島屋呉服店で開催。24

年大阪市美術協会委員・審査員となる。41年

2 月 23 日伊丹市の自宅で没、享年 59 歳。

（佐）水彩、図案、版画 

 

榊原紫峰 （さかきばら・しほう/1887～1971 年） 

 京都生れ。１９０４年京都市立美術工芸学

校日本画科卒。１１年京都市立絵画専門学

校卒。１８年入江波光・小野竹喬・土田麦僊・

野長瀬晩花・村上華岳と共に国画創作協会

（現・国画会）を結成。３７年京都市立絵画専

門学校教授。６２年日本芸術院恩賜賞。京都

で没、８３歳。日本画、美教、版画、水墨 

 

榊原紫峰 Ⅱ （さかきばら・しほう/1887～1971 年） 

 京都生れ。１９０４年京都市立美術工芸学

校絵画科卒、同研究科に進む。京都市立絵

画専門学校の創立に際して編入し、１１年卒

業。０９年文展に入選、１１年文展で三等賞。

文展審査を不服として１８年土田麦僊、村上

華岳らとともに国画創作協会を結成。２８年

に国画創作協会が解散した後は、京都市立

絵画専門学校教授、京都市立美術大学教授

などを歴任。晩年の水墨画の作品にいたる

まで、花鳥画を主に描いた。６２年日本芸術

院恩賜賞。京都で没、８３歳。日本画、美教、

版画、水墨 

 

榊原蕉園 池田 （さかきばら・しょうえん/1886～1917

年） 

 東京生れ。池田輝方の妻。水野年方、川合

玉堂に学ぶ。１９０３年吉川霊華らとともに烏

合(うごう)会会員。０７年から文展で受賞。美

人画にすぐれ、挿絵も手がけた。１９１７年没、

３２歳。本名は百合子。作品に「こぞのけふ」

「桃の酔」「宴の暇」など。日本画 

 

榊原文翠 （さかきばら・ぶんすい/1824～1909 年） 

江戸生れ。幕臣榊原長基の子。谷文晁に 

師事し、文晁系の遠坂文岱に学ぶ。国学者 

で身を立てるため京に上り、京都和学所に 

出仕。勤王の志が高く、土佐派を学んだと考 

えられ、また復古大和絵派とも交流を持っ 

た。維新後は、内国絵画共進会や京都博 

覧会で評価を受け、京都府画学校、京都市 

美術学校で教鞭、大和絵画派の主力となり 

活躍。１９０９年没、８６歳。日本画、美教 

 

阪口一草 （さかぐち・いっしょう/1902～1997 年） 

 大阪生れ。１９１７年藤田紫雨に手ほどきを

受けた。１８年太平洋画会研究所に通う。２０

年御形塾に入り川端龍子に師事。２７年院展

に入選。２８年龍子の院展脱退に際してこれ

に随伴、青龍社結成に参加。３１年社人。以

後塾頭。５０年青龍社を脱退。日展出品のの

ち、５７年新興美術院に移り、５９年青炎会を

結成。７５年より日本画院の客員。１９９７年没、

９５歳。日本画 

 

坂口右左視 （さかぐち・うさみ/1895～1937 年） 

 佐賀県生れ。関西美術院、のち日本美術



院研究所に学ぶ。１９１８年院展洋画部入選。

２３、２５年春陽会展で春陽会賞。３１～３４年

春陽会会友。３７年没、４２、４３歳。洋画、版

画 

 

坂口紀良 （さかぐち・のりよし/1948 年～ ） 

 愛知県生れ。１９７２年東京芸術大学美術

学部油画科卒。卒業制作文部省買上、安宅

賞。７４年同大学院修士課程修了。朝の会

（〜’95）。７７年個展（東京・富山）、渡仏。８３

年油絵大賞展招待出品、９４年南仏、イタリア

取材旅行。和の会（〜’97）。９６年ニューヨー

ク取材旅行、光の会展（銀座和光〜’10）、ガ

ラス絵による個展（東京2012年まで）、２００９

年立軌会同人。１５年個展（日本橋髙島屋）、

１７年個展個展（日本橋三越、福岡、名古屋）。

洋画 

 

坂倉宜暢 （さかくら・よしのぶ/1913～1998 年） 

 西宮市生れ。大阪市立工藝学校図案科卒、

帝国美術学校西洋画科卒。１９４４年光風会

賞。４６年日展で特選。５２～５４年渡欧。アカ

デミー・ド・ラ・グランド・ショミエールに学ぶ。

６６年日展で菊華賞。６７～６８年渡欧、フラン

ス官展でマンション・オノラブル賞。７０年日

展会員。７２～７３年渡欧、フランス官展でメ

ダイユ・ドール（金賞）、のち終身無鑑査会員。

８６年光風会理事。９４年日展参与。９８年没、

８５歳。洋画 
 

坂崎乙郎 （さかざき・おつろう/1928～1985 年） 

 東京生れ。美術史家、坂崎坦の次男。５１

年早稲田大学文学部独乙文学科卒、５４年

大学院修了。５５～５７年か西ドイツに留学、

ザールブリュッケン大学で近代美術を研究。

ドイツ表現派やウィーン幻想派などを紹介。

５９年リオン・フォイヒトヴォンガー著『ゴヤ』を

翻訳。評論領域は近代日本作家へと拡がり、

池田淑人ら異色画家の作家論。美術評論家

連盟会員。著書；『イメージの狩人－絵画の

眼と想像力』、『イメージの変革－絵画の眼と

想像力』、『終末と幻想－絵画の想像力』、

『絵を読む』、『現代画家論』、『視るとは何

か』、『エゴン・シーレ』。東京で没、５７歳。

（引用 東文研）美評、美教 

 

坂崎 坦 （さかざき・しずか/1887～1978 年） 

 兵庫県生まれ。早稲田大学英文科卒業。１

９１４年朝日新聞社に入社。２１年から 2 年間

フランス留学。美術記者から学芸・調査両部

長、編集局顧問などを歴任。３６年文学博士

号（早稲田大学）を取得。４２年朝日新聞社を

定年退社。早稲田大学教授、女子美術大学

教授、同短大学部長、実践女子大学教授、

武蔵野女子大学教授を歴任。紫綬褒章、勲

三等瑞宝章を受章。美術評論家坂崎乙郎の

父。西洋音楽史家坂崎紀の祖父。１９７８年

没、９０歳。（引用 東文研）美史，朝日新聞

社記者、美教、著 

 

坂下広吉 （さかした・こうきち/1945～2014 年） 

 山口県生れ。１９６８年多摩美術大学油画

科卒。７９～８１年オーストリア国立ウィーン美

術アカデミー留学、ウィーン幻想派の雄ルド

ルフ・ハウズナーに師事。個展；７６年文藝春

秋画廊。７９、８１、８３、８５年現代画廊（銀

座）。８１年オーストリア日本大使館広報文化

センター(ウィーン）。８１、８３、８５年マエダ画

廊（名古屋）、ロートレック画廊（長野）、菊川

画廊（宇部）、９７年東邦画廊、２００８、１０、１

１年中村順二美術館。９２～９３年日本芸術

文化振興基金の助成金、「ギルガメシュを知

ってるか―坂下広吉展ー」展開催。２０１４年

没、６９歳。洋画、ウィーン幻想派 

 

坂 宗一 （さか・そういち/1902～1990 年） 

 福岡県生れ。小学校卒業後、坂本繁二郎

を頼って上京、一時川端画学校で素描を学

んだ他油彩画は独学。坂本や古賀春江に制

作を見てもらっていた。１９２９年二科展入

選、３７年二科特待賞。４１年二科会会友。４

７年創立の第二紀会（のち二紀会）に参加、

６０年二紀会委員。九州洋画壇の長老として

活躍。水墨画も描いた。福岡県で没、８７歳。

洋画、水墨 

 

坂田一男 （さかた・かずお/1889～1956 年） 

 岡山市生れ。１９１４年上京、本郷絵画研究

所、川端画学校に通う。２１年渡仏、フリエス

と交友。のちフェルナン・レジェの研究所で

学び、助手、キュビスムから抽象へ進む。３３

年帰国後は岡山で制作。４３年火虹会、２４

年岡山アヴァンギャルドＡ・Ｇ・Ｏを設立、主

宰。岡山県で没、６６歳。洋画、水彩 

 

坂田哲也 （さかた・てつや/1952 年～ ） 

 福岡県生れ。１９８８年東京藝術大学大学

院美術研究科博士後期課程修了。２００５年

東京藝術大学美術学部教授。０５年東京藝

術大学、韓国藝術総合学校交流展（ソウ

ル）。０９年「異界の風景」、「東京藝大油画科

の現状と美術資料」（東京藝術大学美術

館）。東京・現代藝術ドローイング展（東京藝

術大学美術館・陳列館）。洋画（シュール）、

美教 

 



坂田虎一 （さかた・とらかず/1906～2000 年） 

 愛媛県生れ。光風会、日展に出品。坂田虎

一画集、米寿記念画集、四国八十八霊場、

水墨画集。２０００年没、９３歳。洋画 

 

坂田憲雄 （さかた・のりお/1914～2003 年） 

 熊本県生れ。１９３２年旧制御船中学校卒。

１９４７年東光展で受賞。４７年日展入選、７６

年会友、８２年特選、９１年審査員、９２年会

員。７８年日洋展で三越奨励賞、９２年常任

委員。９５年熊本県芸術功労者。２００３年没、

８９歳。洋画 
 

坂田 稔 （さかた・みのる/1902～1974 年） 

愛知県生れ。１９３４年名古屋に帰郷、前

衛写真運動の中心「なごや・ふぉと・ぐるっ

ぺ」（ナゴヤ・フォトアヴァンガルドと改称）を

結成。下郷羊雄、山中散生、山本悍右、田島

二男らと実験的な写真を探究。３８年自由美

術家協会展に長谷川三郎と共同で出品。

「前衛写真作品の技術的な解説」（フォトグラ

フ）を発表。６８年 「写真100 年―日本人に

よる写真表現の歴史展」に出品。名古屋市で

没、７２歳。写真 

 

坂爪厚生 （さかづめ・あつお/1941 年～ ） 

 群馬県生れ。１９６５年京都大学工学部卒。

７３年日本版画協会会友賞、７４年日動版画

グランプリ展で大賞。７４年ニューハンプシャ

国際グラフィック展で審査員賞。７０年代キュ

ービー人形をモチーフ現代文明の検証作

品。８０年代紐構成の虚空間、仮面による図

解風景、ジグソーパズルのピースをモチー

フ構成。メゾチント技法にこだわった作品制

作。７７、８３年バルナ国際版画ビエンナーレ

展で買上げ、リュブリアナ国際版画展、クラコ

ワ国際版画トリエンナーレ、大阪トリエンナー

レに出品。版画 

 

坂根厳夫 （さかね・いつお/1930 年～ ） 

中国・青島生れ．朝日新聞社，慶應義塾大

学環境情報学部をへて，１９９６年岐阜県立国

際情報科学芸術アカデミー学長に就任。『美の

座標』『かたち曼陀羅』『遊びの博物誌』『境界線

の旅』『科学と芸術の間』『イメージの回廊』な

ど，サイエンスとアートに関する多数の著作が

ある。大学等での教育や研究を通じて、芸術

としての自然科学、あるいは科学技術による

美術のありようと、その制度化をめざす運動

の一端を担う。美著、学長 

 

坂  廣 （さか・ひろし/1863～1929 年） 

 大垣市生れ。１８８０年京都府立画学校で

学んだあと、８２年上京、本多錦吉郎の画塾・

彰枝堂で洋画を学ぶ。岐阜県華陽学校をは

じめ、大分、滋賀、福島など各地の中学教

師。１９２９年没、６６歳。洋画、美教 

 

坂部隆芳 （さかべ・たかよし/1953 年～ ） 

 静岡県生れ。１９７４年日本大学芸術学部

デザイン学科卒。７７年パリ国立美術学校入

学。８３年サロン・デ・アーティストで金賞。８７

年有楽町西武にて日本初の個展開催（９０、

９３年）。２００２年坂部隆芳 四半世紀軌跡展

(大阪府立現代美術センター)。洋画、デザイ

ン 

 

坂巻耕漁 （さかまき・こうぎょ/1869～1927年） 

 東京生れ。東京府画学伝習所で結城正明

に学ぶ。尾形月耕門に入る、松本楓湖にも

学ぶ。福島県窯業徒弟学校、会津本郷村実

業学校図画の教師。『風俗画報』で能の舞姿

を描いた謡曲能楽演舞図を連載し人気を得

ると共に、版元大黒屋松木平吉からの能演

舞版画（能版画）を創出、１８９７年～１９００年

発行の横大判錦絵『能楽図絵』全250図（画

面右上脇解説付）。横中判錦絵のシリーズ等。

１９２７年没、５８歳。日本画、版画、美教 

 

酒見恒平 （さかみ・つねひら/1909～1990年） 

京都府生れ。二科彫塑部。一水会会員。京

都で没、８０歳。彫刻、洋画 

 

酒見敏雄 （さかみ・としお/1908～1956 年） 

 久留米市生れ。小倉師範学校卒。日本大

学芸術学部の夜間部に通い、寺内萬次郎に

師事。１９３３年帰郷し、没するまで県立中学

や県立高校に勤務。その一方で５０年二科

展入選、５１年特待賞、５６年二科賞。地元展

にも参加し、後進の育成にも尽くした。１９５６

年没、４８歳。洋画、美教 

 

坂元一男 （さかもと・かずお/1905～1978 年） 

 １９０５年頃生誕。４８年～日展入選重ねる。

５４年一水会会員のち、同会委員。奈良県教

育大学名誉教授。奈良県で没、７３歳。洋

画、美教 

 

坂本一道 （さかもと・かずみち/1934 年～ ）  

東京生れ。１９５９年東京芸術大学美術学

部絵画科油画専攻、首席で卒、６１年同大学

専攻科修了。６５～６７年オランダ国立美術

学校留学。６７年すいどーばた美術学院講

師。７８年東京藝術大学美術学部油画技法

材料研究室助教授、８３～２００１年教授。０１

年坂本一道退官記念展－正方形と六角形の



時（東京藝術大学大学美術館）。洋画、美教 

 

坂本貫一 （さかもと・かんいち/生没年不詳） 

 群馬県生れ。１９２４年頃に太平洋画会研

究所で洋画を学び、台北の高等学校や大学

の博物標本画を描くなどの仕事につく。３４

年西田武雄主宰の日本エッチング研当時、

台湾台北市に在住。戦後は、博物標本画を

描く仕事柄か、寺尾新著『小さな水産学者』

（妙義出版社 1949）の装丁と挿絵を担当。

児童向けに『たのしい動物園』や『魚貝の図

鑑』など絵本や図鑑の挿絵にも携わった。図

鑑、版画、挿絵、装丁 

 

坂本佳子 （さかもと・けいこ/1968 年～ ）  

大阪生れ。１９９３年多摩美術大学大学

院美術研究科修士課程修了。２０００－２００１

年文化庁派遣芸術家在外研修員（仏）。０８、

０９，１３，１５年Ｗａｄａ・Ｆｉｎｅ・Ａｒｔｓで個展。１

７年ギャラリー五辻で個展。洋画 

 

坂本好一 （さかもと・こういち/1932年～ ） 

 栃木県生れ。１９５３年頃よりに日本画を学

び、５５年頃から独学で版画を始める。５７年

新制作展に日本画を出品。６０年日本版画

協会展に出品。６６年以降、春陽会展と日本

版画協会展に銅版画を出品。６７年初個展

開催。版画、日本画 

 

坂本善三 （さかもと・ぜんぞう/1911～1987年） 

 熊本県阿蘇市生れ。本郷洋画研究所に学

ぶ。１９３１～３４年帝国美術学校中退。４７年

独立賞。４９年独立美術協会会員。５７～５９

年渡欧。６８年九州産業大学教授。７６年西

日本文化賞。７７年長谷川仁記念賞。８５年

熊本県立美術館で回顧展を開催。熊本で

没、７６歳。（出典 わ眼）洋画、版画、美教  

１００ 

 

坂元淑晃 （さかもと・としあき/1939～1999 年） 

 東京生れ。１９６３年中谷龍一に師事。６８，

７０年一水会展佳作賞。７２年渡欧 グラン・

ショミエールに学ぶ。７７年神戸三越、７８年

横浜三越で個展。８２、８７、８８、９５年一水会

展会員佳作賞、９６年一水会展会員優秀賞。

８８、９２年資生堂ギャラリーで個展。１９９９年

没、６０歳。洋画 

 

坂本直行 （さかもと・なおゆき/1906～1982 年） 

 北海道生れ。「坂本龍馬」の末裔。１９２７年

北海道大学卒。2 年間温室園芸研究。３０年

十勝（現）で牧畜、開拓者として入植、傍ら日

高の山々と植物を描き続ける。５７年札幌大

丸藤井個展（以後毎年開催’８２年まで）。５９

年日本橋白木屋デパート個展（以後隔年開

催）。６０年札幌市にアトリエ、画業に専念。６

７年ネパール、７３年カナダへスケッチ旅

行。７４年北海道文化賞。六花亭製菓の包装

紙のデザイン。札幌市で没、７５歳。洋画、水

彩、版画 

 

坂本繁二郎 （さかもと・はんじろう/1882～1969 年） 

 福岡県生れ。洋画家を志し１９０２年上京、

不同舎、のち太平洋画会研究所に学ぶ。０７

年文展で入選。１３年国民美術協会会員。１

４年二科会創立会員。２１～２４年渡仏、アカ

デミー・コラロッシに通い、シャルル・ゲラン

に師事。２４年帰国、久留米に帰郷。５０年日

本橋・三越で回顧展。５４年毎日美術賞。５６

年文化勲章。６３年朝日賞。八女市で没、８７

歳。洋画、版画 

 

阪本文男 （さかもと・ふみお/1935～1986 年） 

 東京生れ。柏崎高等学校卒。国領経郎に

洋画を学ぶ。５９年モダンアート展入選。６３

年同会会員。６７年国際青年美術家展で優

秀賞第一席。武蔵野美術短期大学教授。川

崎市で没、５１歳。洋画、版画、美教 

 

坂本正直  ( さかもと・まさなお/1914～2014 年) 

 宮崎市生れ。旧制県立宮崎中学校卒業

後、３５年兵役を終え、「独立美術協会」を脱

会、モダンア－ト協会展に出品、６１年会員。

６６年宮日賞文化賞、６７年宮崎県文化賞。２

０１４年没、１００歳。洋画 

 

坂本益夫 （さかもと・ますお/1907～1993 年） 

 神戸市生れ。川端画学校に学ぶ。上野山

清貢、東郷青児に師事。１９２９年二科会展

に出品。４７年二紀会展に招待出品、同人。

５７年渡仏。風景画を描く。６０年二紀会委

員、後理事、評議員。１９９３年没、８６歳。洋

画 

 

坂本幹男 （さかもと・みきお/1912～1993 年） 

 熊本県生れ。１９３４年東京美術学校図画

師範科卒。愛知、群馬、神奈川で教職。３６

年文展に入選。４７年日展から出品を続け、

６０、６２年改組日展では特選。日展会員。４

２年から創元会展に出品続け、同会会員。大

洋会委員。日洋会常務委員。神奈川県で

没、８１歳。洋画、美教 

 

坂本義信 （さかもと・よしのぶ/1895～1988年） 

 高知県生れ。１９１７年高知県師範学校卒

業。太平洋洋画会研究所に入所、石川寅治



に師事。中学校図画教員を経て２７年佐川高

等女学校に赴任。３２～３５年高知各地を取

材した木版画集制作。35年に完成。４７年ア

メリカ万国美術観光ポスター展に高知県代

表出品。６１年教員生活を退き、土陽美術会

で監事。１９８８年没、９３歳。版画、ポスター 

 

佐川敏子 （さがわ・としこ/1902～1973年） 

 東京生れ。１９２３年東京女子大国文科中

退。２６年「一九三〇年協会」洋画研究所に

通う。２７年中間冊夫と結婚。３１年独立美術

協会展に出品入選。３４年桜井浜江、三岸節

子らと女艸会創立。３９年独立美術協会賞。４

９年同会員。東京で没、７０歳。洋画 

 

作田富幸 （さくた・とみゆき/1960 年～ ） 

 山形県生れ。１９８４年東京造形大学美術

学部版画専攻卒。８５年日本版画協会展で

協会賞、９０年準会員賞。２００５年高知国際

版画トリエンナーレ展で大賞。０８年ＢＩＭＰＥ

国際ミニプリントビエンナーレ・グランプリ（カ

ナダ）。９７～０５年共立女子大学非常勤講師。

２０００～０３年創形美術学校非常勤講師。０６

～０７年文化庁海外留学制度 1 年派遣研修

員（オランダ）。０７年横浜美術短期大学非常

勤講師。版画、美教 
 

佐熊桂一郎 （さくま・けいいちろう/1929～2006 年） 

 東京生れ。１９５２年武蔵野美術学校卒。７

０年日本画廊で個展。７４年从会を結成。７５

年東京展に出品。８２年小田急グランドギャ

ラリーで個展。９０年名古屋画廊で個展。０６

年没、７７歳。洋画、版画 
 

佐久間鉄園 （さくま・てつえん/1850～1921 年） 

 宮城県生れ。仙台藩画員・佐久間晴岳の

次男、母は仙台藩画員・菊田伊洲の娘。父

や狩野派の下条桂谷に画を学ぶ。１８９９年

日本美術協会展で三等賞。１９０７年文展審

査員を務め、帝室技芸員にも任命された。著

書『支那歴代名画論評』（１９００年）。１９２１年

没、７１歳。日本画、版画 

 

佐久間時三郎 （さくま・ときさぶろう/生没年不詳） 

 １８９９年京都パノラマ館を京都大仏隣に開

館にあたり油絵師佐久間時三郎氏主任の元

に鳥羽伏見の戦いを描く。洋画 
 

佐久間文吾 （さくま・ぶんご/1868～1940 年） 

 福島県生れ。1882 年ころから本多錦吉郎

に学んだとされる。不同舎で小山正太郎に

学ぶ。89年明治美術会結成に参加。90年第

3 回内国勧業博覧会に出品し妙技三等賞。

96 年白馬会の結成に参加するも、同会への

出品はしなかった。雑誌「太陽」の表紙、「少

国民」の挿絵なども手掛けた。1940 年没、享

年72 歳。（佐）洋画、挿絵 

 
桜井 悦 （さくらい・えつ/1910～1989 年） 

 福岡県生れ。伊原宇三郎に師事。１９３２年
女子美術専門学校師範西洋画部卒。関西女
子美術学校講師。３７年以降新文展の入選４
３年新文展で特選。４４年光風会展に出品。
４６年光風会会員。４６年女子美術専門学校
助教授、４９年同校教授。４７年女流作家協
会創立会員、のち委員。５５～５６年友岡田
節子と渡欧。７８年資生堂ギャラリーで個展。
新聞小説の挿絵や絵本製作。東京で没、７９
歳。洋画、挿絵、絵本、美教 

 
櫻井 寛 （さくらい・かん？/1931 年～ ） 

 長野県生れ。１９５１年東京教育大学教育
学部芸術学科入学、５５同校卒。「独立展」入
選、出品を続け、６３、６６年独立賞、６７年会
員。７０年頃より個展。７５～７６年渡欧。７８、
９２年資生堂ギャラリーで個展。７９年「十果
会]」結成し、グループ展を開催。８１、８５年
宮崎県美術展の審査員。８７年渡米。９４年
青梅市立美術館で特別展「桜井寛展」開催。
９５年池田２０世紀美術館で個展。９２年武蔵
野美術大教授。洋画、美教 

 
桜井菊三 （さくらい・きくぞう/1892～1972 年） 

 東京生れ。大久保作次郎に師事。新世紀
美術協会会員。１９７２年没、８０歳。洋画 

 

櫻井慶治 （さくらい・けいじ/1919～2016 年） 

 千葉県生れ。千葉師範学校を経て１９４９年

に東京美術学校卒。５６～５７年文部省留学

生としてフランス留学。５６～６４年絵画の研

究の為、イタリア、スイスなど各国を歴訪。６５

年再渡欧米、フランスでル・サロン銅賞・ヴィ

シー国際展グランプリを受賞。６７、６９年日

展で特選。日展審査員、評議員、２００１年日

展参与。内閣総理大臣より紺綬褒章。０５年

紺綬褒章。八千代松陰学園自作品140 点以

上を寄贈。２０１６年没、９７歳。洋画 

 

桜井孝身 （さくらい・たかみ・こおしん/1928～2016

年） 

 福岡県生れ。西日本新聞社勤務。１９５７年

にオチ・オサム、菊畑茂久馬らと共に福岡を

拠点に結成された前衛美術集団「九州派」の

主要メンバー。初期はアンフォルメル絵画が

主であったが、反芸術的オブジェ、パフォー

マンスへと展開。作品はコールタール、アス

ファルト、ムシロ、ドンゴロス（麻袋）等労働者

の生活臭と結びついた素材の使用。２０１６

年没、８８歳。洋画、九州派、パフォー 

 

櫻井孝美 （さくらい・たかよし/1944 年～ ） 

 埼玉県生れ。日本大学芸術学部美術学科



で糸園和三郎に師事する。大学卒業後、山

梨県立繊維工業試験場にデザイナーとして

の職を得て、デザイナーの仕事をするかた

わら、絵画を制作し続け、個性的なスタイル

を確立する。１９８４年山梨県新人選抜展山

梨県立美術館賞。８８年安井賞展で安井賞。

８０年代を代表する一人。洋画、デザイン 

 

桜井 武 （さくらい・たけし/1944～2019 年） 

 静岡県生れ。１９６６年慶応義塾大学仏文

科卒。６９～７１年シカゴ・アート・インスティ

チュート留学。７１－２００４年ブリティッシュ・

カウンシル勤務。９１年大英勲章ＭＢＥ授与。

０４年『英国美術の創造者たち』刊行。０８年

『ロンドンの美術館』刊行。０８年熊本市現代

美術館館長。ブリティッシュ・カウンシル・ア

ーツ担当官として現代美術のシリーズ、８６

年「ターナー」、８６年「ヘンリー・ムーア」、９

８年「テート・ギャラリー」、０３年「イン/プリン

ト」展の展覧会に携わる。エッセーを多数執

筆。２０１９年没、７５歳。美術館長 

 
櫻井忠剛 （さくらい・ただたか/1967～1944 年） 

 尼崎潘松平家生れ。後、櫻井家に改名。１
８７６年上京、私塾「同人社」「攻玉社」で勉学。
８２年勝海舟邸に寄寓。勝は川村清雄を紹
介、師事。８７東京工芸品共進会で二等賞銀
牌。９０年内国勧業博覧会で褒状。９４年関
西美術会（第一次）を結成。９７年新古美術
品展に出品受賞。審査員。１９０１年関西美
術会（第三次）が設立、委員。０５年尼崎市長。
尼崎市で没、７７歳。洋画 

 
櫻井忠温 （さくらい・ただよし/1879～1965 年） 

 松山市生れ。１９０１年陸軍士官学校卒。日
露戦争出征。帰還後療養中に執筆の「肉弾」
が０６年刊行、英、米、独、仏、露、中など１５
か国に翻訳出版される。３０年陸軍少将で退
役。少年時代に四条派の絵師に学び画技に
も秀で画集も出版される。０６年「ホトトギス」
に発表された夏目漱石の名作「坊ちゃん」の
挿絵を担当。松山市で没、８６歳。８２年愛媛
県立美術館遺作展。日本画、挿絵 

 

桜井浜江 （さくらい・はまえ/1908～2007 年） 

 山形市生れ。１９２８年「一九三〇年協会」

洋画研究所で学ぶ。里見勝蔵に師事。３１年

独立美術協会展入選。３４年三岸節子らと女

艸会創立。４７年女流画家協会を設立。４８年

独立賞。５４年独立美術協会会員。７９年山

形美術博物館、９５年青梅市立美術館で個

展。東京で没、９８歳。（出典 わ眼）洋画 

 

桜井 寛 （さくらい・ひろし/1931 年～ ） 

 長野県生れ。１９５１年東京教育大学教育

学部芸術学科入学、５５同校卒。[独立展]入

選、出品を続け、６３、６６年独立賞、６７年会

員。７０年頃より個展。７５～７６年渡欧。７８、

９２年資生堂ギャラリーで個展。７９年「十果

会」を結成し、グループ展を開催。８１、８５年

宮崎県美術展の審査員。８７年渡米。９４年

青梅市立美術館で特別展「桜井寛展」開催。

９５年池田２０世紀美術館で個展。９２年武蔵

野美術大教授。洋画、美教 

 

桜井 誠 （さくらい・まこと/1912～1983 年）  

静岡市生れ。静岡中学校卒業、同舟舎絵

画研究所卒。絵本、児童書の挿絵の執筆。

日本美術家連盟、児童出版美術家連盟会

員。日本美術会会員。1942 年雑誌の挿絵、

リンドグレーンの『長くつ下のピッピ』を初め

とした児童書や絵本、教科書などの書籍の

挿絵を数多く執筆。児童書などの装丁も行っ

た。１９８３年没、７１歳。挿絵、絵本、洋画、

装丁 

 

桜井祐一 （さくらい・ゆういち/1914～1981 年） 

 山形県生れ。平櫛田中に師事。１９３４年院

展入選。戦後日本美術院賞の受賞をかさ

ね、５５年日本美術院同人。彫刻家集団S・

A・S 結成をへて、６３年国画会会員。具象派

の代表的作家のひとり。１９８１年没、６７歳。

彫刻 

 

桜井陽司 （さくらい・ようし/1915～2000 年） 

 新潟県生れ。１９２８年上京。油絵を始め

る。４７年日本アンデパンダン展に出品。６４

年愛知県美術館で駒井哲郎と二人展（サカ

エ画廊主催）。６５年柏三屋主催個展、以降１

０回。個展中心に発表。８６～９２年アートロ

ベ主催個展。９３年、画集出版記念展。２００

０年没、８５歳。洋画 

 

桜田精一 (さくらだ・せいいち/1910～1999 年) 

 熊本県生れ。１９３３年日本美術学校洋画

科卒。３３～３８年朝鮮にて教師。３３年朝鮮

美術展覧会で特選・昌徳久宮賜賞。３９年帰

国し上京。４０年日本美術学校講師。４７年光

風会展光風特賞。４９年千葉県美術会創設

に参加。５７～５８年渡欧。日展参与。１９９９

年没、８９歳。画家・桜田久美の実父、小林武

雄、大野みつ子など優れた門下生を輩出。

洋画、美教 

 

桜田晴義 （さくらだ・はるよし/1945 年～ ） 

 満州国生れ。１９６７年武蔵野美術大学油

画科卒。７３年～滞欧（スペイン）。７７年スペ

イン最優秀秀作展グランプリ、７８年同展で

名誉賞。７９年同展で特別名誉賞。８５年昭

和会展優秀賞。２００３年池田２０世紀美術館



で桜田晴義展。個展・グループ展多数（三越、

日動画廊、彩鳳画廊、川上画廊・オンワード

ギャラリー等）。洋画 

 

櫻田久美 （さくらだ・ひさみ/1934 年～ ） 

韓国生れ。父は櫻田精一。１９５７年女子

美術大学芸術学部洋画科卒。千葉県立野田

実業高等学校の非常勤講師。６８年日展で

入選。６２年渡欧、ドイツ、フランスを訪れ、６

４年ル・サロン展で銀賞。千葉県展審査員、

２０００年常任理事。７８、８６日展で特選。日

展審査員。２０１２年千葉県文化教育功労者。

日展会員、日洋会理事。洋画、美教 

 

左近聖章 （さこん・せいしょう/1915～1987 年） 

 香川県生れ。大正４年多度津町生れ，多度

津中学を経て太平洋美術学校卒，小林萬吾

に師事。文部大臣賞，ル・サロン銅賞，フラ

ンス，スペイン国際展出品。国内外個展 15

回，光陽会運営委員、審査委員，大翔会代

表．光陽会運営委員。１９８７年没、７２歳。洋

画 

 

笹岡 勇 （ささおか・ゆう/1937 年～ ） 

 １９６０年多摩美術大学油絵科卒。日本橋

三越、アサツウでデザイナーとして活躍。６５

年創元展、会員、新人賞、審査員。７２年デ

ザイン事務所立ち上げ。７３年東京展立ち上

げに際し、中村正義を事務局としてサポート。

７８年から事務局長。２０００年より再び創作活

動開始。１７年羽黒洞で個展。洋画 

 

笹岡了一 （ささおか・りょういち/1907～1987 年） 

 新潟県生れ。新潟県三条中学校卒。３１年

上京、安宅安五郎に師事。１９３０年白日展

入選、３１、３２年白日賞、３３～４０年会員、３

７年佐分賞。４０年創元会展で受賞。４１年創

元会創立会員。３１年帝展入選、４６年光風

会会員、５９年日展会員、７８年日展内閣総

理大臣賞。日比谷図書館壁画制作。千葉県

美術会長。松戸市で没、７９歳。洋画、壁画 

 

笹鹿 彪 （ささか・ひょう/1901～1977 年） 

 米子市生れ。１９２０年上京し、岡田三郎助

主宰の本郷洋画研究所に学ぶ。２０年光風

会展入選。２１年帝展に入選。３４年焼失した

本郷絵画研究所の再建に尽力。本郷絵画展

（春台展）の結成に努力し、委員長。４６年光

風会会員。５９年日展会員。６４年日展評議

員、７６年日展参与。５３年～川村学園短期

大学講師、７５年同校教授。東京で没、７６歳。

洋画、美教 

 

佐々木一郎 （ささき・いちろう/1907～1993 年） 

 愛媛県生れ。猪熊弦一郎に師事。６２、６４

年新制作展で新作家賞。７１年新制作協会

会員。１９９３年没、８５歳。洋画 

 

佐々木一郎 （ささき・いちろう/1914～2009 年） 

 旧制岩手中学校卒。１９６３年一水会員に

推挙。７１年一水会展会員佳作賞受賞。７３

年パリにて個展を開催。１９７５、８１，８２年サ

ロン・ドートンヌに出品。９４年サロン・ドーン

ドンヌ会員。岩手大学教授。岩手美術研究

所開設に関与。「岩手県立美術館建設促進

の会」会長。２００１年開館に貢献。２００９年

没、９５歳。２０１３年もりおか啄木・賢治青春

館で「佐々木一郎展」。洋画、美教 

 

佐々木栄松 (ささき・えいしょう/1913～2012 年) 

 北海道生れ。石版印刷会社勤務。１９６０年

ソ連圏諸国、中近東・地中海諸国、西欧、北

欧、アラスカ、カナダ、北・中・南米諸国巡遊。

７０年東京銀座文芸春秋画廊・望月画廊・横

浜・札幌で個展。「湿原の画家－佐々木栄松

作品集」。「随筆・白いオピラメ（原野の釣人

物語）。８７年釧路ステーション画廊"を開館。

２０１２年没、９９歳。洋画 

 

佐崎霞村 （さざき・かそん/1878～1939 年） 

 東京生れ。京都の大仏師内藤光石に入門

し、２４歳の時上京して竹内久一に師事。１９

２２年帝展入選し、３０年帝展で特選となり、

無鑑査。帝展には常に薄肉彫刻仏像を出品

し、「聖観」「不動」「寂光」等が主なもので又

毎回日本木彫会に出品したほか、３６年比叡

山阿弥陀堂本尊の木彫丈六如来像を制作し、

３８年浅草本願寺別院内陣蟇股彫刻を製作。

１９３９年没、６２歳。木彫 

 

佐々木健治 (ささき・けんじ/1935 年～ ) 

 秋田市生れ。東北大学教育学部美術専攻

科に進み、在学中からモダンアート展に出

品。卒業後は教職につくが、同時に画家とし

ての道を歩み出した。１９６８年河北展M賞、

７３年モダンアート協会会員。一貫して抽象

形態による表現を模索、常に新たな創造へ

と向かう挑戦的な姿勢は、画壇の先鋭として

高い評価を得ている。洋画 

 

佐々木四郎  （ささき・しろう/1931 年～ ） 

 大阪生れ。１９５６年東京芸術大学油画科

卒、新制作協会に出品。６１～６４年ミュンヘ

ン美術学校在学。６４～７０年ベルリン在住、

ドイツの画廊で発表。７２年「今日の作家’７２

年」展（横浜市民ギャラリー）、「ヨーロッパの



日本作家」展（京都・東京国立近代美術館）

に出品。７５～７９年「閉ざされた空間」のシリ

ーズ、８２～８７年「回転する空間」のシリー

ズ。１９９２年「回転から移動する空間へ」（東

京、南天子ギャラリーSOKO での個展）。洋

画 

 

佐々木信平 （ささき・しんぺい/1936～2017 年） 

 中国生れ。１９６２年武蔵野美術学校卒。７

７年二紀展菊華賞。７８年二紀展会員優賞・

文化庁現代美術選抜展出品。８６年二紀展・

文部大臣奨励賞。９１年二紀展記念賞。９７

年個展（日本橋三越）。２００１年内閣総理大

臣賞。二紀会常任理事、常葉大学造形学部

教授、常葉美術館運営委員、平野美術館理

事。２０１７年没、８１歳。洋画、美教 

 

佐々木精治郎 （ささき・せいじろう/1885～1971 年） 

 岩手県生れ。１９０５年機械化農業を学び

に渡米。１４年ロサンゼルス美術学校卒、１９

年ナショナル・アカデミー、アート・ステュー

デンツ・リーグ卒。１９年帰国、２７年渡欧。３０

年帰国、三越で個展。３３年日動画廊でパス

テル画展。無所属で岩手の美術発展に尽

力。東京で没、８６歳。洋画、パス 

 

佐々木節郎 （ささき・せつろう/1895～1943 年） 

 仙台市生れ。東北中学校卒、東京美術学

校に入学、岡田三郎助の教室で洋画を学ん

だ。肖像画を得意とし、当時の満州、朝鮮で

関東軍指令部付として、満州国政府要人、

軍関係重臣らの肖像画を描いた。１９２７年

仙台洋画研究所で後進の指導にあたった。

１９４３年没、４９歳。洋画 

 

佐々木宗一郎 （ささき・そういちろう/1910～1997 年） 

 秋田県生れ。旧制横手中学校から日本美

術学校卒。二科美術研究所に学び、田口省

吾や吉井淳二に師事。１９４６年二科展に出

品、５６年二科会展で特待、６２年会員、７０

年会員努力賞、７２年二科会評議員。東京で

没、８７歳。洋画 

 

佐々木素雲 （ささき・そうん/1892～1968 年） 

 秋田県生れ。１９１１年上京して米原雲海に

師事、２６年帝展入選、東京美術学校彫刻別

科に入り朝倉文夫に塑造を学んだ。２５年秋

田市で製作活動を続け、上野の日彫展に作

品を送って発表。秋田県総合美術連盟の設

立や県文化財専門委員。同県文化功労章。

諸展覧会出品以外の代表作に「満州国皇帝

勅額」「曹洞宗大本山総持寺後醍醐天皇等

身像」。秋田市で没、７６歳。彫刻 

 

佐々木大樹 （ささき・たいじゅ/1889～1978 年） 

 富山県生れ。１９１３年東京美術学校彫刻

科本科木彫部卒、同校研究科に進み翌年修

了。２０、２２年帝展で特選。２２年平和記念

東京博覧会で銀賞。２８年帝展出品作で帝

国美術院賞。新文展、日展で１１回審査員。

３０年日本木彫会に所属。３４年帝国美術学

校教授、３５年多摩帝国美術学校教授、戦後

５１～６６年多摩美術大学教授。５８年日展評

議員、７３年日展参与。東京で没、８８歳。彫

刻、美教 

 

佐々木孔 （ささき・たかし/1907～1974 年） 

 宮城県生れ。築館中学校卒。１９３４年東京

美術学校油画科卒．藤島武二に師事。４７年

二紀会展に招待出品、同人、４８年同会委員、

６７年同会監事。東京で没、６６歳。洋画、版

画 

 

佐々木 友 （ささき・とも/1938 年～ ） 

 岩手県生れ。中尾不二夫に師事。新日本

美術協会員、受賞、委員。一水会展他入選、

KFS 銀賞、個展中心に発表。洋画 

 

佐々木英夫 （ささき・ひでお/1911～2006 年） 

 大分県生れ。１９３６年東京美術学校油絵

科卒。岡田三郎助と藤田嗣治に育てられ、

デッサン力と色彩感覚の腕を磨いた。４２年

陸軍宣伝班員画家として藤田嗣治と共にジ

ャワ上陸作戦を取材。戦後「新絵エコール

ド・トーキョウ」を結成して、資生堂ギャラリー

やポールギャラリーで抽象絵画作品を発表。

７１年ブラジルに招かれ、サンパウロ日本寺

院（日蓮宗）大壁画完成。秋耕会名誉会長、

日本山林美術会名誉会長。２００６年没、９５

歳。洋画 

 

佐々木正芳 （ささき・まさよし/1931 年～ ） 

 神奈川県生れ。１９５７年東北大学経済学

部卒。５５年エスプリ・ヌウボォと東北現代美

術連盟結成に参加。自由美術展初出品 以

降毎年出品、６２年会員。６８年エア・ブラッシ

による「黙劇シリーズ」を始める。７１年靉光

賞。７２年第1回宮城県芸術選奨。８６年画集

刊行。９０年エア・ブラッシを止めて油彩に復

帰、同時にテラコッタに着手。９７年佐々木

正芳の世界展（池田 20 世紀美術館）。２０１３

年秋保の杜 佐々木美術館&人形館開館。

洋画 

 

佐々木豊 （ささき・ゆたか/1935 年～ ） 

 名古屋市生れ。１９５９年東京藝術大学油



画科卒。６１年同大学油画専攻科修了。５９，

６０年国画賞。６３年国画会会員（～現在）。８

７年池田２０世紀美術館個展。９２～０６年明

星大学教授。９２年安田火災東郷青児美術

館大賞。三越、高島屋、名古屋画廊、日動画

廊等個展。洋画、美教 

 

佐々貴義雄 （ささき・よしお/1890～1987 年） 

 東京生れ。１９０６年太平洋画会研究所入

所、中村不折に師事、同研究所の助教授。１

９２５年太平洋美術学校教授。５７年二科十

朗に染色を学び、福岡県展工芸部門出品。

６２年大牟田綜合美術工芸部常任委員。６７

年福岡県工芸美術家協会会員。６７年太平

洋美術会参与、７８年同会西日本支部長。福

岡県で没、９７歳。洋画、版画、美教   １５

０ 

 

佐々木良三 （ささき・りょうぞう/1936 年～ ） 

 秋田県本荘市生れ。秋田大学卒。秋田県

小学校教諭。秋田県大学教授。国画会会

員。国展秋田支部長。２０１３年由利本荘市

に作品４３点を寄贈。１６年秋田県文化功労

章。１５年著書『シリーズ時代を語る・絵をつ

くる 人生を描く』編集・発行 秋田魁新報

社）』。２０２２年絵画展「ファインアート秋田２

０２２」展、アトリオンの実行委員長。２２年地

域文化功労者。洋画、美教 

 

佐々木良三 （ささき・りょうぞう/1909～1962 年） 

 京都市生れ。島津マネキン製作所に入

社、１９４６年には吉忠株式会社に勤務、晩

年まで企画やデザイン担当。３３年独立美術

京都研究所に通う。４７年二科展入選し、５０

年二科３５周年記念賞、５１年二科会友、５５

年会員、会の運営に貢献。６１年吉忠企画部

から海外視察、渡欧し、制作。１９６２年没、５

３歳。洋画、デザイン 

 

佐々木類 （ささき・るい/1984 年～ ） 

高知県生れ。２０１０年ロードアイランドスク

ールオブデザイン大学院ガラス科修士課程 

修了。１３～１６年富山市立富山ガラス造形

研究所 助手。１７年～金沢卯辰山工芸工房 

ガラス工房専門員。１５年“Jutta-Cuny Franz 

Memorial Award”大賞（Jutta Cuny-Franz 財

団/ドイツ）。１６年 “The Irvin Borowsky 

International Prize in Glass Arts”大賞 （The 

University of the Arts/アメリカ）。１９年“第33

回Rakow Commission Award”大賞（コーニン

グガラス美術館/アメリカ)。ガラス工芸 

 

笹倉鉄平 （ささくら・てっぺい/1954 年～ ） 

 兵庫県生れ。１９７７年武蔵野美術大学商

業デザイン科卒、グラフィック・デザイナーを

経て、広告制作会社専属のイラストレーター。

８０年フリーランスとなり、広告や出版の仕事

を手がける（森永製菓のパッケージイラスト

を 200 点以上 10 年に渡って制作）。９８年大

丸ミュージアム・東京で個展。２０００年『笹倉

鉄平画集』（求龍堂）が出版。０５年イタリア、

フィレンツェ市主催による、パルテ・グエルフ

ァ宮での個展。大丸、小田急、高島屋で個展。

洋画、イラスト、版画 

 

笹島喜平 （ささじま・きへい/1906～1993 年） 

 栃木県生れ。１９２７年東京府立青山師範

学校卒。３５年頃平塚運一に木版画の指導

を受ける。３６年棟方志功に師事。４９年国画

会会員。４８～５２年日本版画協会会員。５２

～６０年日本版画院創立同人。国際版画展

等に出品。５４年～日本橋高島屋で個展。７

８年水戸文化センターで個展。８２年日本橋

高島屋で回顧展。栃木県で没、８７歳。版画 

 

笹瀬悦子 （ささせ・えつこ/1924～2007 年） 

 １９２４年生れ。洋画家、行動美術協会会

員、京都市美術館所蔵。２００７年没、８３歳。

洋画 

 

笹村草家人 （ささむら・そうかじん/1908～1975 年） 

 東京生れ。石井鶴三に師事。１９４４年母校

東京美術学校助教授。荻原守衛・(碌山)の研

究と顕彰運動で知られ。５４年『彫刻家荻原

碌山』を刊行、５８年碌山美術館を開館。１９７

５年没、６７歳。彫刻、美教、碌山美術館 

 

笹本恒子 （ささもと・つねこ/1914～2022 年） 

 東京生れ。東京日日新聞の挿絵制作。１９

４０年財団法人・写真協会（女性報道写真家

第 1 号）４５年千葉新聞に勤務。４６年東京で

婦人民主新聞の嘱託カメラマン。４７年フリー

となり、フォトジャーナリストとして活動を継続。

５０年日本写真家協会の創立会員。８５年再

び写真家として復帰。２００１年ダイヤモンド

レディー賞。１１年吉川英治文化賞。１４年ベ

ストドレッサー賞・特別賞。１６年米国のルー

シー賞（英語版）。１６年１００点の写真を長野

県須坂市に寄贈。１８年東京都名誉都民に

顕彰。２０２２年没、１０８歳。挿絵、写真、女

性報道写真家第一号 

 

佐善 明 （さぜん・あきら/1936～1991 年） 

 新潟市生れ。１９６０年新潟大学教育学部

芸能科絵画科卒。５５年新制作協会展入選、



６９、７０年新作家賞、７３年会員。７６年文化

庁芸術家在外研修員として渡米し、１年間滞

在。Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ ａｔ Ｌｏｓ 

Ａｎｇｅｌｅｓ及びＭａｓｓａｔｕｓｅｔｔｓ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ ｏｆ 

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙの客員研究員。８５年文部省派

遣長期在外研究者として再び渡米し、ＵＣＬ

Ａ芸術学部美術学科客員教授。千葉大学工

学部工業意匠科教授、日本美術家連盟、日

本デザイン学会にも参加した。千葉市で没、

５４歳。洋画、美教 

 

佐田 勝 （さた・かつ/1914～1993 年） 

 長崎市生れ。１９３９年東京美術学校油画

科卒。美術文化協会の結成に参加。４７年自

由美術家協会会員。６０年美術グループ「同

時代」を結成。３９～５０年芝浦工業専門学校

の講師、助教授。５１年日本ガラス絵協会設

立、代表を務めた。東京で没、７８歳。ガラス、

洋画、美教 

 

佐竹永海 （さたけ・えいかい/1803～1874 年） 

 会津生れ。江戸で谷文晁にまなび,その高

弟といわれた。のち近江(滋賀県)彦根藩主

井伊直亮(なおあき)につかえ,法眼となった。

１８７４年没、72 歳。作品に「秋月野花図」な

ど。江戸後期-明治時代の画家 

 

佐竹曙山 （さたけ・しょざん/1748～1785 年） 

 江戸生れ。生来病弱ながら英明で進取の

気性に富み藩財政の立直しに尽力、領内に

平賀源内を招き阿仁銅山の採掘増産を実

施。源内より教えを受けた小田野直武を通じ

て洋画技法を学ぶ。作品は沈南蘋風の写実

主義と舶載銅版画に感化を受けた様式。『画

法綱領』 (1778)，『画図理解』 (78)を著わし、

司馬江漢そのほかの洋画論の先駆をなし

た。おもな作品は『紅蓮図』 (秋田市美術館)

ほか。江戸時代中期，秋田蘭画の画家、秋

田藩主 

 

佐竹 徳 （さたけ・とく/1897～1998 年） 

 大阪生れ。1912 年展天王寺師範附属小学

校高等科卆。14 年関西美術院に入門、鹿子

木孟郎に学ぶ。16 年川端画学校で学ぶ。17

年第 11 回文展に初入選。19 年第 6 回日本

美術院展に出品。第 1 回帝展に出品。21 年

第 3 回帝展で特選。22 年インド旅行。26 年

第1回聖徳太子奉賛展に出品。28年第5回

槐樹社展で田中賞。29 年第 10 回帝展で特

選。30 年槐樹社社友。第 2 回聖徳太子奉賛

展に出品。第11回帝展で無鑑査出品。40年

紀元二千六百年奉祝展に出品。創元会会員。

50 年第6 回日展審査委員。58 年日展会員、

その後評議員。67 年日本芸術院賞。89 年中

村彝賞。90 年岡山県文化賞。98 年2 月3 日

没、享年100 歳。（佐）洋画 

 

佐竹蓬平 (さたけ・ほうへい/1750～1807 年) 

 長野県生れ。寒山禅師に漢籍・書を学び、

江戸で宗紫石、京都で池大雅に師事する。

のち長崎へ行き、南宋画を究め、熊本で村

井琴山・高本紫溟、博多で亀井南冥と相識る。

山水・人物を能くすし、篆刻に長じた。１８０７

年没、５８歳。江戸中・後期の画家 

 

佐竹義躬 （さたけ・よしみ/1749～1800 年） 

 寛延２年角館生まれ。秋田藩支城角館城

第６代城代。佐竹義邦の長子。名ははじめ

義寛、のちに義躬と改めた。通称は太郎、の

ちに四郎、ついで河内、主計といった。字は

通大。雪松、一謙亭、嘯月亭、小松山人、義

盈などと号した。幼少より狩野派を学んだ。

俳句をはじめ学芸諸般の素養を身に付けた

教養人。１７９９年まで角館城代をつとめ、１８

００年没、５２歳。江戸の絵師、秋田蘭学 

 

佐谷和彦 （さたに・かずひこ/1928～2008 年） 

 京都府生れ。京都大学経済学部卒。１９５３

年農林中央金庫入社、７３年退社。南画廊に

入社。７８年佐谷画廊を東京、京橋に創設。

８２年に銀座 4 丁目に移転。池田龍雄、中川

幸夫、阿部展也、山口勝弘、駒井哲郎、荒川

修作、桑山忠明、松沢宥、清水九兵衛、福島

秀子、山田正亮、若林奮、赤瀬川原平、戸谷

成雄、辰野登恵子、小林正人、パウル・クレ

ー、エルンスト、マン・レイ、マルセル・デュ

シャン、ジャコメッティ、クリストの展覧会を開

催。「オマージュ 瀧口修造」展は、21 回開

催。『アート・マネージメント 画廊経営実感

論』、平凡社、1996 年。２００８年没、８０歳。

（引用 東文研）美術商 

 

佐多芳郎 （さた・よしろう/1922～1997 年） 

 横浜市生れ。１９３９年日本画家北村明道

に基礎を学び、４０年より安田靫彦に師事、４

１年その研究会である一土会に参加。５０年

日本美術院展覧会に入選。５１年「読売新聞」

連載の大佛次郎「四十八人目の男」の挿絵

を。山本周五郎の『樅ノ木は残った』、池波

正太郎の『鬼平犯科帳』の挿絵を手がけた。

７９年より宿願の絵巻物制作の準備に入り、

翌年小下絵を制作、８５年に三巻からなる

『風と人と』を完成。８９年日本美術院を退院。

１９９７年没、７５歳。挿絵、日本画 

 

薩摩治郎八 （さつま・じろはち/1901～1976 年） 



 東京生れ。祖父は近江商人の薩摩治兵衛。

１９１８年オックスフォード大学留学。２０年パ

リに移り藤田嗣治、ラベル、ミロらと交際、パリ

社交界で“バロン薩摩”と呼ばれた。２６年に

レジオン・ド・ヌール勲章。２８年伯爵令嬢山

田千代子と結婚、２９年私財 2 億円を投じパ

リ大学都市に日本人留学生のための日本館

を建設。５１年無一文となって帰国。著書に

半世紀『せ・し・ぼん』の他、『巴里・女・戦争』

『なんじゃもんじゃ』『ぶどう酒物語』。１９７６

年没、７５歳。作家支援、パリ日本館建設者 

 

薩摩千代 （さつま・ちよ/1907～1949年） 

 東京生れ。女子学習院高等科に学び、１９

２６年薩摩治郎八と結婚。２６年治郎八と共に

パリに渡り、ファッションモデルとして新聞や

雑誌に取り上げられ、パリの社交界で活躍。

藤田嗣治を通じてピエール・ラプラードに師

事、サロン・ドートンヌやパリ日本人美術家展

覧会などに出品した。１９４９年長野県で没、

４２歳。洋画、版画 

 

佐藤 明 （さとう・あきら/1930～2002年） 

 東京生れ。１９５３年横浜国立大学経済学

部卒。５７年「10人の眼」展(東京・小西六ギャ

ラリー)に参加、５９年東松照明、奈良原一高

らと写真家の自主運営によるエージェンシ

ー「VIVO」を結成。６１年の個展「女たち」(東

京・富士フォトサロン)、６２年『カメラ毎日』に

連載した「サイクロピアン」。６３～６５年渡

米、渡欧。６６年日本写真批評家協会賞作家

賞。９８年日本写真協会賞年度賞受賞。写真

集『おんな』、『ウィーン幻想』、『フィレンツ

ェ』。東京で没、７１歳。写真 

 

佐藤篤郎 （さとう・あつろう/1901～1984 年） 

 宮城県生れ。１９０７年北海道へ転居。３０

年春陽会研究所で学ぶ、４９年会員。４３年

文展出品。６８年白馬村にアトリエ。７６年写

実画壇会員、のち運営委員。１９８４年没、８３

歳。８５年兵庫県民アートギャラリーで遺作

展。洋画 

 

佐藤亜土 （さとう・あど/1936～1995 年） 

 横浜市生れ。画家佐藤敬、声楽家美子の

長男。１９６０年慶応大学文学部美学美術史

科卒。６２年渡仏、パリで創作。村松画廊、ギ

ャルリー・ワタリで個展、８４年吉井画廊の個

展でシリーズ「古墳時代」をさらに展開し、土

俗的な形態をモチーフに、明快な色彩と曲

線による抽象絵画を発表。８４年グランパレ

美術館、東京都美術館で開催の日仏現代美

術展でフィガロ賞第一席。写真家篠山紀信、

作家の石川淳とともに版画集『巴里』制作。

東京で没、５８歳。洋画、版画 

 

佐藤一郎 （さとう・いちろう/1946 年～ ） 

 宮城県生れ。１９７０年東京藝大油画専攻

卒。７３年ドイツ学術交流会（DAAD）留学生

として西独・ハンブルグ美術大学に留学、ル

ドルフ・ハウズナーの教えを受けた。７６年末

帰国。『マックス・デルナー：絵画技術体系』

を８０年に翻訳出版、８１年東京藝大油画技

法材料研究室常勤講師、２０１４年東京芸術

大学教授退任。１５年金沢美術工芸大学大

学院専任教授。絵画技術・絵画材料の実技

指導、調査研究を行ない、多くの入門書、技

法書を著した。洋画、美教、美研、美著 

 

佐藤一章 （さとう・かずあき/1905～1960 年） 

 岡山県生れ。1929 年東京美術学校西洋画

科卆。満谷国四郎に師事。34 年第15 回帝

展で特選。36 年昭和十一年文展招待展出

品。45 年応召。47 年日展審査員。48 年日展

に依嘱出品。50 年岡山大学教育部特設美

術科教授（55 年辞任）。51 年岡山県文化

賞。日展審査員。57 年日展審査員、58 年第

1 回新日展会員、同展評議員、実行委員。59

年第2 回日展実行委員。60 年8 月29 日

没、享年54 歳。（佐）洋画、美教 

 

佐藤功茂 （さとう・かつしげ/1905？～1984 年） 

 １９４６年一水会会員。日本美術家連盟。滞

欧作品。東京で没、７９歳。洋画 

 

佐藤克三 （さとう・かつぞう/1906～1984 年） 

 新潟県生れ。太平洋美術学校卒。新文展・

独立展・一水会展等に出品。１９８４年没、７８

歳。洋画 

 

佐藤勝彦 （さとう・かつひこ/1940 年～ ） 

 岡山県生れ。岡山県立高梁高等学校を経

て、１９５８年国立鳥取大学学芸学部入学。６

３～８６年私立帝塚山学園小学部で教師。６

８年創作活動を開始。７４年作陶。７５年季刊

『銀花』(文化出版局)」「佐藤勝彦現代仏道人

生」に挿入するため 8 万5 千枚の肉筆画を

描く。２００２年岡山県高梁市立歴史美術館

で佐藤勝彦特別展開催。０３年第79 回箱根

駅伝公式ポスターを制作。洋画、陶芸 

 

佐藤圀夫 （さとう・くにお/1922～2006 年） 

 岩手県生れ。１９４６年東京美術学校日本

画科卒。４８年より髙山辰雄の誘いで一采社

の研究会に参加。４９～６１年一采社展に出

品。４９年日展入選、以後日展に出品。５１年



山口蓬春に師事。５４年日展で特選・白寿

賞、朝日秀作美術展に推薦。５９年新日展で

特選・白寿賞。６２年菊華賞。６４年日展会

員、７６年同評議員。７７年文部大臣賞。７０

～９７年名古屋芸術大学教授。８８年日展出

品作で８９年日本芸術院賞。８９年日展理

事、９９年日本芸術院会員、２０００年日展常

務理事。東京で没、８３歳。日本画、美教 

 

佐藤蔵治 （さとう・くらじ/1919～1994 年) 

 福島県生れ。戦後から制作発表を開始し、

１９５８年日彫展入選、６０年奨励賞。６０年新

日展入選。６７年日展で特選、日彫展でも日

彫賞。７３年改組日展で特選。日彫展審査

員、日展審査員、８１年日展会員。８５年日彫

会運営委員。東京で没、７５歳。彫刻 

 

佐藤 敬 （さとう・けい/1906～1978 年） 

 大分市生れ。１９２５年川端画学校洋画部

に学ぶ。３１年東京美術学校西洋画科卒。２

９、３０年帝展入選。３０～３４年渡仏。３２年帝

展で特選。３６年制作派協会を創立、新制作

展中心に出品。別府に没、７１歳。２００６年

大分市美術館で「生誕１００周年記念 佐藤

敬展」。洋画、版画 

 

佐藤 渓 （さとう・けい/1918～1960 年） 

 広島県生れ。１９３３年川端画学校で学ぶ。

４９年新日本文学会に参加、詩作。４９年自

由美術家協会に参加画業に専念。５５年～５

９年日本全国を回る長期の放浪。６０年湯布

院町で没、４２歳。９１年湯布院美術館で展

示。東京ステーションギャラリーで個展。２０１

３年別府市の佐藤渓美術館に展示。洋画 

 

サトウ・サトル （佐藤達、さとう・さとる/1945 年～ ） 

 宮城県生れ。１９６９年東洋美術学校卒業、

６９～７４年パリ国立美術学校に留学。７９年

｢鉛直主義｣を世界に向けて宣言し国際的抽

象画家。幾何学構成的絵画から立体作品、

環境造形作家として、パリを拠点に活動。９１

～２００７年国立パリ大学第八、造型美術学

科講師。０７年宮城県登米市中田町にサト

ル・サトウ・アート・ミュージアムが開館。第一

等文化功労賞（エクアドル政府）。国際彫刻

シンポジューム大賞（韓国・山清郡）。朝鮮戦

争終結50 周年記念国際彫刻シンポジュー

ム名誉区民賞（釜山広域市南区）。洋画、環

境造形、立体、個人美術館 

 

佐藤三郎 （さとう・さぶろう/1908～1997年） 

 山形県生れ。１９３１年酒田新聞社に入社。

５９年には山形新聞社に論説委員。３２年同

級生の洋画家小野幸吉の遺作集を出版。４

７年本間家の収集品を納めた本間美術館の

創設に尽力し、後年館長に就任。７２年鶴岡

市で高山樗牛賞、７３年酒田市文化功労賞、

９３年齋藤茂吉文化賞。著作には『酒田の本

間家』『庄内藩酒井家』。版画関係では洋画

家小野幸吉の友人達が酒田で発行した版画

誌『隕石ト花々』第1 号（1933.1）に《野菜》

《築港風景》《サボテン》を発表。１９９７年没、

８９歳。美術館長、版画 

 

佐藤志津 （さとう・しづ/1851～1919 年） 

 下総、佐倉生れ。佐藤尚中の長女。女子美

術学校の経営再建のための資金を提供し、

１９０２年校主、０４年校長。夫は順天堂医院

3 代院長佐藤進。１９１９年没、６９歳。明治-

大正の教育者。女子美術学校校主 

 

佐藤醇吉 （さとう・じゅんきち/1876～1958） 

 岩手県生れ。明治美術会の松岡寿に師事。

１８９８年東京美術学校西洋画科に入学、成

績品展示会で一等。１９００年同校卒、東京

帝国大学植物学教室に勤務。三好学の著書

の挿図を担当。１１年朝鮮総督府より史料調

査を嘱託され満蒙調査に同行。１７年松岡寿

の大阪中の島公会堂貴賓室天井画制作に

助手参加。１９年和田英作と植物図譜『群芳

図譜』著作刊行。２８年宮内省生物学研究室

に勤務。４１年北斗会、七光社、素顔社が統

一され「岩手美術連盟」第１回展に出品。５６

年頃『コローの伝記』を翻訳。１９５８年没、８２

歳。挿図、植物図鑑、記録画 

 

佐藤昌胤 （さとう・しょういん/1907～1970 年）  

三重県生れ。１９２１年三重県立津中学校

に入学、林義明に師事。２５年上京、川端画

学校で油絵の修業を始め曾宮一念に師事。

２８年帝展に入選。４８年春陽会準会員、後

に会員となる。三重県で没、６３歳。洋画 

 

佐藤 晨 （さとう・しん/1935 年～ ） 

東京生れ。１９５４年岩手県立岩谷堂高等

学校卒。東宝映画宣伝部に入社。５６年多摩

美術大学日本画科に入学。１９６６、６９、７０、

７１年新制作展で新作家賞。緻密で繊細な

描写によって文学色の濃い幻想的な作風で

伝統的な日本画の世界に新風を吹き込む。

８３年に雅号を佐藤昌美から佐藤晨に改名。

８７年創画会会員。日本画 

 

佐藤真一 （さとう・しんいち/1915～1982 年） 

 愛知県生れ。１９３７～４０年二科展に出品。

４０年京都大学経済学部卒。在学中、須田国



太郎に師事。４７年より行動美術展に出品。５

２年行動美術協会会員。５７年渡仏。７４年～

８２年武蔵野美術大学教授。東京で没、６６

歳。洋画、美教 

 

佐藤仁視 （さとう・じんし/1927～1987 年） 

 １９２７年生れ。４９年東京美術学校図画師

範科卒、富山県洋画連盟委員長。金沢市で

没、５９歳。洋画、美教 

 

佐藤助雄 （さとう・すけお/1919～1987 年） 

 山形県生れ。仏師の子。後藤良(なおし)、

北村西望に師事。１９３１年新文展入選、４３

年特選。７６年日展で文部大臣賞。８０年芸

術院賞。８２年日本彫刻会委員長。木彫から

出発しブロンズに転じた。作品に「地と風」

「振向く」など。１９８７年没、６８歳。彫刻 

 

佐藤 進 （さとう・すすむ/1914～1992年） 

 北海道生れ。１９３５年旭川師範学校専攻

科卒。札幌の小学校に赴任。３８年道展入

選、４３年道展長官賞、４７年道展会員。４３

年一水会入選、５６年一水会会員。４６年日

展入選、８０年改組日展特選、８１年日展無

鑑査。１９７５年旭川市文化賞。１９９２年没、７

８歳。９７年 「佐藤進展」（北海道立旭川美術

館）開催。洋画、水彩 

 
佐藤清三郎 （さとう・せいざぶろう/1911～1945 年） 

 新潟市生れ。１９２６年新潟貯蓄銀行に就
職。独学で絵を学ぶ。３５、３８、４２年新潟県
展に入選。１９４５年横須賀武山海兵団で没、
３３歳。油絵、堀端や信濃川縁の風景、働く
人々、自画像等の多数の素描が残された。７
３年銀座の現代画廊で「遺作 佐藤清三郎素
描展」が開催。洋画 

 
佐藤清蔵・朝山・玄々 （さとう・せいぞう・ちょうざん

/1888～1963 年） 
 福島県生れ。１８才頃から山崎朝雲に師事。
１９１４年平櫛田中、内藤伸、吉田白嶺ととも
に再興日本美術院同人。院展木彫の中心的
存在。２２～２４年日本美術院から派遣されて
フランスに留学し、ブールデルに師事し、ま
たルーヴル美術館などで古典彫刻を研究。
２５年松田改組帝国美術院第二部会員に平
櫛田中とともに任命され、モニュメンタルな
力作「八咫烏」を発表、３７年帝国芸術院会
員、３７年新文展の審査委員、３９年大日本
護国会で紀元２６００年紀念事業として計画し
た和気清麿銅像の建立に朝山が選ばれ、製
作した。戦後三越岩瀬社長の懇望によって
約１０年の歳月を費した労作「天女像」が６０
年完成除幕。京都市で没、７５歳。日本芸術
院会員。彫刻、版画 

 
佐藤泰治 （さとう・たいじ/1915～1960 年） 

 東京生れ。川端画学校で学び宮本三郎に
師事。新聞小説や雑誌などの挿絵をえがく。

代表作に川端康成作「舞姫」。１９６０年没、４
５歳。東京出身。洋画、水彩、挿絵 

 
佐藤泰生 （さとう・たいせい/1945 年～ ） 

 大連生れ。１９６７年東京藝術大学油絵科
卒、大橋賞、６９年大学院修了。７３～７８年
仏政府給費留学渡仏。７７年昭和会賞。８０
年新制作協会会員。９２年和光大学教授。東
京中心に個展開催。高島屋、日動画廊９回。
２００７年諏訪市美術館で「佐藤泰生の世界
展」。新聞挿絵制作。洋画、挿絵、美教 

 
佐藤武造 （さとう・たけぞう/1891～1972 年） 

 長野県生れ。１９０８年上京、精美堂（現共
同印刷）で石版画工、夜、丸山挽霞の日本
水彩画研究所に通う。１４～２４年渡英、ロイ
ヤル・インスティチュート展絹絵が入選、ロン
ドン市立チェルシー美術学校に入学、油画
を学ぶ、公募展入選多数。個展開催、米、ベ
ルギーでも個展。２４年帰国、日本水彩画展、
構造社展に出品、２８年構造社客員。３２年
再渡英、漆絵の制作開始、３９年帰国瑞漆画
（漆絵）の完成に腐心、発表した。７２年没、８
０歳。水彩、洋画、漆絵、版画 

 
佐藤多持 （さとう・たもつ/1919～2004 年） 

 東京生れ。１９４１年東京美術学校本画科
卒。山本丘人に師事。油絵も試み、４７～５７
年油彩作品を旺玄会展出品。４９年尾瀬にス
ケッチ旅行に出かけ群生する水芭蕉に感動。
５７～９６年知求会を結成。６０年「日本画の
新世代展」(国立近代美術館)選出。８５年池
田 20 世紀美術館で個展。２００４年没、８５歳。
日本画、洋画 

 
佐藤朝山・玄々Ⅱ （さとう・ちょうざん＜げんげん＞

/1888～1963 年） 
 福島県生れ。代々宮彫師で幼時から彫技
を学び、１９０５年ごろ山崎朝雲に師事。１４
年再興日本美術院に出品、同人。木彫の
「呪咀」「シャクンタラ姫とドゥシャンタ王」など、
官能的な作品を発表。２２年美術院から派遣
されてフランスに留学。アントワーヌ・ブーデ
ルに師事。２４年帰国、「牝猫」「鷹」「哺牛」な
どを制作。３７年帝国芸術院会員、３７、３９年
文展審査委員。改組後の帝展に出品したモ
ニュメンタルな力作「八咫烏」、紀元 2600 年
記念事業として４０年建立された「和気清麿
像」を完成。６０年日本橋三越の大天女像を
完成した。１９６３年没、７５歳。彫刻、版画 

 

佐藤忠良 （さとう・ちゅうりょう/1912～2011 年） 

 宮城県生れ。１９３９年東京美術学校彫刻

科卒。同期の舟越保武らと共に新制作派協

会彫刻部の創設に参加。６０年高村光太郎

賞。６６年東京造形大学創立と共に教授。７４

年毎日芸術賞、芸術選奨文部大臣賞。７５年

中原悌二郎賞、７５，７７年長野市立野外彫

刻賞。８１年フランス国立ロダン美術館で個

展。福音館書店版の絵本『おおきなかぶ』の

挿絵制作。９０年宮城県美術館内に佐藤忠

良記念館設立。９２年河北文化賞。東京で没、



９８歳。生前日本芸術院会員、文化功労者、

文化勲章の推薦、候補を辞退。彫刻、挿絵、

美教 

 

佐藤貞一 （さとう・ていいち/生没年不詳） 

 １９２０・３０年代の京城に在住。京城帝国大

学医学部解剖学教室に勤務し、解剖図を描

いていた。２５、２８～３１年朝鮮美術展に油

彩画が入選。２９年個人展（京城歯科医学専

門学校）を開き、２９年帝展（東京）に油彩画

が入選。２９年頃多田毅三らと「朝鮮創作版

画会」を結成。２９年「佐藤貞一創作版画頒

布会」が企画。生没年不詳。洋画、版画 

 

佐藤 哲 （さとう・てつ/1944 年～ ） 

 大分市生れ。１９６６年大分大学学芸学部

美術科卒。６７年江藤哲に師事。７５年日展

入選、同年東光展会友賞。８２、９３年日展特

選、東光展会員賞。９１年ジャパンフェスティ

バル・イン・ベルリン展金賞。２００９年日展文

部科学大臣賞受賞。１３年日本芸術院賞受

賞。１１年東光会代表理事。１３年日展理事。

１５年日本芸術院会員。１６年日展副理事

長。洋画                   ２００ 

 

佐藤哲三郎 （さとう・てつさぶろう/1889～1958 年） 

 新潟市生れ。１９１２年東京美術学校卒。１

２年文展で三等賞。二科会創立会員。２９年

第一美術協会創立に参加。３７年新文展無

鑑査。東京で没、６９歳。洋画 

 

佐藤哲三 （さとう・てつぞう/1910～1954 年） 

 新潟県生れ。1925 年新発田尋常小学校

卆。25 年ゴッホなどの画集を参考に独習。

26 年新発田在住の絵の仲間と「野人社」を

結成。27 年第1 回大調和美術展に 7 点出

品するもすべて落選。結果に納得できず上

京、岸田劉生を訪ねるも不在で、たまたま居

合わせた梅原龍三郎から指導を受けた。こ

れが機縁となり、以後、梅原の知遇を得る。

28 年第3 回国展に初入選。29 年第4 回国

展入選。30 年第5 回国展で国画奨学賞。第

2 回聖徳太子奉賛美術展に出品。31 年第6

回国展で国画奨学賞。32 年国画会友。37

年国画会会員、会友制を廃止、国画会同人

となる。以後43 年国画会会員となり、28 回ま

で出品した。54 年6 月25 日新発田市で

没、享年44 歳。（佐）洋画、版画 

 

佐藤哲郎 （さとう・てつろう/1924 年～ ） 

 仙台市生れ。１９４６年フジヰ洋画研究所修

了（宮田重雄指導）、中央美術学園卒業、児

島善三郎に師事。５７年今泉篤男に師事。６

６年欧遊。７７年外務省買上。７８、８０，８２年

渡仏。８７年サロン・ドートンヌ会員。三越、東

京大丸、松坂屋で個展。サロン・ドートンヌ会

員、モダンアート協会会員、日本美術家連盟

会員、日本ばら会会員。洋画 

 

佐藤十蟻 （さとう・とあり/1903～1946年） 

 新潟県生れ。洋画家佐藤哲三は、七歳下

の弟。１９２２年県立新潟師範学校卒。２６年

東京美術学校図画師範科卒。病気療養のた

め帰郷。文芸・美術など芸術を扱った同人誌

『土塊』（1927～1929）を十蟻が中心となって

創刊。版画・詩・評論を発表。２８年新潟県立

村上高等女学校、３１年栃木県立宇都宮女

子高等師範学校で教える。１９４６年没、４３

歳。美教、版画、同人誌 

 

佐藤利宗 （さとう・としむね/1937年～ ） 

 長崎県生れ。１９６０年長崎大学教育学部

卒。６６年長崎県展入選、６８．７１，７６年長崎

県民展知事賞。８０年長崎県展西望平和賞。

６９年西日本洋画新人秀作展、銀賞。７２、７

７年全国県展選抜展、文部大臣賞。８５年佐

藤利宗、松田綏〔すい〕一 ２人展。洋画、美

教 

 

佐藤暢男 （さとう・のぶお/1926～2005年） 

 神奈川県生れ。横浜市市立鶴見工業学校

卒、東京陸軍航空学校卒。１９６５年国画会

展で国画賞。６６年日本版画協会展会員、ク

ラコウ国際辺がビエンナーレ・買上賞。６７年

国際版画協会(IGAS・ニューヨーク)出品。６９

年ビストア国際版画ビエンナーレ(イタリア)、

７４年現代メゾチント作家招待展(オックスフォ

ード大学)。７５年若き世代の銅版画展(パリ)。

９３年エジプト国際版画トリエンナーレ(ギ

ザ)。２００５年没、７９歳。版画 

 

佐藤 昇 （さとう・のぼる/1936 年～ ） 

 大分市生れ。１９５４年大分大学学芸学部

に進み、武藤完一、浜田九一郎、仲町謙吉

らの指導を受け、卒業後は、市内の小・中学

校の教諭。５６年大分県美術展入選。６０年

奨励賞。東光会展に出品を始め、６２年大平

敬次郎、岡部忠之、脇坂秀樹ら 7 人で東光

会大分支部「豊光会」を設立。７２～９５年東

光会会員。９５年大分県美術展を中心に発

表を続け、現在、大分県美術協会（日・洋・

彫・工部会）大分支部長。洋画 

 

佐藤春夫 （さとう・はるお/1892～1964 年） 

和歌山県生れ。１９１０年上京して「新詩社」

の同人、慶応大学に入学。『三田文学』、『ス



バル』誌上に詩や評論。１５年油彩画を制作。

２１年処女詩集『殉情詩集』を発表。２２年『都

会の憂鬱』を発表。３０年谷崎潤一郎夫人で

あった千代子と恋愛結婚。５７年『小説智恵

子抄』を完成。１９６４没、７２歳。著、洋画 

 

佐藤 宏 （さとう・ひろむ/1923 年～ ） 

 三重県生れ。名古屋市立工業専修学校卒。

１９５５年国画会展,日本版画協会展入選し、

３３年国画賞、３８年国画会会員。３２年東京

国際版画ビエンナーレ展に出品し、以後各

地の国際版画展で活躍。木版画をおもに制

作し,同一または相似する形を多様に変化さ

せる抽象作品がおおい。日本の抒情風景を

連作。版画 

 

佐藤正明 （さとう・まさあき/1941 年～ ） 

 甲府市生れ。１９６２～６６年甲府市にある

甲斐絵画研究所に学ぶ。６７年渡英、二年間

ロンドンのヘザリー美術学校で学ぶ。７０年

米、ＮＹに渡り、マックス・ベックマン記念奨

学金を受けて、７４年までブルックリン美術館

付属の美術学校に学ぶ。８５年以降ＮＹの

O.K.ハリス画廊で個展。無数の丸い穴を穿

つ表現で描いた「サブウェイ」シリーズで評

価を確立し、現在はありふれた風景を描く

「ニューススタンド」シリーズでもアメリカで高

い評価を得ている。（荒由）現代美術 

 

佐藤真生 （さとう・まさお/1963 年～ ） 

 山形県酒田市生れ。東京学芸大学美術

科、同大学院修了。１９９０年多摩秀作美術

展準大賞（青梅市立美術館）、９１年上野の

森美術館絵画大賞展佳作、９３年安井賞展

賞候補。９７年本間美術館において個展。２

０１６年より地域伝承文化をテーマとした子ど

ものワークショップを行う等、アート教育分野

の活動にも取り組んでいる。平面作品の他

に、立体、映像、オブジェ、執筆など幅広く

制作活動を行っている。洋画、立体、オブ、

美教 

 

佐藤米太郎 （さとう・よねたろう/1912～1958年） 

 青森市生れ。弟は同じく版画家の佐藤米

次郎。今純三や棟方志功、松木満史らとの

交際からはじめ油絵を手がけ、版画に着

手、１９３０年青森初の創作版画誌『緑樹夢』

に参加。３１年米次郎が「青森創作版画研究

会・夢人社」を立ち上げて『彫刻刀』を創刊す

ると同人。朝鮮風俗に多く取材。１９３１年東

奥美術展で入選、４０年国画会展に入選。４

４年朝鮮美術展に入選。戦後は青森に帰り、

米次郎とともに「青い森社」を創設、出版業に

関わった。５３年豆本作品『十和田湖の伝説』

（緑の笛豆本の会）を刊行。１９５８年没、４６

歳。版画 

 

佐藤聖美 （さとう・まさみ/1946年～ ） 

 甲府市生れ。斉藤美術研究所で美術を学

び、共に学んだ佐藤正明と結婚し、ＮＹに移

り住む。１９９４年米ロス博物館グループ展出

品。９５年ＮＹで個展開催。ＮＹの街の情景

を細密に描写する夫、正明の作品を100分

の１に縮小し、それを精密な半立体の作品

に作り上げるという独特の作品制作のプロセ

スを採る。夫、正明との親密なコラボレーショ

ンという。米ビーズドリームス最優秀作品賞。

立体、ビーズ 

 

佐藤米次郎 （さとう・よねじろう/1915～2001年） 

 青森市生れ。１９２９年青森中学校時代、根

市良三、柿崎卓治と創作版画誌「緑樹夢」刊

行。３０年私家版「版画蔵書票」出版。以後３

０冊出版。５５年日本美術家連盟会会員。県

版画画会創設し後進の指導。８０年青森県文

化賞、８３年青森県褒賞。第1回地域文化功

労者文部大臣賞。２００１年没、８６歳。版画

家、蔵書 

 

佐藤利平 （さとう・りへい/1908～1993年） 

 小諸生れ。神津港人に師事。構造社展、１

９４６年長野県展発起人。緑巷会に出品。レ

ンブラントに影響を受け、重厚、緻密な風景

画、静物画を描いた。７１年第一美術協会展

で文部大臣奨励賞。９３年没、８５歳。小諸市

高原美術館、梅野記念絵画館に作品収蔵。

洋画 

 

里見勝蔵 （さとみ・かつぞう/1895～1981年） 

 京都生れ。関西美術院に通う。１９１９年東

京美術学校西洋画科卒。２１～２５年渡仏し、

ヴラマンクに師事。２６年「一九三〇年協会」

創立会員。３０年独立美術協会創立会員。２

６年樗牛賞、２７年二科賞。３０年二科会員。

５９年国画会会員。鎌倉で没、８５歳。（出典 

わ眼）洋画、水彩、立体、「一九三〇年協会」

創立、独立美術協会創立 

 

里見 弴 （さとみ・とん/1883～1983年） 

 横浜市生れ。兄は作家の有島武郎、画家

の有島生馬。白樺派を代表する作家、代表

作には『多情沸心』『極楽とんぼ』など。菊池

寛賞、読売文学賞、文化勲章、最晩年に書

画集『垣のぞき』を発刊。１９８３年没、１００歳。

小説家、洋画、版画 

 



里見宗次 （さとみ・むねつぐ/1904～1996年） 

 大阪生れ。日本画家の井口華秋に師事。

フランスより帰国した小出楢重の感化を受け、

パリ行きを決意。１９２２年渡仏、２３年に日本

人初のエコール・デ・ボザール（パリ国立美

術学校）の本科入学。２８年に制作したゴロワ

ーズのたばこポスターで国際的に注目。３４

年ＫＬＭオランダ航空のポスター等、アー

ル・デコ様式の作風展開、グラフィック・デザ

イナーとしての地位を確立。３７年のパリ万

国博覧会で日本国有鉄道のポスターが名誉

賞と金杯を受賞。７４年勲三等瑞宝章を受章。

８９年に帰国。作品集に『巴里花画集』（京都

書院）。奈良で没、９１歳。グラフィック、ポス

ター 

 

真田久吉 （さなだ・ひさきち/1884年～不詳） 

 東京生れ。白馬会に学ぶ。１９０９年東京美

術学校西洋画科本科卒。１２年、ヒュウザン

会（後のフュウザン会）設立に参加、第1、２

回展出品。１６年、斎藤与里、萬鉄五郎らと

日本美術協会を設立。２６年春陽会会友。

（出典 わ眼）洋画、版画 

 

佐野智子 （さの・ともこ/1925～1994年） 

 東京生れ。女子美術専門学校師範科西洋

画部卒。山梨県で教職。１９４９年創元会展

入選し、６０年会員。日展に出品。６４年安井

賞展入選。山梨美術協会展出品。個展も開

催。女性美術家のリーダー、女性美術家団

体や女流展を組織。野原やけしの花畑を題

材に形態や色彩の構成を通して自然の本質

を表現に努めた。１９９４年没、６９歳。洋画 

 

佐野繁次郎 （さの・しげじろう/1900～1987年） 

 大阪生れ。小出楢重に師事、信濃橋洋画

研究所に通う。佐伯祐三に感化。１９３１年二

科展で樗牛賞。昭和初期より挿画、装幀を多

数手がける。３７年渡仏、アンリ・マティスに

師事。３８年帰国。４７年二紀会の創立に参

加、会員、のち委員。パピリオ化粧品の重役。

日本国際美術展、現代日本美術展に招待出

品。８７年没、８７歳。洋画、版画、挿絵，装幀 

 

佐野道之助 （さのう・みちのすけ/1907～1978年） 

 茨城県生れ。熊岡絵画道場に学ぶ。熊岡

美彦、斎藤与里に師事。東光会会員。１９７８

年没、７１歳。洋画 

 

佐野ぬい （さの・ぬい/1932年～ ） 

 弘前市生れ。女子美術大学芸術学部洋画

科卒。６５年新制作作家賞、のち会員。１９５５

年女子美術大学助手～８７年教授。９４～９８

年同大学院教授。２００７～１１年女子美術大

学大学長。２００３年損保ジャパン東郷青児

美術館大賞。０４～０７年日本美術家連盟常

任理事。福沢一郎記念美術館財団理事。青

色を基調とした作品多い。洋画、美教、大学

長 

 

佐野隆人 （さの・りゅうじん/1928年～ ） 

 富山県生れ。金沢美大卒、小絲源太郎に

師事。北陸特有の「とねりこ田園風景」で日

展特選、無鑑査、日展会友。光風会賞、光風

会会員。風景画が得意。伊勢丹新宿店アー

トサロンで個展。まちなか美術館作品収蔵。

洋画 

 

佐分 眞 （さぶり・まこと/1898～1936年） 

 名古屋市生れ。川端画学校に学ぶ。１９２２

年東京美術学校西洋画科卒。２５年白日会

展で白日賞、後に会員。２６年光風会賞、２９

年会員。２７～３０年渡仏、グランド・ショミエ

ール研究所に学ぶ。リアリズムに立脚した堅

実な画風。３１、３４、３５年帝展で特選。３３年

東京宝塚劇場で美術部入社、のち美術部長。

東京で自死、３７歳。８７年愛知県立美術館

で個展（出典 わ眼）洋画 

 

佐分 真 Ⅱ （さぶり・まこと/1898～1936 年） 

 名古屋市生れ。1915 年東京の郁文館中学

に 5 年生として転校。川端画学校に通う。16

年東京美術学校西洋画科に入学。17 年チフ

スを病み休学。19 年3 学年以後は藤島教室

に入る。22 年東京美術学校西洋画科卆。結

婚。24 年第5 回帝展に初入選。25 年愛知社

の同人。第6回帝展入選。白日会賞、白日会

員となる。26 年光風会賞。美校大正 11 年卆

同級生有志による「等迦会」創立会員。27 年

渡欧。31年第12回帝展で特選、三井男爵買

上げ。再度渡仏。32年帰国。33年第14回帝

展で特選。34 年日動画廊で滞欧作個展。第

15 回帝展で三度目の特選。35 年改組発表

後結成された「第二部会」には参加せず、白

日会、光風会も脱退した。36 年東京自宅画

室で自死、享年38 歳。（佐）洋画 

 

三水公平 （さみず・こうへい/1904～1990 年頃） 

長野県生れ。１９２９年津田青楓洋画塾に

入る。二科展に出品。３３年同志と独立美術

京都研究所に入所。須田国太郎の指導を受

ける。４０年美術文化協会会員。以降同展に

出品する。７３年イタリアに長期滞在し、古典

絵画を研究。以降、ネパール、ヒマラヤ、エ

ジプト、中国各地を取材旅行し、風景画を描

く。８８年日本美術連盟会員、炭火展運営委



員長、豊島区美術家協会事務局長。１９９０

年頃没、８６歳位。洋画、水彩 

 

鮫島 梓 （さめじま・あずさ/1900～1995 年） 

 鹿児島県生れ。１９２９年東京美術学校を

卒業後、旧制都城中学校に美術教師として

着任、高い指導力により創元会展等数々の

公募展で受賞者を輩出。有馬良作や塩水流

功などが、後に画家や美術教師として活躍。

１９９５年没、９５歳。洋画、美教 

 

鮫島利久 （さめじま・としひさ/1893～1963 年） 

 東京生れ。１９１８年東京美術学校西洋画

科卒。３７年光風会会員。帝展等に作品を発

表。ま美術教育学会委員、教科用図書検定

調査審議会調査員。６３年目白学園短大教

授。１９６３年没、６９歳。洋画、美教 

 

沢井一三郎 （さわい・いちさぶろう/1911～1989 年） 

東京生れ。朗峯画塾で日本画を学び、１９ 

３７年から講談社の『少年倶楽部』などに漫

画 

や挿絵を描き、３９～４１年同社の『幼年倶楽 

部』に「ゲンキノゲンチャン」を連載して人気 

を博した。４９～５３年『漫画少年』に「てるて

る 

日記」を連載。６２年教科書執筆画家同盟を 

結成し、代表。５８年児童文化功労賞。京都 

で没、７７歳。漫画、童画、挿絵 

 

沢田教一 （さわだ・きょういち/1936～1970 年） 

 青森市生れ。1954 年青森県立青森高等学

校卒。日本の報道写真家。ベトナム戦争を

撮影した『安全への逃避』でハーグ第9回世

界報道写真コンテスト大賞。アメリカ海外記

者クラブ賞。ピューリッツァー賞。１９７０年没、

３４歳。写真 

 

澤田正太郎 （さわだ・しょうたろう/1916～1996 年） 

 東京生れ。１９３６年川端画学校で学ぶ。４

１年東京美術学校油画科卒。４５年日本民藝

館に勤務。４７年挿絵。５３年「げふ会」を結

成。５５年一陽会展入選、５７年一陽賞、同会

会友、５８年会員。５８年銀座フォルム画廊で

個展。６２年横浜高島屋で個展。９４年一陽

会展で野間賞。１９９６年没、７９歳。洋画、挿

絵 

 
澤田政廣 （さわだ・せいこう/1894～1988 年） 

 静岡県生れ。１９１８年太平洋画会研究所
で彫刻を学ぶ。２４年帝展特選。２６年東京
美術学校彫刻科別科卒。２７～２９年帝展連
続特選。３１年日本木彫会が結成、会員。５１
年日展出品作で芸術選奨文部大臣賞。６２
年日展理事、日本芸術院会員。７０年日本彫

塑会初代理事長。７９年文化勲章。８７年熱
海に澤田政廣記念館開館。東京で没、９３歳。
彫刻、日本彫塑会初代理事長、個人美術館 

 
澤田哲郎 （さわだ・てつろう/1919～1986 年） 

 盛岡市生れ。１９３６年藤田嗣治に師事。３
８年上京、文化学院、川端画学校に学ぶ。４
２二科会会友。５２年二科展で特待賞。５７年
春陽会展春陽会賞。５８年春陽会準会員。６
１年まで春陽会展に出品。６０～６２年ＮＹ・メ
ルツァー画廊で個展。６３年渡米、６８年 NY
で個展。川崎市で没、６６歳。洋画 

 

沢田哲郎 （さわだ・てつろう/1935～1998 年） 

 北海道生れ。１９５４年北海道立札幌西高

等学校卒。５７年武蔵野美術学校・第二本科

西洋画専攻入学。５９年武蔵野美術学校・第

二本科西洋画専攻から同・図画工作教員養

成科に移る（６０年中退）。６０年自由美術協

会会員、北海道青年美術家集団の発起人に

名を連ねる。１９８０年第５回ノルウェー国際

版画ビエンナーレ・審査員賞。アメリカ各国

を中心に広く世界各国で個展を開催。８６年

自由美術協会退会。東京で没、６２歳。大英

博物館、ロックフェラー・コレクション。洋画、

版画 

 
澤田文一 （さわだ・ふみかず/1949 年～ ） 

 札幌市生れ。１９７４年二紀展入選、フラン
ス美術賞展入選。エコール・ド・TOKYO 展
招待。７５年ブロードウェイ新人展新人賞。ブ
ロードウェイギャラリー個展、８０、８２、８３、９
２年。８３年名古屋松坂屋個展。ほか池袋西
武、渋谷西武、横浜高島屋などで個展。２０１
２年銀座 Gallery フォレスト・ミニで２０年ぶり
の個展開催。洋画 

 

沢田光春 （さわだ・みつはる/1947 年～ ） 

 大阪生れ。１９７７年ブリュッセル王立美術

大学絵画専攻科卒、同校卒業制作展でブリ

ュッセル賞。８３年現代の裸婦大賞展で優秀

賞（日本）、エコール・ド・パリ展グランプリ受

賞（仏）、９５年ユネ国際美術展で金賞（仏）、

パリ国立美術大学客員教授、９７年パリ日動

画廊にて個展、２００１年日本橋三越個展。９

９～２００４年広島市立大学客員教授（ベネ

チア絵画）。０４年渡仏。洋画、美教 

 

澤田利一 （さわだ・りいち/1932～2002 年） 

 埼玉県生れ。１９５４年埼玉大学教育学部

美術科卒。斉藤与里に師事し、埼玉県知事

賞（洋画２回・彫刻１回）。埼玉県立近代美術

館学芸部長、副館長。博物館の振興に貢

献、文部大臣表彰を授与される。２００２年

没、７０歳。（出典 わ眼）洋画、美術副館長 

 



沢野岩太郎 （さわの・いわたろう/1903～1984 年） 

 兵庫県生れ。１９２２年青木大乗に師事。２

４年信濃橋洋画研究所に学ぶ。３１年小出楢

重、林重義に師事。３３年独立展に出品。３９

年国画会に出品。４２年国画奨励賞、Ｆ婦人

賞、同人。４３年新文展に入選。８４年没、８１

歳。洋画 

 

佐波 甫 （さわ・はじめ/1901～1971 年） 

 東京生れ。１９3０年早稲田大学フランス文

学科卒。実業之日本社に勤務する傍ら美術

評論活動に入る。戦後は日本美術会結成準

備を手はじめに重要な諸作家の論評を進め

た。５０年早大第二政経学部、第二法学部の

仏語講師、５３年文学部専任講師となり、西

洋美術史と仏語を担当。５４～５６年までフラ

ンスを中心にヨーロッパで美術研究を行う。

５６年文学部助教授、６１年教授就任。東京

で没。６９歳。（引用 東文研）美評、美教、著 

 

沢部清五郎 （さわべ・せいごろう/1884～1964 年） 

 京都市生れ。１９０４年聖護院洋画研究所

で浅井忠に師事。０６年関西美術院に移り出

品。０７年文展に入選。１０～１３年米、渡欧。

１３年関西美術院教授。４１年川島織物に勤

務、図案制作。６４年没、８０歳。（出典 わ

眼）洋画、美教 

 

沢村美佐子 （さわむら・みさこ/1923～2008 年） 

 静岡県生れ。県立高女。１９５８年独立美術

展入選、のち会員。６２年パリに 1 年招聘修

学、ヨーロッパ・中近東・エジプトを廻る。６５

年安井賞展入選。６８～７６年海外作家シリ

ーズ展、日米女流合同展、現代日本の裸婦

展等に出品。７８年第3 回沢村美佐子展開

催、独立形象七人展。９１年沢村美佐子展。

独立美術協会会員、女流画家協会委員、日

本美術家連盟会員。２００８年没、８５歳。洋

画、版画 

 

三田 康 （さんた・やすし/1900～1968 年） 

 大津市生れ。１９１７年立教中学校卒。２１

年帝展入選。２２年東京美術学校西洋画科

卒、２５年同校研究科修了。２１、２２年帝展

に入選。３０年帝展で特選。３５年第二部会

展で第二部会賞。３６年新制作派協会創立

会員。新聞小説の挿絵。６７年渡仏。仏、カ

ーニュで没、６７歳。洋画、挿絵 

 

山東 洋 （さんとう・ひろし・よう/1921～1988 年） 

 和歌山市生れ。１９４６年中央大学法学部

卒。猪熊弦一郎に師事、田園調布純粋美術

研究所に学ぶ。４６年新制作展入選、５１、５

２、５４年新作家賞、５５年新制作賞、５６年会

員。６８年より 2 年間、欧米を巡遊。７８年東

京セントラル美術館で個展。東京で没、６６

歳。洋画                    ２４

３ 

 
し  

椎塚猪知雄 （しいずか・いちお/1879～没年不詳） 

 1879 年生れ。1914 年第1 回二科展に初

入選。以後二科展に出品を続ける。22 年平

和記念東京博覧会に出品。26 年第13 回二

科展で会友に推挙。30 年第2 回聖徳太子

奉賛展に出品。40 年紀元二千六百年奉祝

展に出品。没年不詳。（佐）洋画 

 

椎野 修 （しいの・おさむ/1913～1945 年） 

 佐賀県生れ。1931 年県立熊本中学校卒業、

上京し、本郷絵画研究所および同舟舎に通

う。32 年東京美術学校西洋画科入学。33 年

学校では岡田三郎助教室に属す。35 年学

外の藤田嗣治に講演依頼に行き、藤田に師

事する機縁となる。同級に成井弘、第 25 回

二科展に入選。39 年小倉の歩兵連隊に入

隊。40年除隊。42年大東亜戦争銃後美術展

で洋画部 1 位の朝日新聞社賞。福岡美術会

会員。43年第1回福岡美術綜合展で福岡市

長賞。44 年召集を受け出征。45 年 3 月 27

日ビルマにて戦死、享年31 歳。（佐）洋画 

 

塩川文麟 （しおかわ・ぶんりん/1801、8？～1877年） 

 京都の人。父が仕えていた安井門跡(蓮華

光院)の侍臣。岡本豊彦に入門。山水画を得

意とした。豊彦宅を訪れた呉春が文麟の画

をみて,激賞。１８３１年の『画乗要略』には,豊

彦の弟子として文麟の名が挙げられている。

５５年安政の御所造営に参加,新内裏に襖絵

を制作。６８年画家の親睦団体である如雲社

を主宰。京都画壇における指導者。近代京

都画壇の育成に貢献した幸野楳嶺以下多く

の俊英を門下から輩出させた。１８７７年没、

７６歳。江戸後期の絵師 

 

塩水流功 （ しおずる・いさお/1924～1996 年 ) 

 宮崎県生れ。旧制県立都城中学校卒、宮

崎師範学校卒。１９５１年自由美術展入選、５

６年自由美術家協会会員。６４年森芳雄、末

松正樹らと主体美術協会を設立、会員。６７

～６８年渡欧。帰国後は、各地で個展。柏市

で没、７２歳。洋画 

 

塩田清忠 （しおた・きよただ/1931年～ ） 

 いわき市生れ。１９５８年武蔵野美術大学卒、

中学校美術教師。洋画家、５９～６８自由美



術展に出品。６９年～新制作展等に出品、６

０年福島県展奨励賞、県美賞、特別賞。７８

年福島県総合美術展審査員。７６年東

北新制作展で橋本美術館賞。８２年い

わき市文化センターで個展開催。洋画、美

教 

 

塩田千春 （しおた・ちはる/1972 年～ ） 

 大阪生れ。京都精華大学洋画科卒。１９９３

年オーストラリア国立大学（ANU）キャンベラ

スクールオブアートに交換留学生として留学。

９６年ハンブルク美術大学に入学。９９～２０

０３年ベルリン芸術大学（UDK）にてレベッ

カ・ホーンに師事。０７年芸術選奨新人賞、０

７年度 咲くやこの花賞、美術部門受賞。１０

年京都精華大学客員教授。１５年ヴェネツィ

ア・ビエンナーレで日本代表。２０年毎日芸

術賞。多摩美術大学教授。現代美術、美教 

 

塩谷 亮 （しおたに・りょう/1975 年～ ） 

 東京都生れ。１９９８年武蔵野美術大学造

形学部油絵学科卒。２００８年文化庁新進芸

術家研修員として伊に派遣。１７年画集刊行

（求龍堂）。彩鳳堂画廊、日本橋三越、Ｂｕｎｋ

ａＧａｌｌｅｒｙでデ展。二紀会会員。洋画 

 

塩月桃甫 （しおつき・とうほ/1886～1954 年） 

 宮崎県生れ。宮崎県師範学校入学、教職

に就く。１９１２年東京美術学校卒。大阪浪華

小学校に勤務、松山市の愛媛県師範学校に

勤める。１６年文展入選。２１年台湾美術展創

設、審査員、台湾美術界の振興、反石川派。

４６年宮崎に引き揚げ、宮崎大学講師や県

展（現宮「日展」）の審査員。５２年宮崎県文

化賞。宮崎市で没、６７歳。洋画、美教、南画 

 

塩津誠一 （しおつ・せいいち/1906～1980 年） 

 倉敷市生れ。太平洋画美術学校で学ぶ。１

９３６年文展鑑査展に入選。新文展、日展に

入選重ねる。東光会で活躍。東光会審査委

員。４７年日展で特選。４９年日展で岡田賞。

日展委嘱。８０年没、７３歳。洋画 

 

塩出英雄 （しおで・ひでお/1912～2001 年） 

 広島県生れ。１９３１年帝国美術学校日本

画科入学。山口蓬春に指導を受け、金原省

吾に東洋美学、高楠順次郎に仏教学を学び、

奥村土牛に師事。宋徧流山岸宗佳宗匠に茶

道を学ぶ。３７年院展入選。院友。戦後も院

展で活躍を続け、６１年日本美術院賞･大観

賞、同人に推挙。４４年内閣総理大臣賞。３６

年年帝国美術学校日本画科助手、４４年武

蔵野美術大学教授、５９年名誉教授、２００１

年没、８９歳。日本画、美教 

 

塩原文二 （しおばら・ぶんじ/1907～1978 年） 

 小松市生れ。木下義謙に師事。一水会会

員。日展に出品。陶芸を徳田八十吉のすす

めで手掛けた。１９７８年没、７１歳。洋画、陶

芸 

 

塩原将志 （しおばら・まさし/1962 年～ ） 

| 群馬県生れ。１９８７年株式会社日動画廊

入社。ギャラリー日動ニューヨーク INC.代

表。８９年リオ・キャステリに出会い、９０年日

動画廊にて現代アメリカ作家展「Leo 

Castelli’s Artist」を手掛けた。２０００年タグボ

ート創始時期よりアドバイザー参画。０４年ア

ート・オフィス・シオバラを設立。nca（日動コ

ンテンポラリーアート）の顧問。東京都現代

美術館発信の日本初の美術館ラジオ「MOT 

the Radio」を立ち上げ、自らナビゲーターも

務めた。０５年美術品評価査定機構事務局と

して活動。三菱地所アルティアム「For Rent! 

For Talent!」審査員（2008）、１１年より、雑誌

「PAVONE」アートコラム寄稿中。アート・オフ

ィス・シオバラ代表。アート・ディーラー／ア

ート・アドバイザー 

 

塩見栄一 （しおみ・えいいち/1927～1990 年） 

 熊本県生れ。熊本工業専門学校卒、１９５４

年多摩美術短期大学卒。５８年一水会会員、

７３年優賞、一水会委員。安井賞展、新鋭選

抜展、明日への具象展、具象現代展ほか。

東京で没、６２歳。洋画 

  

塩見 競 （しおみ・きょう/1873～1936 年） 

 岡山県生れ。1899 年第 4 回白馬会展に出

品。以後第 7 回展まで出品。1902 年東京美

術学校西洋画科本科卆。03 年～04 年近衛

兵歩兵連隊などに志願。06 年富山県富岡中

学勤務（08 年まで）。08 年中国の南京両江

師範学堂に勤務（12まで）。11年第6回文展

に初入選。13 年第 7 回文展に出品。東美卆

の原田竹二郎らと五更会を結成。14 年東京

帝国大学理学部植物学教室の雇員となる。

20年同教室助手。36年12月9日東京で没、

享年63 歳。（佐）洋画、美教 

 

塩見仁朗 （しおみ・にろう/1929～1996 年） 

 宮崎市生れ。１９５１年京都市立美術専門

学校日本画科卒、同研究科へ進学、５６年京

都市立美術専門学校研究科修了。５４年新

制作協会展に入選。６１、６５、６７、６８年新制

作展新作家賞、６９年同会会員。７４年創画

会設立会員。７７～８２年京都日本画専門学



校副校長、９２年京都市立芸術大学客員教

授。京都で没、６７歳。日本画、美教 

 

志賀健蔵 （しが・けんぞう/1935 年～ ） 

 高知県生れ。１９５０年半ば～１９６０年半ば

まで活躍した前衛画家。読売アンデパンダ

ン展に出品。シェル美術賞2 等。モダンア

ート展に」出品。１９６５年の東京ヒルトンホテ

ルでの個展を画家としては最後と宣言。洋画 

 

シガサナエ （しがさなえ/1973 年～ ） 

 仙台市生れ。２００２～０３年GEISAI 出品。

０３年マキイマサルファインアーツで初個

展。以降、個展、グループ展参加多数。０５

年「相川さなえ」に改名。フィギュア・アーティ

スト。（出典 わコレ）立体、フィギュア 
 

四方 れい （しかた・れい/1902～1980 年） 

 神戸市生れ。県立神戸第一高等女学校卒。

２７年朝鮮京城に住み、終戦まで朝鮮美術

展に出品。５０年春陽展に入選。６３年春陽

会準会員。６６年春陽会会員。詩情のあるプ

リミティブ風の絵画として知られた。名古屋市

で没、７８歳。洋画 

 

志賀 広 （しが・ひろし/生誕年不詳～1988 年） 

 １９４９年新現美術協会創立会員。６４年モ

ダンアート協会展で協会賞、６７年同会会

員。６１年仙台フジヤ画廊で鈴木光一と二人

展。河北美術展顧問。１９８８年没。２００９年

宮城県立美術館の「前衛のみやぎ」に出品。

洋画 

 

四竃公子 （しかま・きみこ/1935 年～ ） 

 茨城県生れ。明治学院大学で社会福祉を

学ぶ。７７年武蔵野美術短期大学卒。８４～２

０００年銀座、ギャラリータカノで個展開催。９

８、０５、１５年フィリア美術館で個展。９８年画

集刊行。２０１０梅野記念絵画館で個展。洋

画 

 

志賀幸雄 （しが・ゆきお/1954年～ ） 

 いわき市生れ。１９７４年東京デザイナー学

院商業デザイン科卒。７８年日本現代版画大

賞展。７９年現代日本美術展。８０年日本国

際美術展等に出品、海外版画展にシルクス

クリーン作品を出品。洋画、版画 

 

鴫  剛 （しぎ・ごう/1943 年～ ） 

 東京生れ。１９６６年東京芸術大学美術学

部絵画科卒、６８年同大大学院美術研究科

修了。７６～７７年ボルフスブルグ市美術館

の招待芸術家として西ドイツにて研修。８０

～９０年滋賀大学教授。９７年～女子美術大

学教授。洋画 

 

式場隆三郎 （しきば・りゅうざぶろう/1898～1965 年） 

 新潟県生れ。１９２１年新潟医大卒。２９年

医学研究、ゴッホ研究欧州視察。３２年静岡

脳病院長、『ファン・ゴッホの生涯と精神病』２

巻を聚楽社より刊行。３４年『バーナード・リ

ーチ』（建設社）、『テオ・ファン・ゴッホの手

紙』（向日庵）刊行。３６年市川市国府台に式

場病院を創立。４８年「長崎の鐘」（永井隆

著、日比谷出版）を世に出す。４９年厚生省

中央優生保護委員、日本精神病院協会理事

に就任。５６年『山下清画集』（新潮社）。５５

年山下清作品展全国各地で開催。６１年山

下清をつれて渡欧。滞欧作品展。『ヨーロッ

パぶらりぶらり』（文芸春秋社）。１９６５年没、

６７歳。美評、著、美普 

 

執行正夫 （しぎょう・まさお/1926～1992 年） 

 静岡県生れ。文化学院美術科卒。１９５２年

モダンアート展入選、５５年協会賞、５７年会

友、５９年会員。読売アンデパンダン展出

品。５６年シェル美術賞展で佳作賞。６４～６

５年渡仏留学、パリ国立美術学校に入学、シ

ャプラン・ミディ教室に学ぶ。名春中央病院

（名古屋）、恩田第二病院（松戸）、愛川町文

化センター（神奈川）、モザイクで壁画、床絵

等を制作。多摩美術大学講師モザイク壁画

を指導、九州産業大学、武蔵野美術短期大

学でも教鞭。東京で没、６６歳。洋画、壁画、

美教 

 

重田良一 （しげた・りょういち/1932～2015 年） 

香川県生れ。１９５０年日本アンデパンダ

ン展第２回に出品。５８～６５年フランス留

学。千葉大学工業意匠学科教授。南画廊、

東邦画廊など展覧会多数開催。作品収

蔵；香川県立ミューゼアム、高松市美術

館。２０１５年没、８３歳。洋画 

 

重野克明 （しげの・かつあき/１９７５年～ ） 

 千葉市生れ。２００３年東京藝術大学大学

院修士課程芸術研究科版画専攻修了。その

後は銅版画を中心に、油彩、水彩ドローイン

グ、絹本作品など幅広い表現で作品を発表

し、本の挿絵や舞台美術の世界からも注目

を集めている。版画、洋画、水彩、舞美 

 

繁野三郎 （しげの・さぶろう/1894～1986 年） 

 札幌市生れ。1915 年札幌師範学校卆。25

年第1 回道展に水彩画入選。28 年日本水

彩画会展に初入選。29 年道展会員。30 年



日本水彩画会会員。北海道内、青森県にま

たがる図画教育に携わる。39 年北海道水彩

画会創立。60 年北海道文化賞。65 年道展

常任委員。74 年日本水彩画会評議員。75

年道展名誉会員。79 年札幌市民芸術賞。86

年8 月6 日没、享年92 歳。（佐）水彩、美教 

 

四國五郎 （しこく・ごろう/1924～2014 年） 

 広島市生れ。シベリア抑留を経験し、原爆

で弟を失った四國五郎は、峠三吉らと反戦

文化運動に詩画人として身を投じ、「原爆詩

集」の表紙絵・挿絵、街頭に展示される絵画、

数々のサークル誌の表紙絵・挿絵などを描

いた。１９５５年、柿手春三、下村仁一、増田

勉らとともに、広島平和美術展を創立。運営。

７４年広島で「市民が描いた原爆の絵」を集

める運動」で被爆体験を描く方法を示唆する

役割。シベリア抑留体験に基づく絵日記

（『わが青春の記録』）が復刻され、シベリア

抑留体験を描いた後年の作品が注目を集め

ている。２０１９年大阪大学総合学術博物館 

待兼山修学館で四國五郎展。画家、挿絵、

絵本、詩人、美普、装丁 

 

信太金昌 （しだ・きんしょう/1920～2015 年） 

 秋田県生れ。東京美術学校卒。山本丘人

に学ぶ。１９４３年新文展入選。４８年創造美

術結成後は、同展や新制作展、創画会展な

どで作品を発表。創画会会員。２０１５年没、

９４歳。日本画 

 

耳 鳥斎 （じちょうさい（にちょうさい）1801～1804 年） 

 大阪生れ。酒造業、骨董業を営む。狂画を

能くし、戯作・音曲にも通ずる奇人であった。

享和頃（1801～1804）歿、享年未詳。江戸後

期の浮世絵師 

 

実川暢宏 （じつかわ・のぶひろ/1937 年～ ） 

 静岡県生れ。上京後、明治書房のエスパ

ース画廊を通じて久保貞次郎に出会い、そ

の後の画廊人生に多大の影響を受ける。１９

６４年南画廊で山口長男の作品を買い志水

楠男と親しくなる。６９年、自由が丘画廊を開

廊。瀧口修造と出会い、影響を受ける。小コ

レクターの会（小オークション）を南画廊から

譲り受け、開催。尾崎正教の「わたくし美術

館」の名つけ親になった。１９８１年銀座自由

が丘画廊を始める。２０１０年著書「現代美術 

夢 むだ話」（冬青社）。２０１７年著書「現代

美術 夢のつづき」（冬青社）。自由が丘画廊

主 

 

漆原英子 （うるしばら・えいこ/1928～2002 年） 

 ロンドン生れ。１９４６年聖心女子学院語学

部卒。父は漆原木虫、４６年聖心インターナ

ショナル卒。４７年阿部展也に師事。５２年タ

ケミヤ画廊で個展。瀧口修造が企画したタケ

ミヤ画廊でデビューし、ここを舞台に活動を

展開した。８１年「1950 年代―その暗黒と光

芒」展（東京都美術館）に出品。９４年日本画

廊で個展。２００２年没、７４歳。洋画 

 

品川 工 （しながわ・たくみ/1908～2009 年） 

 新潟県生れ。１９３５年恩地孝四郎に木版

画を師事。４９年国画会会員。５２年海外版画

展出品。９６年練馬区立美術館で「品川工・

山口勝弘・現代美術の手法展」、２００８年同

美術館で「生誕１００年記念 品川工展」。０９

年没、１０１歳。（出典 わ眼）版画、立体（モ

ビール） 

 

品川 工 Ⅱ （しながわ・たくみ/1908～2009年） 

 新潟県生れ。東京府立工芸学校金属科

卒。１９３５年版画家恩地孝四郎に師事し、木

版画を学ぶ。光村印刷会社、農商省工芸指

導所玩具研究室に勤めた。写真を応用した

フォトグラム、光の版画など多彩な版画を制

作。４７年日本版画協会、４９年国画会会員。

５２年カリフォルニア美術展、各地の国際版

画展に出品。版画のほかモビール、立体な

ど多彩な創作活動、実験的な新しい造形に

挑む。９６年練馬区立美術館で「メディアと表

現－品川工・山口勝弘展 現代美術の手法］

が開催。版画という枠を大きく超えた創作活

動が高く評価。２００８年同美術館で＜特集

展示＞「生誕100年記念 品川工の版画」展

が開催。東京で没、１０１歳。版画、立体（モ

ビール） 

 

地主悌助 （じぬし・ていすけ/1889～1975 年） 

 鶴岡市生れ。１９１２年上京、坂本繁二郎に

師事。１４年秋田師範学校教論。５４年神奈

川に移住、絵画制作に専念。５６年日本橋丸

善で個展。小林秀雄が認める。現代画廊、

日動画廊、資生堂ギャラリー等で個展。７１

年新潮社で日本芸術大賞。７２年秋田市立

美術館などで個展。神奈川県で没、８６歳。

洋画 

 

市ノ木慶治 （しのき・けいじ/1891～1969 年） 

 名古屋市生まれ。１９０５年森村組に入社、

その後、日本陶器画工部へ。ノリタケの陶画

作者として活躍。光風会会員、日展無鑑査、

京都市美術館所蔵 １９６９年没、７８歳。洋

画、陶画 



 

篠田桃紅 （しのだ・とうこう/1913～2021 年） 

 中国大連生れ。下野雪堂に書を学ぶ。１９

３６年鳩居堂で個展。４７年抽象作品制作。５

１～５６年書道芸術院に所属。５６～５８年渡

米。積極的に個展を開催。６1 年「ピッツバー

グ国際現代絵画彫刻展で特選。９２年岐阜

県立美術館で個展。２０２１年没、１０７歳。

（出典 わ眼） 水墨画、書 

 

篠田守男 （しのだ・もりお/1931 年～ ） 

 東京生れ。１９５３年青山学院大学文学科

中退。５４～６７年工業技術院産業工芸試験

所勤務。６１年モダンアート会員。６３～６４年

アート・インスティテュート・オブ・シカゴ留

学。６６年高村光太郎賞。６８年ＵＣＬＡ客員

教授。７３年彫刻の森美術館彫刻大賞展優

秀賞、７６年同大賞。７３年中原悌二郎優秀

賞。７９年筑波大学芸術学系教授。９４年つく

ば美術館で個展。２０１９年篠田守男現代ア

ート・ギャラリー開館。彫刻、ギャラリー 

 

篠原 愛 （しのはら・あい/1984年～ ） 

 鹿児島県生れ。２００７年多摩美術大学絵

画学科油画専攻卒。０７、０８年ギャラリーQ 

(東京）、０８年 Mehr Gallery（NY）、０９、１１，

１４，１５，１７年GALLERY MoMo Ryogoku (東

京）で個展。０６年 「GEISAI#10」東京ビック

サイト（東京）に出品。０９年「損保ジャパン美

術財団 選抜奨励展」損保ジャパン東郷青児

美術館（東京）、１７年「VOCA展 2017」上野

の森美術館（東京）に出品。洋画 

 

篠原昭登 （しのはら・あきと/1927～2020 年） 

 長野県生れ。１９４７年旧制諏訪中学校卒。

４９年東京第三師範学校美術科卒。練馬区

立開小学校に奉職。５１年田崎廣助に師事。

５２年光風会、５３年日展入選、９０、９４年日

展で特選、審査員を経て２００５年会員。５２

年一水会入選。８４年茅野市美術館協議委

員。８９年茅野市芸術文化協会設立、副会

長。２０２０年没、９３歳。洋画、美教 

 

篠原有司男 （しのはら・うしお/1932 年～ ） 

 東京生れ。１９５２年東京芸術大学美術学

部油絵科入学、５７年中退。５８年村松画廊

で個展。６０年「ネオ・ダダイズム・オルガナイ

ザーズ」を結成。イミテーション・アート、ボク

シング・ペインティング」。６９年ロックフェラ

ー三世奨学金で渡米、ＮＹ定住。７２年段ボ

ールを使ったオートバイの彫刻「モーターサ

イクル・ブルックリン」などを作り始める。「篠

原有司男 ボクシング・ペインティングとオー

トバイ彫刻展」（神奈川県立近代美術館、２０

０５年）。２０１２年ニューヨーク州立大学で個

展。現代美術、洋画、立体、ネオ・ダダ 

 

篠原 薫 （しのはら・かおる/1888～1987 年） 

 香川県生れ。香川工芸学校に学ぶ。日展

入選。１９３１年白日会展で白日賞、３２年会

友、３３年会員、のち委員。千葉県流山市で

没、９９歳。洋画 

 

篠原新三 （しのはら・しんぞう/1889～1966 年） 

 長野市生れ。１９０９年日本水彩画会研究

所に入所。丸山晩霞、大下藤次郎に学ぶ。１

３年日本水彩画会創立に発起人として参加。

南薫造、石井柏亭、白滝幾之助に師事。47

年日展委員。日本水彩画会名誉会員。北信

美術会顧問。長野市で没、７５、７６歳。（出典 

わ眼）水彩 

 

篠原道夫 （しのはら・みちお/1960～1992 年） 

 栃木県生れ。１９８５年多摩美術大学油画

科卒、８７年同大学院修了。８７年４ケ月訪伊。

９０～９１年八王子で個展。１９９２年自死、３２

歳。９３年銀座画廊「轍」で遺作展。２０１３年

梅野記念絵画館で個展。２０１７年足利市美

術館で個展。洋画 

 

司馬江漢 （しば・こうかん/1747～1818 年） 

 江戸生れ。江戸後期の画家。別号に春波

楼・西洋道人等がある。狩野古信に学び、鈴

木春信に浮世絵を、宋紫石から南蘋派を学

ぶ。小田野直武より西洋画法を学び、腐蝕

銅版画の製法を修得、日本初の銅版画を創

始。油彩画も制作、西洋画法による日本風景

図を確立。著書に「春波楼筆記」。１８１８年歿、

７１歳。江戸時代の絵師、浮世絵、銅版画 

 

柴崎恒信 （しばさき・つねのぶ/1874～1936 年） 

 愛媛県生れ。1898 年第 3 回白馬会展に出

品。以後11回展まで出品。1900年東京美術

学校西洋画科本科卆。パリ万国博覧会に出

品。24 年頃、私立京北中学校（小石川）に勤

務。「図画教育スケッチの実際の巻（下巻）」

を中沢弘光、山村誠一郎他と担当。36年没、

享年62 歳。（佐）洋画、美教 

 

芝 千秋 （しば・せんしゅう/1877～1956 年） 

 京都市生れ。梅村景山に日本画を学ぶ。１

９０２年浅井忠に入門。０３年聖護院洋画研

究所で学ぶ。０５、０６年関西美術会展で鉛

筆画二等賞、一等賞。０６。小川千甕らと日

本画の進歩的な研究団体「丙午会」を結成。

１２年「千秋画会」結成。主に水彩画、日本画



を描く。５６年没、７９歳。水彩、日本画 

 

芝 千秋 Ⅱ （しば・せんしゅう/1877～1956 年） 

 京都生れ。梅村景山に日本画を学ぶ。

1902 年入洛後の浅井忠に洋画を学ぶ。03

年聖護院洋画研究所に入る。04 年関西美術

会第3回競技会鉛筆の部で二等賞。06年関

西美術院に移る。関西美術会第 5 回競技会

で一等賞。丙午会を小川千甕らと結成。07

年にも同競技会で一等賞。08 年、09 年にも

それぞれ連続して二等賞、三等賞。19 年第

1 回帝展に日本画が初入選。関西美術会で

受賞を重ねる一方で、友禅染の老舗である

千總に勤務し下絵の制作に従事。56 年没、

享年79 歳。（佐）水彩、日本画 

 

柴田 和 （しばた・かず/1934年～ ） 

 愛知県生れ。１９５０年群馬県立藤岡高校

に入学、全日本学生油絵コンクール高校の

部で、地作賞。５４年武蔵野美術大学に入学、

武蔵美文化祭で優秀賞受賞。５５年中退、渡

仏。影法師シリーズを制作。帰国後、環境美

術を標榜して活動を始める。シバ・アート建

築会社を設立。２０１６、１７，１８，１９年銀座

の中和ギャラリーでの個展。洋画 

 

柴田義董 （しばた・ぎとう/1780～1819 年） 

 備前国生れ。廻船業を営み、豪商「奥屋」

の次男。１７９４年後まもなく上洛、四条派の

呉春の門に入り、若くして頭角を現した。淡

い色調と繊細な筆致が特徴的で、その精妙

さは四条派内でも抜群であった。文化年間

（１８０４～１８１８年）には岡本豊彦･松村景文

と並ぶ高弟となっており、洛中の人々も「花

鳥は景文、山水は豊彦」と並べて「人物は義

董」と表し、その筆致の精妙さをたたえたと

いう。１８１９年没、４０歳。江戸時代後期の四

条派の絵師 

 

芝田 耕 （しばた・こう/1918～2010 年） 

 京都市生れ。１９４１年須田国太郎に師事

する。４５年独立美術協会京都研究所に入

所。５２年日本現代美術展で受賞。京展で受

賞、５４年独立展で独立賞。５９年独立美術

協会会員。６８年京都精華大学教授。８８年

京都府文化功労賞。京都で没、９１歳。洋画、

美教 

 

柴田耕洋 （しばた・こうよう/1883 年～没年不明） 

 仙台市生れ。山内多門及び尾形月耕の門

人。１９１３年美術研精会展に『敗残』を出品、

褒状。２４、２６、３１年帝展に出品。２６年『大

正震災画集』という関東大震災を描いた木版

画集のうち、2 図を制作している。制作年不

明の木版画「夜の舟」が知られる。没年不

詳。日本画、版画               ５

０ 

 

柴田昌一 （しばた・しょういち/1935 年～ ） 

 神奈川県生れ。１９６０年武蔵野美術学校

卒。５６年シェル賞展佳作。７４年春陽会新人

賞。７５年版画展新人賞。８２年日本国際美

術展ブリヂストン美術館賞。９１年現代日本

美術展富山県立近代美術館賞。９４年春陽

会で岡鹿之助賞。個展･グループ展多数。春

陽会会員･日本版画協会会員･日本美術家

連盟会員。洋画、版画 

 

柴田是真 （しばた・ぜしん/1807～1891 年） 

 江戸生れ。父は宮彫師柴田市五郎。古満

寛哉に蒔絵を、四条派の鈴木南嶺のち岡本

豊彦に絵を学ぶ。漆芸家として著名である

が、和紙に彩漆(いろうるし)で描く漆絵に独

特の作風を築き、明治漆工界に貢献した。１

８９０年帝室技芸員となる。東京で没、８４歳。

江戸後期-明治の漆工家、絵師、日本画 

 

柴田俊明 （しばた・としあき/1967 年～ ） 

 名古屋市生れ。１９９０年東京造形大学造

形学部美術学科絵画専攻卒。９７年東京芸

術大学大学院美術研究科博士後期課程美

術専攻単位取得満期退学。９５年昭和会展

招待作家。新制作協会に所属し、９１年新制

作展入選、２００６年新作家賞。０２年個展及

びフィローノフ研究の為にロシア・サンクトペ

テルブルクを訪問。国立ロシア美術館側の

協力で、作品収蔵庫のフィローノフ作品を調

査。武蔵野美術学園講師、新制作協会協

友。ロシア・アヴァンギャルドの画家パーヴェ

ル・フィローノフの研究者。美研 

 

柴田長俊 （しばた・ながとし/1949 年～ ） 

 新潟県生れ。１９７４年和光大学芸術学科

卒。７６年多摩美術大学院修了。７６年創画

展創画会賞、創画会会友。７７年春季創画展 

春季創画賞。上野の森美術館絵画大賞展で

８３年佳作賞、８４年優秀賞受賞。８３年創画

展 創画会賞。８５年、８６年春季創画展 春

季展賞。８８年創画展 創画賞。創画会員。９

０年紺綬褒章。現在、創画会会員。日本画 

 

柴田正重 （しばた・まさしげ/1887～1942 年） 

 愛媛県生れ。早くより京阪地方にて工芸を

修業したが、１９１４年上京、白井両山の門に

入り、その没後は建畠大夢に師事。帝展第 2

回に「気の進まぬ日」、3回に「後悔」を発表、



特選、以後無鑑査として連年出品、２５年帝

展委員。「パツシヨン」「建設」「輝く日」「赤陽

のもとに」「業」「希望」「黙せる瞳」「無題」「若

さ」「小春日」「双葉」「北満の義人」「放心」「協

力」「試曲」の発表作がある。１９４２年没、５６

歳。彫刻 

 

柴田安子 （しばた・やすこ/1907～1946 年）  

秋田県生れ。１９２１年鎌倉女学校入学。２

３年千代田高等女学校に編入、在学中から

松岡映丘に師事。３１年由利本荘市出身の

東洋史学者柴田宜勝と結婚。３８年新美術人

協会を設立。東京都で没、３９歳。日本画 

 

柴田善登 （しばた・よしと/1910～1995 年） 

 大坂生れ。１９３１年東京美術学校図画部

師範科卒。磐城中学校で美術教師、若松光

一郎、鈴木新夫に影響を与えた。７０年新制

作協会会員。１９９５年没、８５歳。洋画、美教 

 

芝田米三 （しばた・よねぞう/1926～2006 年） 

 京都生れ。須田国太郎に師事。１９５０年独

立賞。５８年独立美術協会会員。６３年安井

賞。６５年初渡欧。７４年安井賞選考委員。９

４年日本芸術院賞、日本芸術院会員。９９年

勲三等瑞宝章受章。金沢美術工芸大学教授。

２００６年没。７９歳。（出典 わ眼）洋画、美教 

 

柴原菖造 （しばはら・しょうぞう/1917～1945 年） 

 １９１７年生れ。洋画家 京都市美術館が作

品を所蔵 １９４５年没、２８歳。洋画 

 

柴 秀夫 （しば・ひでお/1907～1979 年） 

 茨城県生れ。１９３２年版画の大衆化を目

標に掲げて小野忠重らと「新版画集団」を結

成、創立会員。３７年小野忠重らと 5 人で「造

型版画協会」を結成。パステルなどをつくる

会社を経営して業務に追われ、５５年以降創

作活動から遠ざかった。１９７９年没、７２歳。

版画 

 

斯波義辰 （しば・よしたつ/生誕年不詳～１９１１年） 

 福井県生れ。１９０７年東京美術学校西洋

画科卒。白馬会第９回、１３回展に入選。東

京高輪中学校、福岡県嘉穂中学校で教鞭。

１９１１年没。洋画、美教 

 

柴宮忠徳 （しばみや・ただのり/1938～2007 年） 

 長野県生れ。東京学芸大学美術科卒。１９

７２年安井賞展に入選、（17 回、22 回にも入

選）。７３年の現代の幻想絵画展、７６年の精

鋭 120 人展に招待出品。８０年から立軌会展

に出品し、立軌会と個展を中心に活動した。

６７年から船橋市、82 年から没年まで佐倉市

で過ごした。２００７年没、６９歳。洋画 

 

澁澤 卿 （しぶさわ・けい/1949～2012 年） 

 群馬県生れ。１９７４年東京芸術大学美術

学部卒。８２年東京芸術大学非常勤講師。９

０年東亜大学教授。９５年人気テレビ番組「美

の世界」で「僧籍を持つ日本画家・澁澤卿」

が放送。２００１年身延山大学客員教授。繊

細なタッチで日本の風景を描写した。２０１２

年没、６３歳。日本画、美教 

 

澁澤龍彦 （しぶさわ・たつひこ/1928～1987 年） 

 東京生れ。小説家、評論家、フランス文学

者。１９５３年東京大学仏文科卒。５９年サド

の『悪徳の栄え』を翻訳出版し、６１年猥褻文

書販売・所持罪となる。サドおよびフランス現

代文学の翻訳、中世ヨーロッパの悪徳文学と

東西文化のエロス的異端の系譜などを追求

し、評論、小説などに活躍した。『澁澤龍彦

集成』、泉鏡花賞の『唐草物語』、『マルジナ

リア』、読売文学賞の『高丘親王航海記』。１９

８７年没、５９歳。（引用 コトバンク）美評、著 

 

渋谷栄太郎 （しぶや・えいたろう/1897～1988 年） 

 宮城県生れ。東北中学校卒。１９５５年太平

洋画会のち太平洋美術会会員。帝展６回入

選、文展無鑑査。日仏芸術展を主催、美術

団体「杜栄社」を主催。河北美術展に渋谷栄

太郎賞が設けられた。仙台市で没、９１歳。

洋画 

 

渋谷 修 （しぶや・おさむ/1900～1963） 

 石川県生まれ。木下秀一郎の父の病院で

書生。１９１２年未来派美術協会展で未来派

賞。１３年三科インデペンデント展の開催に

尽力。２４年、「ＭＡＶＯ」の運動に関わる一

方、木下が唱道して結成された「三科」の創

立会員。首都美術展に出品。２５年三科会員

展、三科公募展に出品。「三科」解散後、峰

岸義一らと主情派美術協会、さらに新興浪漫

派などの運動に関わる。一九三〇年峰岸や

玉村善之助らと巴里東京新興美術同盟展開

催の母胎となった第三形而同盟を結成。１９

６３年没、６３歳。洋画 

 

渋谷政雄 （しぶや・まさお/1900～1981 年） 

 札幌市生れ。北海中学でどんぐり会に所

属。北大農学部に進み、卒業後は樺太の製

紙会社、小樽木材乾燥会社につとめながら

制作を続けた。１９３２年独立展に入選、３３

年北海道独立美術作家協会の創立に参加。

３６年小樽ゆかりの作家と北方美術協会を結



成。３１年道展に出品し、３９年会員。１９８１

年没、８１歳。洋画 

 
島あふひ （しま・あおい/1896～1988 年） 

 徳島県生れ。徳島県立高等女学校卒。１９
２４年川端画学校、２６年前田写実研究所。２
７年から二科展に出品。３３年婦人美術協会
設立参加。３６年女性画家 7 名七彩会結成。
３７年一水会展出品、４６年一水会会員。４７
年二紀展に出品。６６～６７年資生堂ギャラリ
ー個展。８１年徳島県郷土文化会館で回顧
展。東京で没、９１歳。洋画 

 

島岡達三 （しまおか・たつぞう/1919～2007 年） 

 東京生れ。東京工芸大学窯業学科卒。浜

田庄司に学び、１９５３年栃木県益子に窯を

開き独立。組みひもをころがした器面の押し

あとに化粧土をうめる縄文象眼技法を確立、

１９９６年人間国宝。２００７年没、８８歳。陶芸 

 

島内きみ （しまうち・きみ/1916～2013 年） 

 佐賀市生れ。１９３６年長崎県女子師範学

校卒。佐世保市小佐世保小学校就任～４１

年退職｡３８年新文展入選。４０年国展入選、

以後毎回出品、４１年国画奨学賞、４２年国

画褒状、４７年会友、４８年会員｡５３～５４年

渡仏、留学。横浜市で没、９７歳。洋画 

 

島 霞谷 （しま・かこく/1827～1870 年） 

 下野生れ。椿椿山に絵をならう。１８５６年

蕃書調所で翻訳に従事。この頃外国人から

写真術を修得し、江戸下谷で写真館を開業。

６９年大学東校の書記官。教科書を印刷する

ために独自の鉛鋳造活字を完成させた。西

洋画の模写や写真をもとにした油絵を多数

のこす。妻の隆は日本最初の女性写真家。

１８７０年没、４４歳。１９８８年霞谷夫妻の子孫

宅の土蔵から、霞谷の膨大な遺品約2000点

が発見された。江戸幕末期の状況を多角的

に考察できる第一級の史料を今日に提供す

ることとなった（群馬県立歴史博物館寄託）。

幕末-明治の画家、洋画、写真 

 

島 一行 （しま・かずゆき/1931～1996 年） 

 佐賀県生れ。１９５４年福岡教育大学美術

科卒業後は中学校で８１年まで美術教諭。６

０年独立美術協会展入選、８１年同協会会

友。６５年福岡県美術協会会員、事務局長や

理事、洋画部委員。７０年筑紫美術協会結

成、８０年福岡美術家協会結成に参加、両会

で事務局長。筑紫美術協会では９０年理事

長。１９９６年没、６５歳。洋画、美教 

 

島 州一 （しま・くにいち/1935～2018 年） 

 東京生れ。１９５９年多摩美術大学絵画科

卒。７２年ジャパン・アート・フェスティバルで

大賞。東京国際版画ビエンナーレ展など、

国内外の版画展に多数出品、各賞。７５年現

代版画センター企画による関根伸夫との日

本縦断展を全国30 ヶ所で行う。８０年には文

化庁在外研修生欧米に１年間留学。２０１８

年没、８２歳。版画 

 

島﨑雲圃 （しまざき・うんぽ/1731～1805 年） 

 近江の人。高田敬輔に画をまなぶ。のち下

野にうつり、小泉斐、伸山操らをそだてた。

没骨(もっこつ)法で人物画をえがき、刀剣の

鑑定にもすぐれた。１８０５年没、７５歳。江戸

時代中期-後期の絵師 

 

島崎蓊助 （しまざき・おうすけ/1908～1992 年） 

 東京生れ。島崎藤村の三男。川端画学校

に学ぶ。１９２７年日本プロレタリア美術家同

盟に参加。「新風土」を創刊。４４年報道班と

して中国へ。５１年引き揚げ。新聞の挿絵や

本の装丁を手掛ける。渡独。9２年没、８３歳。

（出典 わ眼）洋画、装丁、挿絵 

 

島崎鶏二 （しまざき・けいじ/1907～1944 年） 

 長野県生れ。島崎藤村の二男。川端画学

校で学ぶ。１９２９～３１年渡仏。帰朝後清新

な写実画風の作品を発表。二科展に特別出

品。３４年二科展で特待。３７年二科会会員。

文展無鑑査。４４年没、３７歳。洋画 

 

島崎樹夫 （しまざき・たてお/1938～2001 年） 

 岐阜県生れ。藤村の長男・楠雄の三男。１

９６１年武蔵野美術学校西洋画科卒。銀座イ

エナ画廊で卒業記念展。桑沢デザイン研究

所に学ぶ。本の装填、雑誌の挿絵を手掛け

る。個展で発表。７５年写実画壇展出品。外

遊多数。２００１年没、６３歳。洋画、装幀、挿

絵 

 
島崎柳塢 （しまざき・りゅうう/1865～1937 年） 

 江戸生れ。１８７９年洋画を桜井謙吉に学
ぶ。日本画は松本楓湖、川端玉章に師事。９
１年日本青年絵画協会結成に参加。１９００
年无声会結成に参加。０７年東京勧業博覧
会二等賞。０７～０８年文展連続三等賞。文
展で褒状３回。特に美人画を能くした。１０年
以降川端画学校教授。日本美術協会理事。
東京で没、７３歳。日本画、版画、美教 

 

島 成園 （しま・せいえん/1892～1970年） 

 大阪生れ。北野恒富の白燿社に一時期属

した。ほぼ独学で絵を学び、21歳の時に第6

回文展に入選。１９２７年帝展に「囃子」を出

品後は、銀行員の夫と共に、上海、北海道、

大連、横浜、松本などを転住し、画壇から遠



ざかります。戦後は大阪に戻り、５１年の大阪

大丸での個展、個展で発表。東京の池田蕉

園、京都の上村松園と並び、大阪を代表し

て”三都三園”と称された女流画家。１９７０年

没、７８歳。日本画 
 

嶋津俊則 （しまず・としのり/1941 年～ ） 

 大阪生れ。１９６７年関西美術研究所に学

び、鈴木博尊に師事。６７年二元会展に出

品、のち会員。二元展でパリ賞、２０回記念

展大賞、文部大臣奨励賞、内閣総理大臣

賞。個展毎年開催。度々渡欧。ナショナルボ

ザール入選、ル・サロンで銀賞。洋画 
 

島田鮎子 （しまだ・あゆこ/1934 年～ ） 

東京生れ。１９６２年東京藝術大学美術学

部専攻科油画修了。６４年国画会会友、６６

年会員。６６年、夫・章三の愛知県立芸術大

学への赴任に伴い愛知に転居。８８年、個展

（東京セントラルアネックス、他）。９４年愛知

県芸術文化選奨文化賞。９７年東郷青児美

術館大賞。９９年、個展（刈谷市美術館）。２０

００年紺綬褒章。０２年個展（名古屋・髙島

屋、他）。『島田鮎子画文集』（求龍堂）刊行。

洋画 

 

島田紘一呂 （しまだ・こういちろ/1944 年～ ） 

 東京生れ。１９７０年多摩美術大学大学院

彫刻科修了。６７年二科展特選、６９年二科

展会友、７５年二科展会員、９１年二科展会

員賞。２０１０年二科展第 95 回記念大賞。１２

年二科展文部科学大臣賞。７４年ユーゴスラ

ビア国際彫刻シンポジューム彫刻部門招待。

２００３年島田紘一呂木彫展（七戸町立鷹山

宇一記念美術館）。14年練馬区立美術館・美

術の森緑地作品設置。二科会理事 練馬区

美術家協会会長。彫刻 

 

嶋田しづ （しまだ・しづ/1923～2021 年） 

 樺太生れ。１９４２年女子美術専門学校師

範科西洋画部卒。４５年早稲田大学文学部

美術史家東洋美術史専攻修了。５７年二紀

展で最優秀賞を受賞。５８～７８年パリ在住。

２０００年フジテレビギャラリーで新作展。２０

０７年池田２０世紀美術館にて個展を開催。２

０２１年没、９８歳。（出典 わ眼）洋画、版画 

 

島田章三 （しまだ・しょうぞう/1933～2016 年） 

 横須賀市生れ。１９５７年国画会展出品、国

画会賞。６１年同会会員。６０年東京藝術大

学油画専攻科卒。６６年愛知県立芸術大学

常講師、７４年教授、２００１年学長。６７年安

井賞。６８年渡欧。８０年安田火災東郷青児

美術館大賞。９９年芸術院賞。同年芸術院会

員。０４年文化功労者。１０年横須賀美術館

館長。１１年愛知県美術館で個展。１６年没、

８３歳。洋画、版画、美教 

 

島田四郎 （しまだ・しろう/1905～1986 年） 

 富山県生れ。１９４２年新文展に入選。文展

特選１回、日展特選２回。日展運営委員、晩

年に黒田清輝賞。１９６２年神奈川県美術家

協会会員、６５年「港に働く作家グループ」

（現在・港の作家美術協会）の創立に賛助。

新世紀美術協会委員、審査員。横浜で没、７

９歳、洋画 

 

島田澄也 （しまだ・すみや/1927 年～ ） 

 東京生れ。戦時中末期、東京美術学校入

学後、後の藝術大学中退。絵描き仲間に入

る。前衛美術会会員。東宝撮影所アルバイト

を経て、島田工房設立。その後、株式会社 

サンク・アール創業社長。コマーシャル各種

の美術及び博物館の展示模型製作等を主

体とする業務を専らとし３０年のち引退。創作

活動に入り現在に至る。洋画、サンク・アー

ル創業社長 
 

島田忠恵 （しまだ・ただえ/1932年～ ） 

 栃木市生れ。栃木高等学校卒。彫刻家、中

野四郎に師事。５３～６４年創型会出品、会

員。６４年自由美術協会会員。第１回全国彫

刻コンクール展で神奈川県美賞。７２年自由

美術展で自由美術賞。２０００年千年の扉展

招待。彫刻 

 

島谷 晃 （しまたに・あきら/1943～2010 年） 

 神奈川県生れ。１９６７年早稲田大学第一

文学部美術専修卒、７６～７７年アムステル

ダム留学、ゴッホ美術館にて銅版画研修。８

８年文化庁芸術家在外研修員、日米芸術家

交換計画芸術家としてＮＹで研修（１年間）。

池田２０世紀美術館で個展。２０１０年没、６７

歳。洋画、版画 

 

島田墨仙 （しまだ・ぼくせん/1867～1943 年） 

 福井県生れ。１８９６年上京、橋本雅邦に入

門。日本絵画協会第一回絵画共進会第三部

で三等褒状。福島県第二尋常中学に助教諭

心得兼書紀心得として赴任、図画・習字を担

当する。１９０７年国画玉成会創立総会で評

議員。１９年山内多門、飛田周山、石井林響、

勝田蕉琴、町田曲江、野田九浦、池田輝方、

水上泰生、服部春陽ら 10 名と如水会を結成。

帝国美術院委員。日本画家としては初の帝

国美術院賞。１９４３年没、７７歳。日本画 

 



島田三郎 （しまだ・さぶろう/1943 年～ ） 

 東京生れ。師は高橋治男、墨東洋画研究

所及び、パリ・グランショミエール、エコー

ル・ド・ギャルソンに学ぶ。蒼樹会創立会員。

１９７１年渡仏、以降パリ在住。サロン・デ・ザ

ールフランセーズ銅賞。サロン・アール・フォ

ルムクルール銀賞。ドーヴィユ絵画国際大

賞グランプリ。洋画 

 

島田卓二 （しまだ・たくじ/1885～1946 年） 

 豊川市生れ。１９０４年愛知県立第四中学

校卒。０６年上京、黒田清輝の書生。偶然同

郷の高須光治と出会う。１２年文展に入選、

院展、国展に入選。豊橋で個展。２６年豊橋

洋画協会を結成、２４名。３５年鳳来寺女子高

等学園で教える。４６年没、６０歳。洋画、美

教 

 

嶋谷自然 （しまたに・しねん/1904～1995 年） 

 三重県生れ。１９２２年上京し、矢沢弦月に

師事、書生として矢沢家に暮らす。３１年京

都の西山翠嶂が主宰する画塾青甲社に入

塾し、名古屋市に移住。５０年日展で特選・

白寿賞を受賞し、日本画研究グループの一

采社に入る。５５年日展の審査員、５８年日展

会員、６８年日展評議員。７０年名古屋芸術

大学教授。７７年愛知県表彰（文化部門）、７

９年日展にて文部大臣賞、８０年日展参与に

推挙され、勲四等瑞宝章。１９９５年没、９１歳。

日本画、美教 

 

島津純一 （しまづ・じゅんいち/1907～1989 年） 

 長崎市生れ。１９３０年「一九三〇年協会」

展に出品。３１～３４年独立展に出品。３５～

３８年新造形美術協会展に出品。４８～５６年

美術文化協会展に出品。３６年新象作家協

会を創立。日本のシュルレアリスムの画家。

１９８９年没、８２歳。洋画 

 

嶋根幸延 （しまね・ゆきのぶ/1958 年～ ） 

 東京生れ。阿佐ヶ谷美術専門学校に学

び、卒業後スペインに渡り、マドリード、マラ

ガ、セビリアにて作家活動。新古典主義の画

家、ドミニク・アングルやウイリアム・アドルフ・

ブグローに影響を受け、スペインに約３０年

在住し、２００５年帰国。泰明画廊、阪急うめ

だにて個展開催。洋画 

 

島野重之 （しまの・しげゆき/1902～1966 年） 

 滋賀県生れ。１９２７年東京美術学校西洋

画科卒、２９年同校研究科を修了。２７年帝展

入選、以降、帝展、光風会展に出品。２８年

光風会賞、３１年会員、３７年文展で特選、昭

和洋画奨励賞、３９年文展無鑑査、戦後、依

嘱者、５３年審査員、５８年評議員。６２年日

本美術家連盟理事。東京で没、６４歳。洋画 

 

島村樹佳 （しまむら・きよし/1923～1996 年） 

 埼玉県生れ。近代美術協会副代表。１９９６

年没、７２歳。洋画 

 
島村三七雄 （しまむら・みなお/1904～1978 年） 

 大阪生れ。１９２９年東京美術学校西洋画
科卒。２９～３６年渡仏、フレスコ画法を研究、
サロン・ドートンヌ等に出品。４０年独立展で
協会賞。４６年独立美術協会会員。５６年新
樹会会員。６７年日本芸術院賞。６９～７１年
東京芸術大学教授。（壁画フラスコ画法の指
導）。７４年日動画廊で回顧展。東京で没、７
４歳。洋画、版画、美教 

 

島村洋二郎 （しまむら・ようじろう/1916～1953年） 

 東京生れ。里見勝蔵に師事。１９４９年自由

美術展入選。アンデパンダン展出品。５３年

クレパスで制作、新宿の喫茶で個展。東京

で没、３７歳。２０１６年詩画集「無限に悲しく、

無限に美しく」出版。洋画、パス 

 
嶋本昭三 （しまもと・しょうぞう/1928～2013 年） 

 大阪生れ。１９５０年関西学院大学文学部
卒。４７年吉原治良に師事。吉原門下生のリ
ーダー。５４年海外発信の雑誌名に嶋本提
案の「具体」が採用。具体美術協会が発足。
キャンバスに穴を開けた作品。トタンに穴を
開けた作品。絵の具を詰めた瓶を投げつけ
描く。６９年関西女子学園短期大学講師、７４
年教授。７０年大阪万博でお祭り広場のアー
トプロヂュース。メール・アートを本格化、国
際的ネットワーク構築。頭を刈り上げたヘッ
ド・アート発表。９１年宝塚造形芸術大学教授。
京都教育大学名誉教授。９８年アメリカ
MOCA「戦後の世界展」に世界四大アーティ
ストの一人に選抜。具体の名を世界に知らし
める役割。西宮市で没、８５歳。洋画、美教、
具体 

 
嶋谷自然 （しまや・しぜん/1904～1993 年） 

 三重県生れ。中村左洲に日本画を学ぶ。１
９２２年東京で矢沢弦月の門に入り、３０年帝
展に入選。４１年西山翠嶂に師事、翠嶂が主
宰する画塾青甲社同人となる。５０年日展で
特選、白寿賞、５１年無監査出品で連続特選、
朝倉賞。５５年審査員、５８年日展会員。７９
年日展で文部大臣賞。日展参与。７０年名古
屋芸術大学教授。７３年中日文化賞。名古屋
市で没、８９歳。日本画、美教        １
００ 

 

島 隆 （しま・りゅう/1823～1899 年） 

 上野国生れ。１８歳の頃、江戸に上った。

島霞谷と結婚。霞谷から写真術を学び、女流

写真師。１８７０年霞谷と死別したあとは桐生

で開業。１８９９年没、７６歳。１９８８年子孫宅



の土蔵から、隆が持ち帰った霞谷の膨大な

遺品の数々がそっくりそのままの状態で発

見された。霞谷夫妻の全貌が明らかになっ

ただけでなく、江戸幕末期の状況を多角的

に考察できる第一級の史料を今日に提供す

ることとなった。幕末・明治時代の写真家 

 

清水 晃 （しみず・あきら/1936 年～ ） 

 富山市生れ。１９５８年金沢美術工芸大学

洋画科卒。６０年代前半から廃品を用いた作

品やコラージュを発表。６３年シェル美術賞

1 席。６８年舞踏家・土方巽らの美術舞台をも

手掛けた。自らの内的世界をモチーフにし

たコラージュ作品を制作。８０年代さらに深め

られ《漆黒から》の連作として結実。９０年代

半ば同シリーズに華麗な彩色をほどこしたシ

リーズを展開。２０００年足利市立美術館、三

鷹市美術ギャラリーで回顧展。１２年「清水

晃・吉野辰海 漆黒の行方／犬の行方」（埼

玉県立近代美術館）開催。洋画、コラー、立

体、舞美 

 
清水 敦 （しみず・あつし/1937 年～ ） 

 東京生れ。１９６３年渡道、独学で銅版画を
始める。６４年全道展・激励賞（６５年知事賞）。
シェル美術賞展・佳作賞。７６年渡独、ハン
ブルク美術館版画室でビュランを学ぶ。７８
年詩画集『ちいさなものたち』刊行。８０年詩
画集『野の花１』刊行。書票集『日本の玩具』
刊行（'83 年１集、'94 年２集、'96 年３集）。８５
年詩画集『野の花２』刊行。８７年版画集『北
の詩』刊行。1989 年銅版画集『ふるさとの詩』
刊行。９１年『清水敦全銅版画』刊行。北の現
代具象展参加。９７年玉英画廊（川崎）で個
展。（版画ネット 引用）版画 

 
清水敦次郎 （しみず・あつじろう/1894～1962 年） 

 新潟県生れ。１９１５年太平洋画会研究所
に学ぶ。１８年文展に入選。帝展に出品。３５
～４７年太平洋画会会員。４７年日展で特選。
のち日展委嘱。４７年示現会創立会員。４４
年東洋高等女学校で教鞭。５０年白土会を
つくり同人。６２年没、６８歳。洋画、美教 

 

清水悦男 （しみず・えつお/1953 年～ ） 

 長野県生れ。１９７９年多摩美術大学油画

科卒、８１年同大学大学大学院修了。８３年

飯田画廊にて個展（同'84'.85.'87.'89.'91、

'93）。８６年日本橋三越にて個展。９６年名古

屋日動画廊にて個展、９８年福岡、名古屋日

動画廊で個展。９９年日本橋三越にて個展。

２００１年 池袋西武にて個展。洋画 

 

清水 清 （しみず・きよし/1900～1968 年） 

 栃木県生れ。小樽高等商業学校卒。兄は

清水登之。１９２１年渡米。ＮＹのアート・ステ

ューデンツ・リーグに学ぶ。２７年以降邦人

美術展や、独立美術協会展に出品。臼井文

平と交友。ＮＹで没、６９歳。洋画 

 

志水堅二 （しみず・けんじ/1971年～ ） 

 名古屋市生れ。東京藝術大学大学院修

了。２０１１年「Flowers×Bridollies」（横浜タ

カシマヤ）など個展。１３年「アートフェア

東京」、「Young Art Taipei」（台湾）、１７年

「DYNAMIC 豪!50!GO!－NAGAI 50th 

ANNIVERSARY」（西武池袋本店/東京）、

１８年「ブリキの鳥のブリドリー」（銀座三越 

/ 東京）、2019年 「アート台北」（台湾）な

ど多数参加。洋画 

 

志水楠男 （しみず・くすお/1926～1979 年） 

 東京生れ。１９４４年自由学園高等科中退、

翌年応召。４８年数寄屋橋画廊につとめ、５０

年山本孝と共同で東京画廊を設立、５１年日

本橋に南画廊を創設。駒井哲郎、フォートリ

エ展。海外の前衛美術を積極的に紹介し、

サム・フランシス、ジャスパー・ジョーンズ、ア

ンドレ・デュシャンなどの作品を輸入する一

方、山口長男、オノサト・トシノブ、堂本尚郎、

飯田善国らを紹介した。日本洋画商協同組

合理事、同組合から分離し東京相互会理事。

東京で没、５２歳。南画廊、美術商 

 

清水孝一 （しみず・こういち/1895～1936年） 

 東京生れ。版画は永瀬義郎に学び、１９２７

年日本創作版画協会展入選、２８年入選、会

員に推挙。日本版画社から出された『日本現

代創作版画大集』（1927～1928）の摺り担当。

春陽会展で２７年、２８年、２９年入選。２８年

帝展入選、２９、３０、３１、３２年入選。３１年日

本版画協会結成会員参加、３１、３２、３３、３５

年出品。３４年「日本現代版画とその源流展」

（パリ）、３６年「現代版画展（サンフランシスコ

など欧米9 都市巡回）出品。１９３６年没、４１

歳。（版画堂 引用）版画 

 

清水光夢 （しみず・こうむ/1902～1994 年） 

 島根県生れ。蒼騎会会員。ル・サロン永久

会員。島根県で没、９２歳。洋画 

 

清水 崑 （しみず・こん/1911～1974 年） 

 長崎県生れ。長崎商業在学中から漫画に

情熱。１９３０年上京、街頭で似顔絵かきをや

るうち岡本一平に認められ弟子入、漫画家

への道を踏み出した。戦後、横山隆一、近藤

日出造らと漫画集団をつくり、新聞、雑誌に

政治漫画を連載、一躍人気作家。漫画では

「かっぱ天国」「かっぱ川太郎」などの“かっ



ぱもの”の代表作。似顔絵に技を発揮。東京

で没、６１歳。（東文研 引用」漫画 

 

清水茂郎 （しみず・しげお/1900～1973 年） 

 三重県生れ。１９４３年新文展に入選。新世

紀美術協会委員。大阪芸術大学教授。１９７

３年没。洋画、美教 

 

清水七太郎 （しみず・しちたろう/1889～1967 年） 

 盛岡市生れ。１９１２年東京美術学校西洋

画科入学。岩手の洋画団体「北虹会」は東京

美術学校出、関係者の会。１５年盛岡在住の

洋画家たちによる美術団体「七光社」設立。

「七光社」には五味清吉，橋本八百二らも参

加。岩手の洋画界の発展に大きく貢献。東

京美術学校の先輩にあたる萬鐵五郎と親交。

萬は自分の主宰した円鳥会や会員である春

陽会に出品を勧め。６４年長女の住むブラジ

ル・サンパウロに移住，１９６７年サンパウロ

で没、７８歳。洋画 

 

清水昭八 （しみず・しょうはち/1933～1996 年） 

 和歌山県生れ。１９５６年武蔵野美術学校

本科西洋画科卒。モダンアート協会会員。武

蔵野美術大学教授。立川市で没。６２歳。洋

画 

 

清水新也 （しみず・しんや/1968 年～ ） 

 徳島県生れ。１９８８年サロン・ド・パリ会員。

９１年名古屋芸術大学卒、渡仏。９２年パリ国

立シャガール美術館協会会員。９６年仏サロ

ン・ド・プランタン正会員。０３年カンヌ国際栄

誉グランプリ金賞受賞・国際芸術グランプリ

フランス銅賞。０４年フランス国際芸術サロン

展特別賞。０５年スペイン・バルセロナ国際

サロン展特別賞・仏絵画彫刻国際展プロヴァ

ンス賞。０６年サロン・ド・プランタン特別賞。

全国主要百貨店にて個展開催。洋画 

 

清水誠一 （しみず・せいいち/1946～2010 年） 

 山梨県生れ。高校卒業後、新潟大学医学

部に進学、中退。１９７６年頃にコンクリート・

ブロックなどの既製の工業製品に、クーピ

ー・ペンシルでなぐり書きをしたようなドロー

イングを施した作品《Mark Painting》のシリー

ズで一躍脚光。７８年のパリ・ビエンナーレに

招待出品するなど前衛画家として高い評

価。作風を一変し、クランク形をテーマにし

た抽象絵画《クランク・ペインティング》のシリ

ーズ。破壊と生成を繰り返しながら、絵画の

可能性を探求。２０１０年没、６４歳。現代美

術、造形 

 

清水対岳坊 （しみず・たいがくぼう/1883～1970 年） 

 長野県生れ。１９０２年川端画学校などで藤

島武二に師事。０９年萬朝報社に入社、政治

漫画記者。１５年東京漫画会に参加。講談社

専属「キング」「少年倶楽部」「講談倶楽部」の

挿絵画家として活躍。東京で没、８６歳。洋画、

漫画 

 

清水多嘉示 （しみず・たかし/1897～1981 年） 

 長野県生れ。１９２０年洋画で二科展入選。

２３～２８年滞欧、グランド・ショミエールで彫

刻家ブールデルに師事。サロン・ドートンヌ

に絵画、彫刻を出品。サロン・デ・チューレリ

ー、サロン・デ・ザンデパンダンの各会員。４

３年新文展審査員。５３年日展で芸術選奨文

部大臣賞のち日展顧問。５４年日展出品、日

本芸術院賞。６５年日本芸術院会員。６９年

勲三等瑞宝章。７１年紺綬褒章。８１年文化

功労者。日彫会名誉副会長などを歴任、武

蔵野美術大学名誉教授。東京で没、８３歳。

（東文研 引用）彫刻、美教 

 

清水登之 （しみず・とし/1887～1945 年） 

 栃木県生れ。１９０６年成城学校卒。０７～１

９年渡米。１２年フォッコ・タダマ画塾で学び。

１３年ＮＹで National Academy of Design、１７

年アート・ステューデンツ・リーグに学ぶ。２４

～２７年渡欧。２９年二科展で樗牛賞。３０年

二科賞。３０年独立美術協会創立会員。労働

者、農民、都市風景をプリミティブで堅牢な

写実で描いた。栃木県で没、５８歳。洋画 

 

清水敏男 （しみず・としお/1953 年～ ） 

 東京生れ。１９７７年東京都立大学人文学

部文学科卒。８３年ルーｳﾞル美術館大学修

士課程修了。学習院女子大学教授、美術評

論家連盟常任委員（12～15 年）、財団法人

徳間記念アニメーション文化財団評議員、東

京都現代美術館美術資料収蔵委員会委員、

日仏美術学会会員、美術史学会会員、国際

博物館評議会会員。東京都庭園美術館キュ

レーター、水戸芸術館現代美術センター芸

術監督を経て、２００２年 TOSHIO SHIMIZU 

ART OFFICE を設立。近年は展覧会やアー

トイベントの開催、パブリックアートのプロデ

ュース。１６年フランス芸術文化勲章シュヴァ

リエ受賞。美評、美史、画塾 

 

清水刀根 （しみず・とね/1905～1984 年） 

 前橋市生れ。１９２４年日本美術学校洋画

科卒。２６年二科展入選。３１年二科賞。３２

年二科会会友。３０～３５年太平洋画会会員。

３５年前橋に絵画研究所を開く。４３年二科会



会員。７１年二科展で会員努力賞。７９年二

科会理事。５０～７０年群馬大学教授。前橋

市で没、７９歳。洋画、美教、絵画研究所 

 

清水比庵 （しみず・ひあん/1883～1975 年） 

 岡山県生れ。京都帝大卒。司法官,栃木県

日光町長をつとめる。４２年川合玉堂,清水三

渓らと野水会を結成し,６２年奥村土牛,小倉

遊亀らと有山会を創立。歌誌「窓日」を主宰し

た。１９７５年没、92 歳。著作に「野水帖」「紅

をもて」。日本画、著 

 

清水正教 （しみず・まさのり/1940 年～ ） 

 長野県生れ。１９６７年東京藝術大学美術

学部絵画科卒、６９年同大学研究科修了。８

３～２０１０年新芸術展（東京都美術館）新人

賞、金賞。９０年カナダ美術展でドートンヌ賞、

買い上げ。９２年サロン・ドートンヌ（パリ、グ

ランパレ）会員、無鑑査。９３、９４年ベルギー

国際大賞展で金メダル。９５年国際美術大賞

展で評論家賞。洋画 

 

清水正博 （しみず・まさひろ/1914～2011 年） 

 東京生れ。１９３２年に小野忠重の「新版画

集団」に参加。３４年「第 1 回アンデパンダン

展」や３４年「江戸東京風景版画展」、３４年

「エノケンとその一座を廻る版画展」。集団発

行の機関誌「新版画」の自作の木版画を掲

載。第10号と第16号の表紙担当、木版画で

飾った。３７～５４年小野忠重や柴秀夫ら5人

で「造型版画協会」を結成出品。３５、３６年日

本版画協会展に出品。３６年開催の国画会

出品。４３年「日本版画奉公会」の会員。戦後

は旺玄会版画部の委員。２０１１年没、９７歳。

版画 

 

清水 勝 （しみず・まさる/1919 年～ ） 

 大阪生れ。中野島洋画研究所で学ぶ。戦

後、二科会の藤井二郎、伊藤継郎に師事。

上京、第一美術展、安井賞展、自由美術展

に出品。檜画廊、汲美、みゆき画廊で個展。

動物画、抽象画を描く。洋画 

 

清水 勝 （しみず・まさる/1942 年～ ） 

 島根県生れ。１９５９年関西美術院研修（京

都）、６５日本美術学校卒。６６年独立展出

品、７２年会友。８３年日本風景美展金賞。９

３年龍苑会展龍苑賞。９６年雪舟ますだ展優

秀賞。９７年個展（ギャラリー大井）。現在、無

所属。個展多数（東京大丸・小田急等）。洋

画 

 

清水三重三 （しみず・みえぞう/1893～1962年） 

 三重県生れ。１９１９年東京美術学校彫刻

科選科卒。挿絵を描き、１９年自ら装幀・挿絵

（木版画）・編集「朝寝髪」を春陽堂から出

版。２７年「朝寝髪」（木版の彫・大倉九節、

摺・田口陽康）春陽堂から出版。木彫で２７～

３２年「構造社」に参加。美校同窓の木彫の

会「木芽会」、「第三部会」に出品。大正末

「芝居スケッチ肉筆着彩版画の会」を自ら

代々木初台の自宅に興し、２６年「鏡獅子」、

「吉右衛門・梅の由兵衞」刊行。出版美術家

連盟理事、捕物作家クラブ副会長。東京で

没、６９歳。彫刻、挿絵、版画、装幀 

 

清水有声 （しみず・ゆうせい/1889～1965 年頃没） 

 愛知県生れ。上京、川合玉堂に師事。文 

展、帝展で活躍。１９６５年頃没、７６歳位。日 

本画 

 

清水良雄 （しみず・よしお/1891～1954年） 

 東京生れ。１９１２年光風会展に入選。１３

年文展に初入選。１６年東京美術学校西洋

画科卒。１７～１８年文展特選。１８年創刊の

「赤い鳥」に挿絵を描く。１９、２２年帝展特

選。２７年光風会会員。５０年広島大学講師。

広島県で没、６２歳。（出典 わ眼）洋画、挿

絵 

 

清水練徳 （しみず・れんとく/1904～1995年） 

 石川県生れ。１９２６年上京。本郷絵画研究

所に学ぶ、岡田三郎助、満谷国四郎に師事、

２８年修了。２９年「一九三〇年協会」展に出

品。３０年二科展に入選。３２年独立展に入

選。３７年渡欧。４６年独立賞。日本的フォー

ヴィスム。５０年独立美術協会会員。東洋美

術学校教授。東京で没、９０歳。洋画、美教 

 

紫牟田和俊 （しむた・かずとし/1957年～ ） 

 福岡県生れ。１９８２年東京藝術大学美術

学部絵画科油画専攻卒、８４年同大学大学

院壁画第２研究室修了。８８年ＤＡＡＤ給費

により独留学、ハンブルグ大学に通う。９１年

同大学院博士後期課程満期修了。かねこ・

あーとＧＩ、秋山画廊、Ｔ＆ＳＨＯＭＥギャラリ

ー等で個展。グループ展多数参加。洋画 

 

志村一男 （しむら・かずお/1908～1981年） 

 長野県生れ。１９２７年帝国美術学校中退。

２７年「一九三〇協会」展に入選。３１年より春

陽会展、独立展に出品入選。春陽会研究所

に学ぶ。３４年以降は春陽会に出品。５３年

春陽会会員。５８年渡欧、パリのグランド・ショ

ミエールに学ぶ。７２年写実画壇会員。東京

で没、７３歳。洋画 



 

志村計介 （しむら・けいすけ/1903～1992年） 

 横浜市生れ。１９２５年旧制第二高等学校

理科卒。２７～３１年川端画学校、太平洋画

会研究所に学び、のち高畠達四郎に師事。

３８年独立賞。４８年独立美術協会会員。６０

～６１年渡仏。７６年日伯美術連盟理事。７７

年同連盟を代表し渡伯、リオデジャネイロで

の日伯合同展開催に従事。国際形象展に招

待出品。横浜美術協会顧問。横浜市で没、８

９歳。洋画 

 

志村立美 （しむら・たつみ/1907～1980 年） 

 群馬県生れ。神奈川県立工業図案科修業

後、美人画家山川秀峰に師事。大正時代末

期から講談社などの雑誌の挿絵で活躍、な

がいまつ毛、うるんだ瞳の麗人像などに特

色を示し戦前の一時期流行児として人気。

鏑木清方門の伊東深水、山川秀峰などの塾

展である青衿会や、戦後の美人画団体日月

社展等に美人画を出品していた。出版美術

家連盟会長、元日本作家クラブ副理事長。

東京で没、７３歳。浮世絵、日本画、版画、挿

絵 

 

下岡連杖 （しもおか・れんじょう/1823～1914 年） 

 伊豆下田市生れ。１８４４年狩野薫川に師

事。下田でアメリカ総領事ハリスの通訳のヘ

ンリー・ヒュースケンに写真術の基礎を学ぶ。

６２年横浜に写真館を開業。アメリカ人リチャ

ード・ブリジェンスに石版画を学んだ。石版

画「徳川家康像」を制作。横浜のユダヤ人商

人レイフル・ショイヤーの元で働く、ショイヤ

ーの妻は西洋画法を学び、連杖はアンナ夫

人に日本画法を教えた。夫人から洋風画を

学び描いた。１８７６年東京浅草に移転する

が写真館は廃業。浅草で没、９１歳。写真、

版画 

 

下川都一朗 （しもかわ・といちろう/1914～1989 年） 

 福岡県生れ。１９３３年日本大学文学部西

洋哲学科中退。坂本繁二郎に師事。４２年独

立展、二科展で入選。５０年独立賞。６０年独

立美術協会会員。６４～６５年渡仏、アンデ

パンダン展に出品。７６年再渡欧。現代日本

美術展、選抜秀作美術展に出品。久留米市

で没、７５歳。洋画 

 

下郷羊雄 （しもざと・よしお/1907～1981 年） 

 愛知県生れ。１９２９年津田清楓洋画塾に

学ぶ。抽象絵画から超現実主義へ転向。３５

年銀座紀伊国屋で初個展開催。３５年新造

形美術協会会員。３７年「ナゴヤアヴァンガ

ルドクラブ」を岡田徹らと結成。シュルレアリ

スト。「不条理芸術」を発表。３９年「ナゴヤ・フ

ォト・アバンガルド」結成。４８～５６年美術文

化協会会員。名古屋市で没、７４歳。洋画、

写真 

 

下沢木鉢郎 （しもさわ・きはちろう/1901～1986 年） 

 青森県生れ。１９１６年上京、中央美術社に

入社。石井柏亭に水彩画、平塚運一に木版

画を学ぶ。２１年日本水彩展入選。２８年日

本創作版画協会会員。２８年国展に出品。３

１、３３年国画奨励賞。４０年国展で褒状。４３

年国画会会員。３１～５２年日本版画協会結

成、創立会員。５２年「日本板画院」を棟方志

功、棟方末華らと創設。風景画を得意とした。

１９８６年没、８５歳。版画、水彩、油彩 

 

下田 治 （しもだ・おさむ/1924～2000 年） 

 満州生れ。１９４７年立教大学卒、パリのグ

ランド・ショミエール芸術学校に学んだ。渡

米、ホノルル、ロサンゼルス、ＮＹで個展。７

２年ロックフェラーセンターでの「彫刻家境界

グループ展」参加。札幌芸術の森野外美術

館に「ダイナモ」(９０年)、慶応義塾大学湘南

藤沢キャンパスに「The wing of Minerva」

(９６年)設置。９６年東京の現代彫刻センター、

高崎市美術館で個展。９７年中原悌二郎賞。

ＮＹで没、７５歳。彫刻 

 

下高原健二 （しもたかはら・けんじ/1914〜1992 年） 

 鹿児島県生れ。大阪信濃橋洋画研究所で

絵画を学ぶ。大映大阪支店で宣伝広報を担

当。挿絵画家としてデビュー。代表作に「坂

の上の雲」、渡辺淳一の「愛の如く」「まひる

野」など連載小説の挿絵でも活躍。千葉県で

没、７７歳。洋画、挿絵 

 

下高原龍巳 （しもたかはら・たつみ/1910～1994 年） 

 鹿児島県生まれ。１９３５～４３年二科展に

出品。４６年行動美術展で友山荘賞受賞。４

７年行動美術協会会員。創造美術協会創立

委員。薫英女子短期大学教授。キリスト教女

子短期大学教授。９４年没、８３歳。（出典 わ

眼）洋画、美教 

 

下田正次 （しもだ・しょうじ/1935～2007 年） 

 東京生れ。１９５８年一水会展入選、田崎広

助門下生。６１年川崎市文化芸術展文化協

会賞、教育委員会賞。６３年一水会賞。６４年

会員推挙、日展初入選（4 回連続入選）。６７

年神奈川県 T 賞。７５年春日山鳳勝寺障壁

画制作。８２年春日山鳳勝寺開山堂天井画

制作。８３年東京国際美術展秀作賞。９０年



嗣法山伝心寺本堂、客殿障壁画制作。２００

７年没、７２歳。洋画、壁画 

 

下田範次 （しもだ・のりつぐ/1895～1982 年） 

 東京生れ。光風会所属。創造美術会創立

代表委員。１９７７年高齢理由により同会委員

長辞退。１９８２年没、８７歳。洋画 

 

下田ひかり （ しもだ・ひかり/1984 年～ ） 

 長野県生れ。２００５年嵯峨美術短期大学

卒。１４年ロサンゼルスの CoreyHerford 

Gallery で個展、完売。ロサンゼルスで継続

個展。企画展への招待参加、イラストレーシ

ョンへ作品が使用、外国の美術雑誌へ作品

やインタビューが掲載される機会も多い。現

在、作品発表は海外を主。１１年ＮＹの Foley 

Gallery で個展。東京を中心に、個展・グル

ープ展に多数参加。現代美術 

 

下田義寛 （しもだ・よしひろ/1940 年～ ） 

 富山県生れ。１９６３年東京芸術大学卒。６

５年同大学院修了。日本路美術院員院友。６

７年安田靫彦の助手として法隆寺壁画再現

模写に従事。６７年院展で奨励賞・白寿賞。７

８年日本美術院同人。７９年院展で文部大臣

賞受賞。８１年日本美術院評議員。８３年院

展で総理大臣賞受賞。９５年倉敷芸術大学

芸術学部教授。２０００年日本美術院監事。

現在、日本美術院同人・理事、倉敷芸術科

学大学芸術学部教授。日本画、版画、美教 

 

霜鳥之彦 （しもとり・ゆきひこ/1884～1982 年） 

 東京生れ。浅井忠に師事。１９０５年京都高

等工芸学校図案科卒。０６～２０年洋画研究

のため牧野克次と渡米、ＮＹ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ 

Ｆｉｎｅ ａｎｄ Ａｐｐｌｉｅｄ Ａｒｔｓで油彩画と図案

を学ぶ、０９年アメリカ自然史博物館に就職。

２１～４４年京都高等工芸学校教授。２２～２

３年文部省留学、渡仏、パリのグラン・ショミ

エールへ通い、３３年からシャルル・ゲラン

に師事する。５２～５８年京都学芸大学教授。

７０年関西美術院理事長。京都で没、９８歳。

洋画、美教、水彩、関西美術院理事長 

 

下村為山 （しもむら・いざん/1865～1949 年） 

 松山市生れ。１８８２年上京、本多錦吉郎の

洋画塾「彰技堂」に学ぶ。８７年より小山正太

郎の画塾「不同舎」に学ぶ。８９年明治美術

会展に出品。９０年内国勧業博覧会で二等

妙技賞。９７年俳誌「ほとゝぎす」松山の題字、

挿絵を描く。９８年正岡子規に出会い東京

「ホトトギス」口絵の依頼を受ける。俳画（近代

南画）・俳味画の大家の名声。富山県で没、

８４、８５歳。洋画、水墨、水彩、版画、俳画、

挿絵  

 

下村観山 （しもむら・かんざん/1873～1930 年） 

 和歌山市生れ。名は晴三郎。狩野芳崖に

師事、８６年橋本雅邦に学ぶ。１８９４年東京

美術学校卒、助教授。９８年日本美術院創立

に参加し、横山大観・菱田春草と共に活躍、

また、その再興（１９１４年）にも尽力する。１９

０１東京美術学校教授。０３年文部省留学

生、渡英。１７年帝室技芸員。１９３０年没、５８

歳。日本画、美教 

 

下村清時 （しもむら・きよとき/1866～1922 年） 

 江戸生れ。能面制作を経て、中年より彫刻 

を始める。１９１４年日本美術院再興院友、院 

展に出品。１９年同展に出品した「観音像」が 

注目を集め同人。大正期の院展彫刻を代表 

する一人。他の作品に「太子像」。彫刻 

 

下村良之介 （しもむら・りょうのすけ/1923～1998 年） 

 大阪生れ。1943 年京都市立絵画専門学校

卒。４９年パンリアル美術協会会員。指導的

役割を果たす。日本画、銅版画、彫刻、舞台

美術。６１年丸善石油芸術奨励賞（留学賞）

で渡欧。日本国際美術展、現代日本美術展

に出品。９５年京都美術文化賞。９８年没、７

５歳。2008 年没後 10 年下村良之介展（京都

国立近代美術館。（出典 わ眼）日本画、版

画 、 彫 刻 、 舞 美 、 パ ン リ ア ル           

１５０ 

 

ロジャー・シモムラ (1939 年～ ) 

 シアトル生れ。日系三世のアメリカ人である 

シモムラは、アメリカの人種的ステレオタイプ 

に関する問いかけを行うポップなスタイルの 

絵画や版画で知られる。グラフィック・デザイ 

ナーとして活動、美術家を目指し、浮世絵の 

モティーフを使う。日系アメリカ人の収容所 

体験を描いた〈ミニドカ〉（Minidoka）シリーズ 

（1978–79 年）や〈日記〉（Diary）シリーズ 

（1980–83 年）。グラフィック、絵画、版画、パ 

フォー 

 
下山 肇 （しもやま・はじめ/1945～2005 年） 

 東京生れ。１９７６年京都大学大学院修士
課程美学美術史学科を修了、７９年同博士
課程を修了。同年京都市美術館学芸員とな
り、８４年静岡県教育委員会美術博物館設立
準備室に勤務。８６～８８度静岡県立美術館
学芸課長、「エルミタージュ美術館名作展―
ヨーロッパの風俗画」(91 年)、「ロダンと日本」
(2001 年)などを企画。２００１年尾道大学芸術
文化学部教授。０５年静岡県立美術館館長。
ノルウェーの画家エドワルド・ムンク、京都で



活躍した日本の洋画家須田国太郎について
の論考がある。著書に『ムンク』(日経ポケット
ギャラリー、1993 年)、『巨匠たちの自画像』
(マヌエル・ガッサー著、桑原住雄と共訳、新
潮選書、1977 年)がある。静岡市で没、５９歳。
美術館長、美史、美教 

 

荘司貴和子 （しょうじ・きわこ/1939～1979年） 

 神戸市生れ。１９６３年東京藝術大学日本

画科卒、高校で教えながら制作活動。１９６４

年新制作協会日本画部に出品、７３，７４年

春季展賞。７４～７８年年創画展に出品、75

～78年春季展賞。１９７９年没、３９歳。２０１３

年梅野記念絵画館で個展。２０１９年平塚市

美術館で荘司福、貴和子展開催。日本画 

 

周 襄吉 （しゅう・じょうきち/1907～1978年） 

 愛媛県生れ。１９２４年今治中学校卒、上

京。川端画学校に学ぶ。２７年二科展に入

選。３０年東京美術学校西洋画科卒。３１～３

８年松竹映画会社で美術監督。自由美術展

に出品。５０年モダンアート協会創立に参

加、会員。５８～７３年文化学院美術科講師。

川崎市で没、７１、７２歳。洋画 

 

重 達夫 （しげ・みちお/1910～1990年） 

 京都市生れ。１９３６年東京大学法学部卒。

逓信省入省。５０年京都府商工部長、５５～６

７年京都市美術館館長。５８年京都市美術館

長勤務中、国際展「ゴッホ展」を開催、６１年

京都・パリ交換陶芸展渡仏、京都国立近代

美術館評議員。８０年福井県立美術館長。５

２年京都市美術展入選、５５年行動美術協会

展出品、７４年同会会友。61年日仏美術交流

功績フランス政府よりフランス文化勲章。福

井県で没、８０歳。美術館長 

 

周  文 （しゅうぶん/生没年不詳） 

 画僧。相国寺の僧で、如拙に画を学ぶ。室

町幕府の御用絵師であり、雪舟等楊の師とさ

れる。山水画、花鳥画、仏画を手がけ、詩画

軸の形式や日本風の水墨画の洋式を確立。

室町時代の画僧 

 

春好斎北洲 （しゅんこうさい・ほくしゅう/生没年不詳） 

 松好斎半兵衛の門人。大判約３００点という

上方で最大量の役者絵を残した絵師。流光

斎,松好斎の様式を受け継ぎ、役者の映える

姿を強調する江戸趣味を加味し、上方役者

絵を完成に導いた。１８０９～３２年作品が知

られている。文政期(１８～３０年)前半が最盛

期、大首絵(半身図)に名品が多い。文政1

年,上方に旅した北斎に師事し,そのころから

江戸風が顕著になる。北頂,北英をはじめ門

人は多く,芦国系と上方浮世絵界を二分する

勢力を形成した。江戸後期の浮世絵師 

 

城 景都 （じょう・けいと/1946 年～ ） 

 愛知県生れ。１９７０年シェル美術賞展佳作

賞。近藤正治らと芸術グループ・南蛮美術を

結成。７２年イタリア・ジェノバ市芸術家展で

大賞。７４、７６、７７、７９、８１年個展（青木画

廊，東京）。画集「女の学問」（青木画廊）刊

行。カラーエッチング集「追憶の女」（青木画

廊）刊行。８２年从会会員。日仏現代美術展

入賞。８８年「城景都全版画集」（阿部出版）

刊行。９０年版画集「思・想・荘・宗」（JK 版画

工房）刊行。洋画、水彩、版画 

 

昇斎一景 （しょうさい・いっけい/生没年不詳） 

 江戸生れ。一時,京都でまなぶ。明治時代

初期の風俗,風景をおおくえがき,明治4 年

「東都名所四十八景」,5 年「東京名所三十六

戯撰」を刊行した。別号に景昇斎。江戸後期

-明治時代の浮世絵 

 

庄司栄吉 （しょうじ・えいきち/1917～2015 年） 

 大阪生れ。１９３８年東京美術学校油画科

繰り上げ卒。寺内萬治郎に師事。３８年光風

会展入選、レートン賞。４７年光風会展、日展

に出品。５０年光風会 O 氏賞、５１年同会会

員。５２年日展特選。朝倉賞。５６年光風会展

南賞。５８年北斗会を結成。６７年日展菊華賞、

７０年日展審査員、７１年日展会員。８１年光

風会展辻永賞。８６年日展評議員。同年１２

月資生堂ギャラリーで個展。８７年日展文部

大臣賞。２０００年日展出品作「聴音」で恩賜

賞・日本芸術院賞、日本芸術院会員。２０１５

年没、９７歳。洋画 

 

庄司徳之助 （しょうじ・とくのすけ/生誕年不詳～1983

年） 

 宮城県生れ。一水会に所属？大調和会審

査委員。１９８３年没、８３歳。洋画 

 

荘司半仙 （しょうじ・はんせん？/1870～1944 年） 

 秋田県生れ。荘司義敦の長男。代々神職。

絵は牧野雪僊に学んだ。１８９１年～１９１０年

小学校教師。１９４４年没、７４歳。（ＵＡＧ 引

用）日本画 

 

荘司 福 （しょうじ・ふく/1910～2002 年） 

 松本市生れ。女子美術専門学校師範科日

本画部卒。郷倉千靱に師事。１９４１年東北

美術展（現・河北美術展）出品。第 10 回東北

美術展で河北美術賞。５１年日本美術院院

友、 



７４年内閣総理大臣賞。８１年日本美術院評

議員。仙台、東京、横浜と移り住み、戦後は

油彩画の要素を取り入れた日本画制作。２０

０２年没、９２歳。（ウキペ 引用）日本画 

 

小代為重 （しょうだい・ためしげ/1863～1951 年） 

 佐賀市生れ。１８７５年上京、慶応義塾幼稚

舎に入り、本科中退。工部省修技校に学ぶ。

百武兼行に洋画を学ぶ。８３年千葉師範学

校教論。８５年千葉女子師範学校教諭。８６

年工部大学校雇。８８年東京電信学校助教。

８９年明治美術会創立会員。９６年白馬会結

成に参加、会員。１９００年滞欧、パリ遊学。０

１年青山学院中学部、青山女学院で教鞭。

東京で没、８８歳。洋画、美教 

 

城 義隣 （じょう・ぎりん/1784 年～没年不詳） 

 天明４年生まれ。経歴は不詳。君路と刻ん

だ印が残っており字と思われる。絵事を好み、

唐絵、油絵、泥絵などを手掛けた。他地方で

泥絵が発見されたため、泥絵作家として知ら

れているが、泥絵の作品は必ずしも多くはな

い。大徳寺に天井画が残っている。江戸後

期の絵師、長崎派、油彩、泥絵 

 

昇亭北寿 （しょうてい・ほくじゅ/生没年不詳） 

 葛飾北斎の門人。北斎の初期の門人。作

画期は寛政末期から文政頃。風景画が多い、

風俗画や狂歌本の挿絵、摺物、肉筆画。北

寿の風景画は北斎の洋風表現を受け継いぐ、

永寿堂、栄久堂の版元から多数版行。『浮世

絵師伝』は、北寿の作で「文政七年（１８２４年）

肉筆画作の掛物」の「清正公之像」に「行年

六十二歳」とある。『原色浮世絵大百科事典』

第2巻他も、１８２４年以降に６２歳以上で没。

江戸後期の浮世絵師 

 

庄野伊甫 （しょうの・いほ/1876～1958 年） 

 福岡市生れ。東京美術学校西洋画科入学、

浅井忠に師事、１９００年同校同科選科を福

岡県出身者の初卒業。０６年まで同校研究科

に在籍。０３年内国勧業博覧会で受賞。パリ

万国博覧会、セントルイス万国博覧会に入

選。明治美術会展、パリ世界博覧会、文展入

選を重ねる。在学中から夏目漱石らの評価

を受けたが、大分県立日田中学に勤務、九

州に身を埋めた。福岡県美術協会会員。福

岡市で没、８２歳。洋画、美教 

 

城ノ口みゑ （じょうのぐち・みえ/1917～2003 年） 

 三重県生れ。伊勢型紙は、楮紙を柿渋で

貼り合せ、専用の彫刻刀で文様を透かし彫り。

透かし部分の多い型紙は、補強のため、文

様を彫り上げたあとから二枚に剥がし、あい

だに細い絹糸を挟み入れる「糸入れ」の工

程を施す。１９５５年重要無形文化財「伊勢型

紙糸入れ」保持者認定。６３年鈴鹿市が「伊

勢型紙伝承者養成事業」を開始、講師に就

任。後継者の育成に尽力した。９３年重要無

形文化財「伊勢型紙」の保持団体として認定。

三重県で没、８６歳。工芸家、伊勢型紙糸入

れ 

 

生野祥雲斎 （しょうの・しょううんさい/1904～1974 年） 

 別府市生れ。１９２３年佐藤竹邑斎に師事し

て竹工芸を学ぶ。２５年独立し夢雀斎楽雲と

称、後生野祥雲斎を名乗る。３８～４６年大分

県工業試験場別府工芸指導所で商工技手。

４０年文展入選。以来、文展に出品し、４３年

『銘心華賦』が特選。第二次世界大戦後は、

純粋な造形美を志向した創作を行い、５７年

に『炎』が日展特選・北斗賞。６７年竹工芸初

の重要無形文化財保持者（人間国宝）に認

定。１９７４年没、７０歳。竹工芸、人間国宝 

 

城米彦造 （じょうまい・ひこぞう/1904～2006 年） 

 京都生れ。１９３１年神田区役所勤務、文筆

家の道を歩む。武者小路実篤の「新しき村」

の活動に共感し、参加。詩や小説の執筆を

開始し、その後、スケッチ、水彩画にも取り組

んだ。戦後直後「新しき村」では東京支部長。

ガリ版手作りで月刊「城米彦造詩集」の発行。

全部で 232 冊。詩に自作絵が添えられた。２

００６年没、１０２歳。城米彦造記念会が活動。

スケッチ、水彩 

 
庄  漫 （しょう・まん/1972 年～ ） 

 上海生れ。１９９５年上海第二医科大学
口腔医学部卒。２０００年来日。０６年文化
女子大学造形学部生活造形学科卒。鹿取
武司の指導、メゾチントに出会う。国際版
画展に出品。０７年日本版画協会展。１１
年 NHK－BS１「アジアクロスロード」で紹
介される。日本版画協会準会員。版画 

 

ジョセフ・ラヴ （Ｊｏｓｅｐｈ Ｌｏｖｅ/1929～1992年） 

 米、マサチューセッツ州生れ。１９５６年ボ

ストン大学神学部修士課程を修了し、６４年

上智大学神学部修士課程を修了。６７年米、

コロンビア大学美術史科修士課程を修了。８

９年まで上智大学教授、美術史を教えた。現

代美術評論もよくし雑誌「美術手帖」等に執

筆。木版画や墨絵を制作する作家でもあり、

６１、６６、７１年米国、７３豪国で個展。７２年

東京の南画廊、７５、７６年東京のオオサカ・

フォルム画廊、８５年IBM川崎市民ギャラリー、

９０年INAXギャラリーで個展開催。東京で没、

６２歳。美史、美教、墨絵、版画 



 
白井昭子 （しらい・あきこ/1935～2001 年） 

 大連生れ。１９５９年東京芸術大学美術学
部油絵科卒。６３年シェル美術賞展で受賞。
６４年東京芸術大学美術学部版画科卒。個
展（秋山画廊・日本橋、65 年も）、春陽会展・
受賞。６６年ロックフェラー財団の奨学金で
渡米、新人推薦展（A.A.A.ギャラリー・ＮＹ）。
７３～７４年アメリカの日本人作家展（国立近
代美術館･京都､東京）。７７～９２年個展（シ
ロタ画廊・銀座）、版画集「NewYork. NewYork」
刊行。９８年リュブリアナ国際版画展（スロヴ
ニア）で受賞。２００１年没、６６歳。版画 

 

白石 潔 （しらいし・きよし/1952年～ ） 

 愛媛県生れ。１９７１年大阪芸術大学。里見

明正に師事。７７年埼玉羽生市にアトリエ、絵

画教室を設け主宰。２００６年感性脳科学教

育研究会会員。２０１３年油彩の他屏風制作。

日本とドイツを繋ぐ活動。毎年の様に個展開

催。０６，０９，１０年、京橋・金井画廊個展。

（出典 わ眼）洋画 

 

白井晟一 （しらい・せいいち/1905～1983 年） 

 京都生れ。京都高等工芸学校卒、渡独、ハ

イデルベルク大学、ベルリン大学で哲学、ゴ

シック建築を学ぶ。１９３３年６年間のドイツ留

学。「河村邸」を皮切りに建築家として出発。

高村光太郎賞（造型部門）、建築年鑑賞、日

本建築学会賞、毎日芸術賞、日本芸術院賞

を受賞。１９８３年没、７８歳。２０２１、２年渋谷

区松濤美術館で白井晟一入門展。建築 

 
白石隆一 （しらいし・りゅういち/1904～1985 年） 

 岩手県生れ。１９２３年上京、川端画学校入
学。２８年帝展入選。３１年清水良雄に師事。
４２年光風会会員。４６年日展で岡田賞、５３
年日展委嘱。のち会友。５４年「一関美術研
究所」開設。「魚の画家」。６５年欧州巡遊。岩
手県で没、８１歳。洋画、美教、美術研究所 

 
白井保春 （しらい・やすはる/1905～1990 年） 

 東京生れ。東京美術学校卒。１９２３年院展
入選。３３年日本美術院賞。木彫のほか塑像
も手がけた。戦後は太平洋美術展で藤井記
念賞などを受賞。近代美術協会副会長。１９
９０年没、８５歳。代表作に「トルソ」「母子像」。
彫刻 

 
白井嘉尚 （しらい・よしひさ/1953 年～ ） 

 静岡県生れ。１９７９年東京藝術大学大学
院修了。抽象表現主義とミニマル志向を軸
に新しい表現を模索。８０年代以降彩色され
た、１つ一つのピースを複雑に絡ませた作
品制作。「A-Value」展（８８～９５年）創設企画
参加。「和紙展」（ベルリン、アンドレアス・ヴ
ァイス画廊）、「偏在する波動」展（９４年マニ
ラメトロポリタン美術館）。現代美術 

 

白江正夫 （しらえ・まさお/1927～2014 年） 

 北海道生れ。１９４８年北海道第一師範学

校卒。５９年白日会展白会賞、翌年会友。６６

年道展会友賞、翌年会友。７１年渡欧。６７年

日本水彩展三宅賞、６８年日本水彩画賞、会

友、８０年会員、８７年日本水彩画会北海道

支部長。日本水彩画展審査員。９１年日本水

彩展評議員。９３年日本水彩画展内閣総理

大臣賞。２００３年立小樽美術館で白江正夫

展。２０１４年没、８７歳。洋画、水彩 

 

白尾健一 （しらお・けんいち/1920 年～没年不詳） 

 東京生れ。１９６９年太平洋美術学校の椿

悦至に師事。７５年大潮展、大潮和展、光陽

会展入選。光陽会会友。武蔵美校卒。８１年

渡欧。そごう、三越、小田急、京王、東急等

で個展。洋画 

 

白髪一雄 （しらが・かずお/1924～2008 年） 

 兵庫県生れ。１９４８年京都市立美術専門

学校日本画科卒。油彩画に転向して吉原治

良に師事。５５年具体美術協会会員。絵の具

をこね足で描く。５７年ミシェル・タピエに認

められ、アンフォルメル運動に参加。欧州で

個展開催。６５年日本国際美術展で優秀賞。

２００８年没、８４歳。洋画、具体 

 

白銀 功 （しらがね・いさお/1905～1978 年） 

 福岡県生れ。川端画学校に通う。黒田清輝

に師事。１９４７年二紀会展に招待出品、同

人、７１年同会会員、のち同会委員。１９７８年

没、７３歳。洋画 

 

白髪富士子 （しらが・ふじこ/1928～2015 年） 

 大阪生れ。１９４６年大阪府立大手前高等

女学校卒。４８年白髪一雄と結婚。５５年「真

夏の太陽にいどむモダンアート野外実験展」

で細長い板を縦に二分割した作品を発表す

る。５５年具体美術協会会員。和紙を素材と

した平面作品を制作。６１年具体美術展を最

後に、制作活動を休止。２０１５年没、８７歳。

洋画、具体 

 

白川一郎 （しらかわ・いちろう/1908～1994 年） 

 香川県生れ。１９３２年東京美術学校西洋

画科卒。同大学で西洋画科講師を務める

（～１９４４年）。３８年光風会会員推挙。４２年

新文展特選。「8 月 9 日御前会議」、「最後の

御前会議」を描く、野田市鈴木貫太郎記念館。

６６年中近東旅行。６８年渡欧。１９９４年没、８

６歳。洋画 

 

白川一郎 Ⅱ（しらかわ・いちろう/1908～1994 年） 



 香川県生れ。丸亀中学校卆。上京。1925

年第 2 回白日会展に出品。1930 年第 17 回

光風会展で光風賞。31 年第 18 回光風会展

で K 夫人賞。32 年第 13 回帝展に初入選。

東京美術学校西洋画科卆。44 年まで同校講

師を務める。40 年光風会会員。紀元二千六

百年奉祝展に出品。42年第5回新文展で特

選。43 年第 6 回新文展に無鑑査出品。戦後

は日展、光風会展に出品を続ける。日展で

は出品依嘱。政界・財界著名人の肖像画を

描いたことでも有名。94 年11 月25 日没、享

年86 歳。（佐）洋画 

 

白川昌生 （しらかわ・よしお 1948 年～ ） 

北九州市生まれ。哲学を学ぼうと渡仏する 

が挫折。美術大学に移り、デュッセルドルフ 

芸術アカデミーにて美術を学ぶ。滞在中、 

各地でパフォーマンスを行ったり、「日本の 

ダダ 1920-1970」展を企画したりする。１９８３ 

年帰国し、群馬で美術を教えながら、立体、 

絵画、パフォーマンスなどの作品を制作。地 

域性を重視し、９４年「場所・群馬」設立。一 

方、『美術・マイノリティ・実践』『美術館・動物 

園・精神科施設』など執筆。現代美術、パフ

ォ 

ー、著 

 

白木正一 （しらき・しょういち/1912～1995 年） 

 名古屋市生れ。１９３５年上京、独立美術研

究所、３７年福沢一郎研究所に学ぶ。３９年

美術文化協会結成に参加、美術文化展に６

１年まで出品、４８年同会会員。５８～８９年妻

早瀬瀧江と渡米。８５年愛知県立美術館で個

展開催。静岡県で没、８３歳。洋画 

 

白洲正子 （しらす・まさこ/1910～1998 年） 

 東京生れ。樺山伯爵家の二女。１９２４年学

習院女子部初等科修了後、米国に留学。２９

年実業家の白洲次郎と結婚。終戦直後まで

細川護立に中国古陶磁の鑑賞の仕方を教

わり、戦後は美術評論家の青山二郎、文化

人グループの小林秀雄、河上徹太郎らから

文学や骨董の指導を受けた。芸術・芸能を

論じた随筆、紀行文。５５～７０年銀座の染織

工芸店「こうげい」の開店に協力、経営。染織

作家を発掘。６４年『能面』（求龍堂）、７２年

『かくれ里』（新潮社）で読売文学賞。『十一

面観音巡礼』（新潮社 ７５年）、「白洲正子 

私の骨董」（求龍堂 ９５年）。東京で没、８８

歳。（引用 東文研）美評、著、骨董 

 

白瀧幾之助 （しらたき・いくのすけ/1873～1960 年） 

 兵庫県生まれ。１８８９年上京、生巧館画塾、

９４年天真道場で学ぶ。９８年東京美術学校

西洋画科卒。０４～１１渡米、英、欧。１２年光

風会創立参加。１３年日本水彩画会創立参

加。１５年文展無鑑査。２０年帝展審査員。５

２年日本芸術院賞恩賜賞。東京で没、８７歳。

洋画、水彩 

 

白鳥映雪 （しらとり・えいせつ/1912～2007 年） 

 長野県生れ。１９３２年上京し、伊東深水の

画塾に入門、美人画を学ぶ。夜間は川端画

学校、本郷洋画研究所でデッサンを学んだ。

深水や山川秀峰らが結成した日本画院展に

３９年入選。５０、５７年日展で特選・白寿賞。

８６年内閣総理大臣賞。６５年日展会員、８２

年評議員。８５年佐久市立近代美術館で「日

本画の歩み 50 年―白鳥映雪展」が開催。９

４年恩賜賞・日本芸術院賞を受賞。９７年日

本芸術院会員。小諸市で没、９５歳。日本画 

 

白根光夫 （しらね・みつお/1926～2002 年） 

 大分県生れ。１９４８年東京美術学校油画

科卒。６３年安井賞展６回出品。６９年渡欧、

７３年再渡欧。７６年吉田清志､宮田晨哉らと

共に｢爵の会｣を結成し､61 年まで同会展を

中心に活躍した。現代日本美術展、上野の

森８５年の歩み展。現代具象絵画展、明日へ

の具象展等に出品。個展多数。２００２年没、

７６歳。洋画、版画 

 

白浜 徴 （しらはま・あきら/1865～1928 年） 

 長崎県生れ。１８８７年東京美術学校、９４

年絵画科（日本画）教員養成課程修了。長崎

活水女学校教授、高等師範学校助教授を経

て、１９０１年東京美術学校教授。０２年「普通

教育における図画取調委員」。０４年マサチ

ューセッツ州立図画師範学校編入学し、０５

年同校を修了。英、仏、仏の美術教育法の

調査、１２，１３年「高等小学校新定画帖」の

教科書や１１年「図画教育の理論と実践」を

発行。日本の美術教育を臨模主義から児童

の創造性の啓発を主眼とした教育法へと大

きく転換。０７年東京美術学校の師範科設立

に尽力。１９２８年没、６３歳。美教、美普 

 

白山卓吉 （しらやま・たくきち/1887～1963 年） 

 長野県生れ。松本中学校卒。川端画学校

に学ぶ。日本水彩画会会員、１９３２年大森

絵画自由研究所設立、５５年信州美術会副

会長。１９６３年没、７６歳。水彩、美教、大森

絵画自由研究所設立 

 

真海 朗 （しんかい・あきら/1951 年～ ） 

 東京生れ。東京造形大学彫刻科卒、東京



芸術大学大学院彫刻科へ、佐藤忠良・岩野

勇三に、大学院にて船越保武に師事し、具

象・彫塑表現を学んだ。二紀会に出展し以

降、毎年作品を出品。１９８３年に足立区野外

彫刻展入賞・設置。９３年に二紀会安田火災

美術財団奨励賞。２００１年ブランクーシ生誕

125 周年彫刻キャンプに参加、作品を現地

に設置・寄贈。０９年に韓国の在韓日本大使

館公報文化院シルクギャラリーにて現地の

作家と共に「韓国・日本彫刻交流展」に出品。

彫刻 

 

新海覚雄 （しんかい・かくお/1904～1968 年） 

 東京生れ。彫刻家新海竹太郎の長男。川

端画学校に学ぶ。１９２２年太平洋画会賞、

同会会員。２５年中央美術展入選、二科展に

出品。２８、２９年「一九三〇年協会」展に入

選。４６年一水会会員。４８年日本美術会会

員。５３年日本美術会の事務局長、委員長は

井上長三郎。５４年挿絵。６８年没、６４歳。洋

画、挿絵 

 

新海竹蔵 （しんかい・たけぞう/1897～1968 年） 

 山形県生れ。彫刻家。仏師の家に生れる。

１９１２年上京し，伯父新海竹太郎に彫塑を

学ぶ。１５年文展に入選、２４年再興院展入

選し，のち同人。木彫，塑像ともによくした。

５２年東京教育大学講師として後進を指導。

５４年現代美術展出品作品で芸術選奨文部

大臣賞。６１年 SAS (彫刻家集団) 結成。６３

年国画会に合流、彫刻部を再興。東京で没、

７１歳。彫刻 

 

新海竹太郎 （しんかい・たけたろう/1868～1927 年） 

 山形県生れ。少年時代に日本画を学ぶ。１

８８６年上京，木彫を後藤貞行，塑像を小倉

惣次郎に，デッサンを浅井忠に学んだ。９８

年日本美術院の創立に際し，正会員。９９年

パリ国際博覧会の鑑査官。１９００年独に留

学し，ベルリン美術学校に学んだ。０２年帰

国、０２年太平洋画会会員、彫刻部を主宰し

て後進を指導。文展審査員。洋風彫塑の発

展に尽くした。１７年帝室技芸員、１９年帝国

美術院会員。代表作『ゆあみ』（1907，東京国

立近代美術館），『大山元帥像』（上野恩賜公

園）。東京で没、５９歳。覚雄は息子。彫刻、

美教 

 

真海徳太朗 （しんかい・とくたろう/1913～2001 年） 

 福岡市生れ。上京、山本瑞雲に師事し彫

刻の道に入る。兄弟子、澤田政廣、三木宗

策。日展を主な発表の場。日展参与を勤め

た。東京都足立区に在住し区内に多くの野

外彫刻が点在。主な設置場所は、東京都足

立区役所エントランスホール、同区梅島 L ソ

フィア、同区西新井ギャラックシティー、愛媛

県宇和島市伊達博物館 伊達宗城像。足立

区展の開催、そして足立彫刻会の設立に尽

力。千葉県柏市で没、８７歳。彫刻 

 

真海宏之 （しんかい・ひろゆき/1983 年～ ） 

 東京生れ。東京造形大学彫刻科卒、同大

学大学院美術研究領域へ進学。具象・彫塑

表現を基礎に学び修了する。彫刻作品と共

に油彩画における表現活動を行なっている。

２００５年足立区展彫刻部に出展、以降毎年

出品。０９年に韓国在韓日本大使館公報文

化院 シルクギャラリーに『韓国・日本彫刻交

流展』に参加。同年に東京・銀座で個展開催。

１１年米、韓国、中国、スペイン、スイス、イタ

リアのグループ展、アートフェアに参加し発

表。彫刻、洋画 

 

新宮清彦 （しんぐう・きよひこ/1907～1945 年） 

 佐賀県生れ。同舟舎に学ぶ。１９３３年東京

美術学校西洋画科卒。１９４５年没、３８歳。

洋画 

 

進藤 章 （しんどう・あきら/1900～1976 年） 

 山梨県生れ。山梨師範学校卒。１９２３年屋

義郎とグループ「赤蓼会」結成。２４年草土社、

木村荘八に指導受ける。２７年青山古典美術

研究所入所、古典技法を４年研究。大調和

展、古典美術協会展に出品、個展を開催。３

７年山梨美術協会結成に参加。３９年菁々会

を結成。山梨美術協会会員。４８年峡北美協

会を創設して会長。東京で個展を開催。初

期の草土社に影響を受けた画風、山梨の自

然をモチィーフとした独自の装飾的画風を

確立。１９７６年没、７６歳。洋画      ２０

０ 

 

新道 繁 （しんどう・しげる/1907～1981 年） 

 福井県生れ。１９２４年東京府立工芸学校

卒。３４年光風会会員。５５年女子美術大学

講師。５８年文部大臣賞。６０年以降は「松」を

繰り返し描く。６０年日本芸術院賞。６９年日

展理事。７１年光風会常務理事のち理事長。

７５年日展常務理事。１９７７年日本芸術院会

員。東京で没、７４歳。洋画 

 

進藤 蕃 （しんどう・しげる/1932～1998 年） 

 東京生れ。１９５２年東京芸術大学美術学

部油画科入学、５６年首席で卒業、大橋賞。

６０年フランス政府給費留学生として渡仏、

パリのエコール・ド・ボーザールにて、モーリ



ス・ブリアンションに師事。女子美術大学、東

京芸術大学、愛知県立芸術大学、非常勤講

師。６７年濤々会を結成、７４年黎の会を結成、

東京セントラル美術館で展覧会。８３年にパ

リのグランパレ美術館、第 10 回 FIAC 展（国

際現代美術展）で個展。９４年「両洋の眼」展

に出品、笠井誠一、福本章とともに三申会展

を開催。東京で没、６５歳。洋画 

 

進藤妙子 （しんどう・たえこ/1924～2019 年） 

台北市生れ。１９４５年東京女高師（現お茶

の水女子大）教学科卒。５５～５９年三輪田学

園教職。1959 年教職を辞め同学図書館に勤

務する傍ら絵画を始める。６８年病気再発に

より三輪田学園を退職、画業に専念。７０年

ゆき画廊、７２～７３年ギャラリーデコール、８

０年日辰画廊開廊展、８２年美術ジャーナル

画廊、８７年以降隔年瞬生画廊と９５～２００５

年みゆき画廊と同時開催。春陽会々友。２０

１９年没、９５歳。洋画、美教 

 

進藤武松 （しんどう・たけまつ/1909～2000 年） 

 東京生れ。東京物理学校中退し、１９２９年

から構造社研究所で斎藤素巌に師事。３４年

構造社展で推奨に、３５年構造社展で構造

賞。３８年新文展特選、５３年日展で連続、特

選・朝倉賞。６７年新日展で文部大臣賞、７３

年改組日展に出品作で日本芸術院賞、６８

年日本彫塑会(後に日本彫刻会)理事、７５年

日展理事、８３年日本芸術院会員、８４年日

本彫刻会常務理事、８７年日展顧問。８５年

勲三等瑞宝章・紺綬褒章、、主としてブロン

ズ像を手がけ、写実を主体として力強く密度

ある肉付けで人体の個性や生命感を表す清

楚な作風に定評があった。横浜市で没、９１

歳。彫刻 

 

神中糸子 （じんなか・いとこ/1860～1943 年） 

 和歌山市生れ。１９７３年上京。７６～７８年

工部美術学校に学ぶ。フォンタネージに師

事。８１年小山正太郎に師事。８７年明治美

術会に入会。８７～９４年明治女学校図画教

師。１９０３年内国勧業博覧会で褒状。日本

女子美術学校、東京女子高等師範学校で教

鞭。女子美術教育に尽力。神戸に移り、個展

開催。４３年没、８２歳。洋画、美教 

 

陣内松齢  (じんのうち・しょうれい/1900～1970 年) 

石川県生れ。１９９７年石川県九谷焼技術研

修所卒。福島武山氏に師事(２００７年工房を

構え独立)。２０００，０５，０９年伝統九谷焼工

芸展 技術賞。０６年経済産業大臣指定伝統

工芸士認定。０７、１１年日本陶芸展入選。０

９年個展・オオタファインアーツ(東京)。１４年

パラミタ陶芸大賞展で大賞、パラミタミュージ

アム(三重)、日本・スイス国交樹立１５０年周

年記念美術展 Logical Emotion-日本現代美

術展-１９７０年没、７０歳。陶芸 

 

神保朋世 （しんぼ・ともよ/1902～1994 年） 

 東京生れ。鰭崎英明、伊東深水に師事し、

美人画の代表的画家となる。浮世絵的な挿

絵時代もの挿絵。俳人 「窓」(俳句結社)主宰。

著書に「浮世絵の話」「句画三昧」「窓四亭俗

話」など。９７年東京文京区の弥生美術館で

回顧展が開催される。１９９４年没、９２歳。日

本画、俳人 

 

新保兵次郎 （しんぽ・ひょうじろう/1908～1977 年） 

 新潟県生れ。日本美術学校中退。小絲源

太郎に師事。３３年帝展に入選。４６、４７年

日展で特選、６２年日展会員、６８年日展評

議員。６８年日展で内閣総理大臣賞。５２年

光風会特賞、のち光風会会員としても活躍。

東 京 で 没 、 ６ ９ 歳 。 洋 画              

２０８ 

 
す  
吹田草牧 （すいた・そうぼく/1890～1983 年） 

 大阪生れ。１９０８年関西美術院で洋画を学
ぶ、鹿子木孟郎に師事。１１年葵橋洋画研究
所で洋画を学ぶ。１４年竹内栖鳳、１７年土
田麦僊に日本画を学ぶ。２２年国画創作協
会会友、２３年会員となるが同協会日本画部
解散にともない２８年新樹社結成。２５～２６
年滞欧。３９年土田麦僊門下生と「山南会」を
結成。５５年竹内栖鳳門下生と「竹杖会」結成。
戦後は主に洋画を描いた。８３年没、９３歳。
洋画、日本画 

 

酔夢亭 蕉鹿 （すいむてい・しょうろく/1779～1845

年） 

 江戸生れ。鳥文斎栄之の門人。１７９９年家

督を継ぎ、１８０７年大番。文化年間に居し、

狂歌及び肉筆浮世絵の制作に専念。狂歌は

大田南畝に学び、寛政文化期に栄之風の肉

筆浮世絵を多く描いた。栄之の作品と同工

の作品も多い。また大田南畝による画賛が

見られる場合が多数存在する。１８４５年没、

６７歳。江戸後期の浮世絵師 
 

末川凡夫人 （すえかわ・ぼんぷじん/1905～1961年） 

 広島県生れ。１９２５年凡々社試作洋画第1 

回展（田阪文具店）を開催。２５年広島県美

術展覧会に油彩画を出品。川端画学校に学

ぶ。２７年中央美術展、２７年白日会展に出

品。２７年春陽会展で入選。２７年広島美術

院に出品。２７年広島美術院凡々社洋画展

に油彩画と木版画を出品。３０～３２年広島



出身の詩人関谷忠雄が詩と版画の同人誌

『牧神』を発行。３３年広島洋画協会創立に

参加、審査員、委員。１９６１年没、５６歳。洋

画、版画 

 

末永一夫 （すえなが・かずお/1911～1975年） 

 岐阜市生れ。１９３２年岐阜師範学校専攻

科卒。４１年二科展入選、４２年北川民次に

師事、５１年特待賞、５６年会友、６２年会員、

６７年会員努力賞。５９年丸栄画廊、７４年日

動画廊名古屋支店、６６年丸物画廊、６９年

日動画廊名古屋支店で個展。６６年フランス

のサロン・ド・コンパレゾン、４２、４５年サロ

ン・ドートンヌに出品。６９～７０年メキシコに

写生旅行。名古屋市立汐路中学校で教職、

戦後の創造美術教育運動に参加。５８～５９

年にはＣＢＣテレビで児童画についての放

映に出演。名古屋市で没、６３歳。洋画、美

教 

 

末永胤生 （すえなが・たねお/1913～2009 年） 

 長崎市生れ。１９３４年文化学院美術部卒。

３３年｢1940 年協力展｣を結成、日本最初の

立体派の展覧会を開催。３２年独立美術展

に出品、４２年独立賞、４８年会員。３６年エコ

ール･ド･東京展を結成、上野美術館で開催。

４３年凸版印刷の依頼により、「皇后陛下凸

版印刷工場に行啓の図」を制作、献上。５７

年渡仏、６７年仏アンデパンダン展会員。７２

年コートダジュール(カンヌ)国際グランプリ。

７４年ギャラリー･ミヤモトで滞欧作品展。７９

年紺綬褒賞。８１年サロン･ナショナルボザー

ル展に無鑑査招待。パリで没、９６歳。洋画 

 

末永蒼生 （すえなが・たみお 1944 年～ ） 

 東京生れ。１９６３年豊島芸術研究所に通

い、美術活動。画家で児童画研究家の浅利

篤と出会い、日本児童画研究会に参加。子

供の絵画教室を始める。６０年代には〈グル

ープ視覚〉、〈告陰〉を結成。７０年〈PEAK〉を

結成、カウンター・カルチャー運動の一翼を

担った。児童画研究を継続し、子供たちのた

めのアトリエ活動。色彩心理に基づいた無意

識の研究に取り組む。８９年より色彩心理とア

ートセラピーの専門講座「色彩学校」を主

宰。著書に『色彩自由自在』（晶文社、1994

年）など多数。児童画研究、色彩心理研究

家、アートセラピスト 

 

末原晴人 （すえはら・はるひと/1907～1990 年） 

 大阪生れ。１９２６年県立都城商業学校卒。

同舟舎洋画研究所、川端画学校に学ぶ。３３

年宮崎県内教職。５１年日展、光風会展入選

し、５３年Ｋ氏賞、６０年会員。６５～６６年渡

仏、アカデミー・グラン・ショミエールに学

ぶ。６６年宮崎県文化賞、８３年置県１００年

記念教育文化賞。１９９０年没、８３歳。洋画、

美教 

 

末松正樹 （すえまつ・まさき/1908～1997 年） 

 新潟県生れ。３９年渡欧、ノイエ・タンツ（新

舞踊）を学ぶ。４４～４６年スペインで抑留、

抽象を志向。４７～６２年自由美術家協会会

員。５３年多摩美術大学教授。６５～８３年主

体美術協会創立に参加し、主体展に出品。

東京で没、８８歳。洋画、美教 

 

末松正樹 Ⅱ （すえまつ・まさき/1908～1997 年） 

 新潟県生れ。1930 年山口高等学校文科卆。

31 年佐藤哲三と美術研究所を開設。33 年東

京中央電話局勤務、その間、舞踊を学び、

グループ「舞踊新人群」を結成。39 年渡欧、

43 年マルセイユで初個展。第二次大戦中南

仏で抑留生活。46年帰国。47年自由美術協

会会員。以後62 年まで出品。48 年モダンア

ート展に出品。53 年多摩美術大学教授（70

年まで勤める）。54 年～55 年渡仏。56 年第

2 回現代日本美術展に出品、以後 6 回展ま

で出品。57年第4回日本国際美術展に出品、

以後8 回展まで出品。64 年主体美術協会の

結成に参加。97 年没、享年89 歳。（佐）洋画、

美教 

 

菅井 汲 （すがい・くみ/1919～1996 年） 

 神戸市生れ。１９３３年大阪美術学校に学

ぶ。４８年吉原治良に油絵を学ぶ。５２年渡

仏、パリに定住、パリのクラヴェン画廊と契約

して、個展を開催。６０年東京国際版画ビエ

ンナーレ展に出品、東京国立近代美術館賞。

４０年サンパウロ・ビエンナーレで国際最優

秀作家賞。６６年クラコウ国際版画展で大賞。

６５年芸術選奨文部科学大臣賞。６９年京都

国立近代美術館で個展。神戸市で没、７７歳。

洋画、版画 

 

菅井梅関 （すがい・ばいかん/1784～1844 年） 

 仙台の人。江戸で谷文晁に、長崎で清（中

国)の江稼圃に文人画をまなぶ。大坂で画名

をあげ、四十余歳で帰郷。１８４４年没、６１

歳。通称は岳輔。別号に東斎。作品に「墨梅

図」「夏冬山水図屏風」など。江戸後期の絵

師 

 

菅木志雄 （すが・きしお/1944 年～ ） 

 岩手県生れ。１９６４～６８年多摩美術大

学絵画学科で学ぶ。李禹煥や関根伸夫とと



もに「もの派」を代表するアーティスト。木や

石、金属などの自然物・人工素材を、加工

せずに空間に配置し、そこで生まれる光景

を「状況（景）」と呼んで作品化。７４年からは、

すでに設置されたものを新たに置きかえ、

空間を活性化させる「アクティヴェイション」

と呼ぶ行為を展開。２０１２年ロサンゼルスの

Blum & Poe で行われた「太陽へのレクイエ

ム：もの派の美術」への参加。１２年ニューヨ

ーク近代美術館で開催された「Tokyo 1955-

1970: A New Avant-Garde」に参加。１６年に

はイタリア・ミラノのピレリ・ハンガービコッカ

で大規模個展「Situations」開催、０８年栃木

県那須塩原市に常時展示するスペース「菅

木志雄 倉庫美術館」が開館。１６年毎日芸

術賞。モノ派、彫刻、造形、個人美術館 

 

菅 創𠮷 （すが・そうきち/1905～1982 年） 

 姫路市生れ。絵は独学。カット、政治漫画、

図案で生計をたてる。戦後、新聞挿絵を描く。

１９６０年現代画廊個展。６３～７２年渡米。ロ

ス、シスコ、NY で個展。永住権取得。ユーモ

ラスな形と禁欲的な色彩の中に鋭い洞察深

い認識を見せる。東京で没、７７歳。（出典 

わ眼）洋画 

 

菅 楯彦 （すが・たてひこ/1878～1963 年） 

 鳥取市生れ。父に日本画学ぶ。１９１２年大

正美術会設立に参加。最も大阪らしい画家。

５７年日本芸術院恩賜賞受賞（日本画家とし

ては初めて）。６２年初の大阪市名誉市民。

大阪で没、８５歳。（出典 わ眼）日本画、版

画 

 

菅沼金六 （すがぬま・きんろく/1904～1988 年） 

 東京生れ。東京高等工業学校附属徒弟学

校電気科を経て、日本大学社会科に学び、

ディスプレイ用照明を手掛け、ディスプレイ、

デザイン、グラフィック・デザインのスタジオ

を経営。１９３３年シカゴ万博に際し、出品物

展示場の設計、施工を委嘱、渡米。３６年ア

メリカン・アカデミー・オブ・アート卒。４０年一

水会展出品。４６年一水会会員、６０年一水

会常任委員。４９年日本水彩画会展に出品、

同会会員。５３年より日展に出品、５７年日展

で岡田賞。東京で没、８４歳。洋画、水彩、デ

ザイン、ディスプレイ 

 

菅沼貞三 （すがぬま・ていぞう/1900～1993 年） 

 静岡県生れ。１９２６年慶応義塾大学文学

部美学美術史科卒。４８年機関誌『美術研究』

に健筆を揮い、創刊号より数多くの研究成果

を公表。６２～６６年慶應大学文学部教授。５

５～６８年大和文華館研究員嘱託、『大和文

華』誌上に論考を発表。７０年愛知学院大学

教授。７９年常葉美術館名誉館長。６０年慶

応義塾大学より文学博士。静岡県文化財保

護審議会委員(５２～８３年月)、東京都文化

財専門委員(６８～７１年)。渡辺崋山の研究

の基礎を確立。『定本・渡辺崋山』(全3巻、郷

土出版社、平成3年)が常葉美術館の編集に

よって刊行。静岡県で没、９２歳。美術館長、

美史 

 

菅沼 稔 （すがぬま・みのる/1951 年～ ） 

 静岡県生れ。１９７４ 年東京藝術大学美術

学部絵画科油画専攻卒、７６年同校大学大

学院美術研究科版画専攻修了。９８年モダン

アート展で新人賞及び俊英作家賞、第34 回

神奈川県美術展で特選。２０００ 年現代日本

美術展で横浜美術館賞（東京都美術館、京

都市美術館）。０１～０２年文化庁派遣芸術家

在外研修員欧州滞在（主にスペイン）。バラト

バァヴァン国際版画ビエンナーレ展で名誉

賞（インド、ローパンカール美術館）。日本美

術家連盟会員、相模女子大学講師。版画 

 

菅野くに子 （すがの・くにこ/生誕年不詳～ ） 

 東京生れ。武蔵野美術大学油画科卒。リト

グラフ、エッチング制作。９８年手漉き和紙に

よる制作。２００１年ガレリアグラフィカ（東

京）、１２年ギャラリーゴトウ（東京）、１５，１７、

１９年ギャラリーアビアント（東京）、０２，０４，

０６，０８、１０、１３、２１年新潟絵屋（新潟）で

個展。洋画、版画 

 

菅野圭介 （すがの・けいすけ/1909～1963 年） 

 東京生れ。京都帝国大学文学部中退。１９

３５～３７年欧州巡遊。ジュール・フランドラン

に師事。３８年独立展で協会賞を受賞。４１年

日動画廊で個展。４３年独立美術協会会員。

５２年渡米、ブラジルを経て欧州へ、同年帰

国。東京で没、５３歳。（出典 わ眼）洋画 

 

菅野矢一 （すがの・やいち/1908～1991 年） 

 山形市生れ。川端画学校に学ぶ。１９３９年

安井曾太郎に師事。４０年より一水会展に出

品、４６年一水会会員、６０年一水会委員に

推挙、７７年一水会常任委員。５３～５４年渡

欧、アカデミー・グランド・ショミエールに通う。

５５、６０年日展で特選。６２年日展で菊華賞。

６６年日展会員。７９年日展で文部大臣賞。７

７年山形美術館で個展。８１年日本芸術院賞、

８６年日本芸術院会員。東京で没、８４歳。洋

画 

 



菅野 陽 （すがの・よう/1919～1995 年） 

 台北市生れ。１９４３年東京美術学校日本

画科卒。戦後銅版画に転じる。４７年前衛美

術会創立に参加。５５年日本版画協会展出

品、翌年、同会員。５７～６４年東京国際版画

ビエンナーレ出品。日本国際美術展、現代

日本美術展出品。銅版画のさまざまな技法

を駆使した繊細な作風で知られる。６３年『江

戸の銅版画』を刊行。著書『版画の技法』『日

本銅版画の研究・近世』。９５年没、７６歳。９

６年平塚市美術館遺作展。版画、油彩 

 

菅野 廉 （すがの・れん/1889～1988 年） 

 宮城県生れ。１９１０年宮城県師範学校卒。

１５年東京美術学校卒。２５年二科展入選。３

１年パリに留学、サロン・ドートンヌに入選。３

５年河北美術展で河北賞（最高賞）。６４年宮

城県芸術協会の創設に参加。６５年蔵王写

生会を創設。８４年宮城県美術館で菅野廉

展を開催。１９８８年没、９８歳。大衡村ふるさ

と美術館「菅野廉」記念絵画常設展示。洋画、

美術館 

 

菅谷邦敏 （すがや・くにとし/1914～1992 年） 

 栃木市生れ。１９３６年中央大学法学部中

退。４５年小絲源太郎に師事。４６年日展入

選。４７、５０年日展特選。６１年日展で菊華

賞。８２年日展評議員。４７年光風会展に入

選、光風賞、光風会会員。６１～６２年渡欧。

川崎市で没、７８、７９歳。洋画 

 

菅谷富夫 （すがや・とみお/1953 年～ ） 

 千葉県生れ。財団法人滋賀県陶芸の森学

芸員、大阪市立近代美術館建設準備室学芸

員。２０１７年大阪中之島美術館準備室長。１

９年より阪市立近代美術館長。近代デザイン、

写真、現代美術の分野を担当する一方、新

しい美術館整備を統括する。美術館長 

 

菅谷元三郎 （すがや・もとさぶろう/1896～1946 年） 

 千葉市生れ。千葉中学校を卒業後、太平

洋画会研究所で中村不折に学び、また満谷

国四郎の影響も受ける。１９２５年千葉市幕張

町へアトリエを建立し、２７年から太平洋画会

展、２８年から帝展へ「老人像」出品、３５年無

鑑査。１９４６年没、５０歳。洋画 

 

菅原慶吾 （すがわら・けいご/1921～1985 年） 

 福岡県生れ。元東美展代表。１９８５年没、

６４歳。洋画 

 

菅原白龍 （すがわら・はくりゅう/1833～1898 年） 

 山形県生れ。１８４２年独学で『北斎漫画』を

学び、南宗画を学んだ。６２年蕃書調所に出

仕、西洋画を研究していた川上冬崖とも親し

く交友。白龍は洋画の研究を始めた。７７年

内国勧業博覧会に出品、褒状。８４年第 2 回

内国絵画共進会には銅賞。渡辺小華らと「東

洋絵画会」を結成、機関誌『東洋絵画叢誌』

を発行。『絵画叢誌』とし、編集。東洋絵画共

進会では審査員、金賞や銅賞。９６年天心は

日本画壇の革新派の総帥として日本絵画協

会を組織するが、白龍はその第 1 回から参

加、第 2 回展には天心から川端玉章、橋本

雅邦、山名貫義とともに四人の審査官の一

人に推挙。９９８年猪瀬東寧らとともに「日本

画会」を創立、日本美術協会から名誉賞牌。

東京で没、６４歳。（出典：ウキペディア）江戸

後期-明治の南画家、日本画、美普 

 
菅原 優 （すがわら・ゆう/1977 年～ ） 

 埼玉県生れ。１９９８年日本デザイン専門学
校卒。２０００年個展「投げ出された肖像」
（HARAJUKU GALLERY）。０４年個展「私の
化身」（銀座ギャラリー中沢）。０６年個展「肉
の行為」（青木画廊 LUFT）。１１年個展「部屋
にあるドラマ」（青木画廊）。日本デザイン専
門学校美術科講師。（出典 わコレ）洋画、デ
ザイン、美教 

 
杉浦一郎 （すぎうら・いちろう/1916～1977 年） 

 東京生れ。川端画学校に学ぶ。１９５２年旺
玄会出品、５５年会友、５８年会友努力賞、５
９年会員、６２年旺玄会委員、６４年常任委員。
日本山林美術協会会員。１９７７年没、６１歳。
洋画 

 

杉浦邦恵 （すぎうら・くにえ/1942年～ ） 

 名古屋市生れ。１９６７年にシカゴ美術館附

属美術大学学士課程を修了。同大学で写真

と出会い、ケネス・ジョセフソンらニューバウ

ハウスの流れをくむ教授たちの薫陶を受け、

ＮＹに移す。５０年以上、チャイナタウンのス

タジオでつねに実験的で独創的な写真表現

を探求し、実験的な手法を用いた独自の作

品を制作。２００７年東川賞（国内作家賞）。２

０１８年大規模な回顧展が東京都写真美術

館で開催。その半世紀にわたる軌跡と先駆

的な世界観が紹介された。写真、美術家 

 

杉浦俊香 （すぎうら・しゅんこう/1844～1931 年） 

 静岡県生れ。日光及び高野山に籠り技を

研磨し、支那に遊び台湾に渡り技を磨いた。

６０歳大阪府豊能郡の剣尾山山頂に籠居し 3

年間の修養を積み、独自の日本画を創出。

溌墨画及び雪影は独自の画風である。近代

日本画壇はもとより、前後五回、欧米に渡り

日本画の紹介行脚を行い海外にも日本画を

紹介した。１９１３年フランス政府より、オフィ



シエ・ド・アカデミー勲章。同時に仏ルーヴ

ル美術館より作品『遠浦帰帆』の展示。１９３１

年没、８７歳。日本画 

 

杉浦非水 （すぎうら・ひすい/1876～1965 年） 

 松山市生れ。１９０１年東京美術学校日本

画科卒。アール・ヌーヴォ―様式に影響を受

ける。１０年三越呉服店の図案主任。２２～２

４年渡欧。２５年創作図案研究団体七人社を

結成。２９年帝国美術学校図案科長に就任。

３５年多摩帝国美術学校を創立、校長。工芸

図案界の先覚者。３７年全日本商業美術連

盟を結成、委員長に就任。５４年日本芸術院

恩賜賞受賞。５８年紫綬褒章受章。日本のグ

ラフィック・デザイナー。６５年没、８９歳。図

案、グラフィック・デザイナー、版画、美教、

多摩帝国美術学校を創立、校長。 

 

杉浦正美 （すぎうら・まさみ/1926 年～ ） 

 愛知県生れ。１９５２年北川民次、安藤幹衛

に師事。５２年二科展に入選。公告デザイン

を手掛けながら、描き続けた。６１年二科展

で特選。６３年二科展会友。８０年二科展会

員。８７年二科展会員努力賞。８８年名古屋

市の栄中日文化センターで、「杉浦正美洋

画教室」を開設。２００８年初期作から最新作

までの絵画６０点を田原市へ寄贈。洋画、版

画、美研 

 

杉浦幸雄 （すぎうら・ゆきお/1911～2004年） 

 東京生れ。本郷の郁文館中学校時代に本

郷絵画研究会などで学び，１９２９年岡本一

平門下に入る。３１年『アサヒグラフ』に作品

が掲載，３２年横山隆一，近藤日出造らと新

漫画派集団を結成，３８年『主婦の友』連載

の『銃後のハナ子さん』がヒット。第2次世界

大戦後は『アトミックのおぼん』（1947）風俗ま

んがで人気，５６年第2回文藝春秋漫画賞。

岡部冬彦と組んだ『図解・淑女の見本』

（1969）。週刊『漫画サンデー』に ８３～２００

３年連載した『面影の女』は，４５～５４年に限

定。８０年紫綬褒章，８５年勲四等旭日小綬

章。東京で没、９２歳。漫画、洋画 

 

杉 英治 （すぎ・えいじ/1914～1987 年） 

 岡山県生れ。１９７０年二科会会員、審査

員。ル・サロン会員。国際ボザール会員。ロ

ーマ招待個展。バルバニーニ個展。外遊取

材旅行。大阪で没、７３歳。洋画 

 

杉下昭明 （すぎした・てるあき/1927～1994 年） 

  宮崎県生れ。１９４５年旧制県立都城商業

学校卒、５１年宮崎大学学芸学部２年課程図

画工作科入学。８３年ロ－マン派美術協会展

初出品。８６年退職後は県立福島高校で非

常勤講師。絵画、陶芸教室などで指導する。

９０年ロ－マン派美術協会理事。９３年度都

城市文化賞。１９９４年没、６７歳。洋画、美教 

 

杉戸 洋 （すぎと・ひろし/1970 年～ ） 

 愛知県生れ。１９９２年愛知県立芸術大学

美術学部日本画科卒。２０１６年の個展「杉戸

洋こっぱとあまつぶ」（豊田市美術館）、建築

家・青木淳とコラボレーションし、会場を構成。

１７年東京初個展「杉戸洋 とんぼ と のりし

ろ」（東京都美術館）で前川國男が設計した

美術館の展示空間と呼応するような幅 15 メ

ートルの大作《module》（2017）を発表。グル

ープ展；「ウィンター・ガーデン：日本現代美

術におけるマイクロポップ的想像力の展開」

（原美術館ほか、０９年）、「ロジカル・エモー

ション― 日本現代美術展」（ハウス・コントル

クティヴ美術館ほか、2014-15）など。１７年芸

術選奨、文部科学大臣賞。日本画、洋画、現

代美術 

 

杉浦イッコウ （すぎうら・いっこう/1946 年～ ） 

 愛知県生れ。１９６６年中部新制作展で新

人賞。１９７３年桜画廊（名古屋）で個展開

催。１９７７－８５年ギャラリー安里（名古屋）で

個展開催。１９８６年日本国際美術展で国立

国際美術館賞。第７回現代日本絵画展で朝

日新聞社賞受賞。１９８７年中日展で大賞。１

９９０年日本国際美術展で三重県立美術館

賞。洋画 

 

杉浦 茂 （すぎうら・しげる/1908～2000 年） 

 東京生れ。１９２６～３０年太平洋畫會研究

所入所。３０年帝展洋画部入選。３２年田河

水泡に師事。作品『どうも近ごろ物騒でいけ

ねえ』が東京朝日新聞に載り、漫画家デビュ

ー。ユーモア漫画や教育漫画を描いたが、

戦後に独特でナンセンスなギャグ漫画は熱

狂的な人気を呼び、88 歳まで執筆活動を続

けた。２０００年没、９２歳。漫画 

 

杉林古香 （すぎばやし・ここう/1881～1913年） 

 京都生れ。１８９５年京都市立美術工芸学

校漆工科入学。０４年西川一草亭（生花去風

流七代家元・津田青楓の実兄）・津田青楓

（洋画・日本画家）と3人で図案研究の目的で

「小美術会」を結成。図案雑誌『小美術』（木

版摺の図案を掲載）を芸艸堂より刊行

（1904.4）、同号を浅井忠に献呈して知遇を

得る。浅井忠・谷口香嶠を同誌の顧問に迎

え、作品評などを掲載して評判。第6号



（1904.3）で廃刊。０６年浅野古香、浅井忠・

神坂雪佳らを迎えて漆芸家と図案家の図案

研究会「京漆園」を結成し、浅井忠・神坂雪

佳・谷口香嶠らから図案の指導を受ける。杉

林姓を名のって浅井の図案を基に多くの漆

器を制作し関西美術会展工芸に出品。１９１

３年没、３２歳。漆工芸、蒔絵師、版画 

 

杉原元人 （すぎはら・げんじん/1912～2009 年） 

 三重県生れ。川端画学校卒。１９４６年児玉

希望に師事、日展初入選。５５年日展特選、

白寿賞。６８年日展菊華賞受賞。７０年日展

会員。８４年国際芸術文化大賞。８９年紺綬

褒章。９２年日展参与任。９３年日展文部大

臣賞。９６年勲四等瑞宝章。２００５年画集刊

行「杉原元人」（美術年鑑社）。２００９年没、９

７歳。日本画 

 

杉原正巳 （すぎはら・まさみ/1913～1946年） 

 静岡県生れ。１９３８年東京美術学校油画

科卒。３４年本科に進み、南薫造教室に学ぶ。

３６年校内の臨時版画教室で平塚運一に木

版画を学び、３７年国画会展入選。３７年日

本版画協会展に入選。３９年独立展に油彩

画、国画会展に木版画が入選。４２年日本版

画協会展に出品。４３年会員。４４年には恩

地孝四郎の主宰する版画研究会「一木会」

に参加。４３年美術文化協会展にも油彩画を

出品、同人。１９４６年没、３３歳。洋画、版画 

 

杉原正巳 （すぎはら・まさみ/1913～1946年） 

 静岡県生れ。１９３８年東京美術学校油画

科卒。４２年日本版画協会展に出品。４３年

会員。４３年美術文化協会展にも油彩画を出

品。同人に推挙。４６年静岡県で没、３３歳。

洋画、版画 

 

杉全 直 （すぎまた・ただし/1914～1994年） 

 東京都生れ。１９３８年東京美術学校油画

科卒。二科展に出品。３９年独立展で協会賞。

３９～５３年美術文化協会創立に参加。日本

国際美術展、現代日本美術展に出品。精力

的に個展開催。５５年ころより抽象絵画。５８

年日本美術展で優秀賞。５９年日本国際美

術展で鎌倉近代美術館賞。６１年同展でブリ

ヂストン美術館賞。多摩美術大学教授、東京

芸術大学教授を歴任。９９年姫路市美術館

で個展。東京で没、７９歳。洋画、美教 
 

杉村 惇 (すぎむら・じゅん/1907～2001 年)  

 東京生れ。１９３２年東京美術学校西洋画

科卒。3年より岡田三郎助教室で学ぶ。３３年

仙台市常盤木学園で一時教鞭。４３年文展

無鑑査。５１年東北大学教育学部講師、翌年

助教授。６３年日展審査員、６４年東北大学

教育学部教授、日展会員、光風会評議員、

宮城県芸術協会の設立に参加し、理事。６７

年宮城教育大学教授。７４年宮城県教育文

化功労者。７８年日展評議員・日洋展常任委

員。８３年日展文部大臣賞。２０１４年宮城県

塩竈市に「塩竈市杉村惇美術館」が開館。２

００１年没、９４歳。洋画、美教、個人美術館 

 

杉本亀久雄 （すぎもと・きくお/1920～1992 年） 

 奈良市生れ。１９４４年関西学院大学卒。毎

日新聞社に勤務、大阪本社学芸部美術記

者、６６年まで在籍。自由美術家協会展に出

品。４９年自由美術家協会会員。５０年モダ

ンアート協会創立会員として参加。６６年日

動サロン、６７年大阪梅田画廊で個展。大阪

で没、７１歳。洋画 
 

杉本健吉 （すぎもと・けんきち/1905～2004 年） 

 名古屋市生れ。１９２３年愛知県立工業学

校図案科卒。２５年頃京都で岸田劉生に師

事。３１年国画会展に出品。３８年国画会同

人。４２年新文展特選。４６年日展特選。４９

年頃吉川英治の連載小説『新・平家物語』の

挿絵。８７年知多郡に杉本美術館が開館。９

４年愛知県美術館で個展開催。奈良の風物

を愛し多くの風景素描を残した。名古屋市

で没、９８歳。洋画、版画、水彩、挿絵、個人

美術館 

 

杉本三郎 （すぎもと・さぶろう/1898～1942 年） 

 東京生れ。初め木彫を森鳳声に学び、の

ち東京美術学校に入学、１９２１年卒業後、

帝展文展に入選9 回、４１年文展無鑑査。直

土会々員。１９４２年没、４４歳。彫刻 

 

杉本 鷹 （すぎもと・たか/1906～1962 年） 

 大阪生れ。１９３０年日本プロレタリア美術

同盟に加入。３２年二科会研究所に通う。４１

年二科展初入選。４６年日本美術会に参加。

４７年職業美術協会結成に参加、常務理事、

職業美術協会研究所で指導にあたる。６２年

没、５６歳。洋画 

 

杉本哲郎 （すぎもと・てつろう/1899～1985 年） 

 大津市生れ。１９１３年京都市立美術工芸

学校３年、京都市立絵画専門学校入学２０年

卒。２３年鹿子木孟郎に師事。３７年外務省

文化事業部嘱託としてインドのアジャンタ洞

窟壁画の模写、３８年セイロンのシーギリヤ

岩崖壁画を模写、４０年には満州史跡調査

員としてモンゴルのワーリン・マンハ慶陵壁



画模写。４３年東本願寺南方仏教美術調査

隊としてインド、クメール、タイ、スマトラ、ジャ

ワなどの仏教美術を調査、５１年インド・シャ

ンチニケータン大学客員教授として教鞭。５

８年ＮＹで個展、６０年サンフランシスコで個

展。本願寺津村別院の壁画制作。７６年ブラ

ジルより国際文化勲章。８４年京都市文化功

労賞。京都で没、８６歳。壁画模写、壁画、洋

画、日本画 

 

杉本博司 （すぎもと・ひろし/1948 年～ ） 

 東京生れ。立教大学経済学部卒。１９７０年

米、ロスのアートセンター・カレッジ・オブ・デ

ザインで写真を学ぶ。７４年ＮＹに移り。７５

年から写真作家へ。７６年ニューヨーク近代

美術館で最初のシリーズである「ジオラマ」

シリーズの 1 枚を持ち込み、これが評価され

て買い上げ。ＮＹ州の奨学金やグッゲンハイ

ム奨学金を得ながら写真作品を制作。７７年

南画廊個展。８１年ＮＹのソナベンド・ギャラリ

ーで個展。２００１年ハッセルブラッド国際写

真賞。欧米など世界各地の美術館で個展を

開催。０９年高松宮殿下記念世界文化賞、１

０年紫綬褒章。１３年フランス芸術文化勲章

オ フィ シエ 。 １７年文化功労者。写真      

５０ 

 

杉本ヘンリー （すぎもと・へんりー/1901～1990 年） 

 和歌山市生れ。１９２８年加州オークランド

芸術大学卒。２９年加州美術学校油画科修

了。２９年パリに留学、アカデミー、コラロッシ

に学ぶ。サロン・ドートンヌ入選。カリフォル

ニア水彩画協会会員。３９年サンフランシス

コ世界博覧会美術展で金賞。４４年ヘンドリ

ックス大学美術館で個展。木版画で受賞。６

４年二科会会員。７２年ロサンゼルス市からド

キュメンタリー絵画と命名、特別賞。日動画

廊で個展。NY で没、８９歳。洋画、水彩 

 

杉本好守 (すぎもと・よしもり/1933～1999 年) 

 佐賀県生れ。佐賀大学卒業、石本秀雄に

師事。１９５４年東光展、５７年日展に入選。

以後両展に出品を続け、６１年東光会会員。

抽象表現の時期を経て、人物や鳥を写実的

に描いた。佐賀美術協会理事、緑光会（東光

会佐賀支部）代表、佐賀の美術の発展と後

進の育成にも尽力。１９９９年没、６６歳。洋画 

 

杉山惠子 （すぎやま・けいこ/1945 年～ ） 

 ２０００年八重洲カレッジ辻耕クラスで油絵

受講。社内の美術部で東原均に師事。０７年

芸大アンデパンダン展出品。０７～１１年日

美絵画展入選、佳作、学園賞。０８年上野の

森美術館日本の自然を描く展入選、以降も

上位入選。洋画 

 

杉山司七 （すぎやま・ししち/1895～1985 年） 

 富山市生れ。１９１５年富山県師範学校本

科卒。１９年東京美術学校師範科卒。富山県

立商業学校図画教師、和歌山県立中学、山

口県師範学校、同高等学校、高等女学校、

帝国美術学校等で教鞭。３７年国際美術教

育会議出席、渡欧し、1年間欧米の美術教育

を視察。４０年朝鮮、満州の美術教育を視察。

４５年美術教育奨励事業、美術教科書編纂

に携わる。５０～５５年東京都美術館館長、７

７年太平洋美術学校校長。『クレヨン画の描

き方』『綜合美術史要』『現代特選図案集』な

どを刊行。東京で没、９０歳。美術館長、美教、

洋画 

 

杉山新樹 （すぎやま・しんじゅ/1898～1974 年） 

 岡崎市生れ。１９２３年東京美術学校卒。２

５年「我々の会」を作り、洋画の展覧会を開き

新人の育成に努める。４４年まで春台会に所

属した。同年、旺元会に出品。岡崎市立高等

女学校、愛知県岡崎師範学校で教鞭。４５年

文化協会設立の世話人会。４６年岡崎美術

協会副会長。４９年愛知学芸大学教授。６０

年国際美術教育会議に日本代表出席。６７

年勲三等瑞宝章。１９７４年没、７５歳。洋画、

美教、版画 

 

杉山惣二 （すぎやま・そうじ/1946 年～ ） 

 名古屋市生れ。１９６９年東京芸術大学彫

刻科卒、７１年同大学大学院修了。７４、８３

年新制作協会展で新作家賞。８４年昭和会

展で最優秀賞。８６、９０年ロダン大賞展（美

ヶ原高原美術館）で特別優秀賞。９４、２００２

年泰明画廊で個展。彫刻、テラコッタ 

 

杉山雅之 （すぎやま・まさゆき/1960 年～ ） 

 京都生れ。１９８３年京都市立芸術大学美

術学部卒、８５年京都市立芸術大学院修了。

０４年 KUMAMOTO ビエンナーレⅡで熊日

賞グランプリ。０３年あさご芸術の森大賞展で

大賞。０２年京展で京展賞。０４年に市長賞。

２００７年北陸中日美術展で富山テレビ賞、と

よた美術展、個展（ギャラリーなつか、galerie 

16）。彫刻 

 

杉山元輝 （すぎやま・もとてる/1900～1979 年） 

 岐阜県生れ。太平洋美術学校に学ぶ。石

井柏亭、有島生馬に師事。４７年一水科展、

日展入選。日展会友。５８年一水会会員。６６

年渡欧。１９７９年没、７９歳。洋画 



 

杉山 寧 （すぎやま・やすし/1909～1993 年） 

 東京生れ。１９２８年東京美術学校日本画

科入学。３１年帝展に入選。３２年帝展特選。

３３年東京美術学校日本画科卒。帝展特選。

５７年日本芸術院賞。６９年日展理事。７０年

日本芸術院会員。７１日展常務理事。７４年

文化勲章、文化功労賞。７６年日展顧問。９１

年東京名誉都民。１９９３年没、８２歳。日本

画 

 

勝呂孝資 （すぐろ・たかし/1925～1995 年） 

 静岡県生れ。大調和会委員。日光市で没、

７０歳。洋画 

 

勝呂 忠 （すぐろ・ただし/1926～2010 年） 

 東京生れ。１９４６年多摩帝国美術学校西

洋画科入学。４９年明治大学文学部仏文科

に編入学。５０年多摩造形芸術専門学校（現、

多摩美術大学）絵画科卒。５０年モダンアー

ト協会創立参加。６１年イタリア留学,モザイク

壁画を研究。多摩美大助教授。京都産業大

教授。舞台美術、装幀。８７年池田20 世紀美

術館「勝呂忠の世界展」開催。２００２年「勝呂

忠前衛美術 50 年展」（鎌倉中央公民館市民

ギャラリー）開催。２０１０年没、８３歳。著作に

「西洋美術史提要」など。洋画、美教、舞美、

装幀 

 

鈴木 章 （すずき・あきら/1906～1933年） 

 千葉県生れ。１９２８年東京高等工芸彫刻

部卒。２８年齋藤素厳に師事。２８年構造社

に出品、２９年構造社で研究賞、３０年構造

賞、会友、３２年構造社会員。１９３３年没、２７

歳。彫刻 

 

鈴木敦子 （すずき・あつこ/1968年～ ） 

 愛知県生れ。１９８７年名古屋芸術大学美

術学部入学。９１年中部春陽会（新人賞）。山

本鼎版画大賞展入選。９６年鹿沼市立川上

澄生美術館木版画大賞展で準大賞。２００７

年須坂版画美術館にて添付「新収蔵展-鈴

木敦子-樋勝朋巳」展。０７年より不忍画廊で

個展。版画 

 

鈴木 淳 （すずき・あつし/1892～1958 年） 

 佐賀県生れ。本名淳（じゅん）。1914 年第8

回文展に初入選。その後、11～12 回展に出

品。17 年東京美術学校西洋画科本科卆。21

年九州沖縄八県連合美術展に出品。第 3 回

帝展に出品、その後も 15 回展まで出品。37

年第 1 回新文展で無鑑査出品。美校在学中

に清水良雄の紹介で、鈴木三重吉と会い 

「赤い鳥」の挿絵、表紙、口絵などを担当し

た。58 年没、享年66 歳。（佐）洋画 

 

鈴木新夫 （すずき・あらお/1915～1980 年） 

 福島県生れ。３６年東京美術学校図案師範

科卒。在学中南薫造に師事。３７年新制作展

に出品。４７年新制作協会賞。５５年新制作

協会会員。６７年新具象研究会の結成に参

加。７１年まで研究会誌「画家」（季刊）を発行。

東京で没、６５歳。洋画 

 

鈴木栄二郎 （すずき・えいじろう/1910～1954 年） 

 東京生れ。１９２８年京華中学校卒、川端画

学校に学ぶ。３１年光風会展に入選、３１、３

２年光風賞、５４年光風会展で光風相互賞、

３７年光風会会員。３４年帝展に入選。３６年

文展鑑査展で選奨。３７年日本水彩画会会

員。４０年紀元二六〇〇年奉祝展で昭和洋

画奨励賞。４３年新文展無鑑査。４６年日展

で特選、４７無鑑査。４７年新樹会創立、会員。

４９年日本山岳画協会会員。１９５４年没、４３

歳。洋画、水彩 

 

鈴木英人 （すずき・えいじん/1948 年～ ） 

 福岡市生れ。神奈川県立横須賀高等学校

卒。１９８０年頃からイラストレーターとして活

動。８２年ロックバンドのヒューイ・ルイス&ザ・

ニュースのアルバム『ベイエリアの風』の日

本版のジャケットのイラストを製作。ダイヤモ

ンド社が発行していた FM 情報誌『FM 

STATION』では８１～８８年の創刊（プレ版を

入れるとその前年）表紙を担当。東京書籍の

英語教科書『NEW HORIZON』の表紙（1984

年 - 1986 年）、トヨタ自動車の乗用車「カリ

ーナ」のカタログ表紙（1983 年 - 1984 年）、

ライオンの男性向けシャンプー「TOP BOY」

（絶版）のラベルイラストも手がけた。イラス

ト、表紙、ラベル 

 

鈴木 治 （すずき・おさむ/1926～2001年） 

 京都生れ。京都市立第二工業卒。１９４７年

日展初入選。４８年八木一夫らと前衛陶芸の

走泥社を結成。６０年日本陶磁協会賞,45年

バロリス国際陶芸展金賞をうけるなど,国内外

で活躍した。７９年京都市立芸大教授。９９年

陶芸界から初の朝日賞。２００１年没、７４歳。

陶芸 

 

鈴木鵞湖 （すずき・がこ/1816～1870 年） 

 千葉県生れ。江戸に出て谷文晁、相沢石

湖に学ぶ。『十六羅漢像図』は千葉県指定文

化財。「近代美術の基礎を築いた」と評され

た。息子の石井鼎湖、孫の石井柏亭、石井



鶴三と三代にわたってその資質を継ぐ。石

井姓は、鼎湖が養子。２００５年「鈴木鵞湖研

究会」が有志で結成。１８７０年没、５４歳。江

戸末期の絵師 

 

鈴木華邨 （すずき・かそん/1860～1919年） 

 東京生れ。１８７４年中島亨齋に学び、菊地

容齋に就き「華邨」の号。四條派花鳥画も模

範とし自らの長所。８７年勧業寮編輯係に勤

務。起立工商会社図案係でも働く。７７年内

国勧業博覧会で花紋賞メダル受賞。８９年石

川県立工業学校教授、赴任。９８年日本美術

院創立には正員。「花鳥画の華邨」として知

らた。日本美術協会・国画玉成会・美術研精

会・巽画会に会員として参加。１９０７年文展

三等賞、０９年文展で褒章。１０年の日英博

覧会で金牌受賞。東京で没、５９歳。日本画、

挿絵、版画 

 

鈴木其一 (すずき・きいつ/1796～1858 年） 

 江戸生れ。江戸琳派の祖・抱一の一番弟

子。１８１３年抱一に入門。１８２３年抱一が没

して以降は、圧倒的な存在感を示した。３０

代半ばから４０代半ばにかけてはダイナミッ

クな構成や明快な色彩を多用し、新たな其

一様式が築かれました江戸琳派の優美な画

風を基盤にしながら、斬新で独創的な作品

を描いた画家。江戸後期の絵師 

 

鈴木御水 （すずき・ぎょすい/1898～1982年） 

 秋田市生れ。陸軍所沢飛行学校卒。日本

画の塚原霊山や伊東深水に師事。雑誌「キ

ング」や「少年倶楽部(クラブ)」に口絵や挿絵

をかいた。とくに飛行機の挿絵にすぐれてい

た。作品に「密林の王者」「海洋冒険物語」の

挿絵,絵本「万次郎漂流記」など。１９８２年没、

８４歳。秋田県出身。口絵、挿絵絵本 

 

鈴木金平 （すずき・きんぺい/1896～1978年） 

 四日市生れ。葵橋洋画研究所に学び、岸

田劉生、木村荘八らを知る。１９１２年ヒュウザ

ン会（のちフュウザン会）の結成に参加。中

村彝に師事。２２年帝展入選。太平洋画会展

で中村賞。牧野虎雄ら元槐樹会会員たちと３

３年旺玄社の創立に会員として参加。東京で

没、８１歳。洋画、版画 

 

鈴木 敬 （すずき・けい/1920～2007 年） 

 静岡県生れ。１９４４年東京帝国大学文学

部 

美学美術史卒４９年国立博物館に入り文部

技 

官。５２年文化財保護委員会事務局美術工

芸 

品課、５９年東京芸術大学美術学部専任講 

師、６０年助教授、６５年東京大学東洋文化

研 

究所助教授、６７年東京大学教授、７０～７２

年 

東文研所長。７５～７８年美術史学会代表委 

員。８４年紫綬褒章受章、８５年日本学士院

賞 

受賞、８６年静岡県立美術館館長、９０年日

本 

学士院会員。９１年勲二等瑞宝章受章。美

史、東文研所長、美術館長 

 

鈴木啓二 （すずき・けいじ/1898～1981 年） 

 函館市生れ。藤島武二に師事。御宿を愛し

一時新町に住む。新世紀美術協会会員。埼

玉県で没、８３歳。洋画 

 

鈴木堅司 （すずき・けんじ/1916～1994 年） 

 埼玉県生れ。１９３９年東京美術学校図画

師範科卒。新郷中学校、浦和高等学校で美

術教師。５９年蒼騎会代表。浦和市で没、７８

歳。洋画、美教 

 

鈴木賢二 （すずき・けんじ/1906～1987 年） 

 栃木市生れ。１９２４年栃木中学校卒。２５

年東京美術学校彫塑科入学。２９年東京美

術学校退学、日本プロレタリア美術家同盟書

記長。３１年プロレタリア美術研究所に入る。

４６年日本美術会北関東支部長。４９年日本

版画運動協会設立。６２年日本ブルガリア友

好協会理事。６３年キューバ友好協会理事、

インドネシア文化協会理事。栃木市で没、８

１歳。２０１９年栃木県立美術館で個展。彫刻、

版画 

 

鈴木幸生 （すずき・さちお/1912～1986 年） 

 東京生れ。１９３２年愛知県岡崎師範学校

本科卒。３７同美術専攻科卒。３８年二科展

入選。６０年二科会会員。８３年評議員。５１

～６０年愛知県立岡崎高等学校美術講師。７

５年岡崎文化協会の創立に参加、理事。８６

年名古屋画廊で自選展。岡崎市で没、７４歳。

９２年岡崎市美術館で個展。洋画、版画、美

教 

 

鈴木三郎 （すずき・さぶろう/1904～1950 年） 

 吉原治郎とともに関西学院に学び、絵画サ

ークル「弦月会」のメンバー。１９３４年二科展

入選。二科の九室会に展示された。４３年九

室会解散まで出品。１９５０年没、４６歳。洋画 



 

鈴木三五郎 （すずき・さんごろう/1902～1985 年） 

 愛知県生れ。１９２４年東京高等師範学校

卒。２９年名古屋市民美術展で市長賞。東海

美術協会展で受賞、３５年常任委員。３０年

愛知社展で愛知社賞。３３年帝展入選。４６

年光風会会員。４９年愛知学芸大学教授。６

６年文部省教育課程審議会専門委員。「愛

知県美術教育協会」創立に尽力。８０年名古

屋市美術館で個展。８５年没、８３歳。洋画、

美教 

 

鈴木三朝 （すずき・さんちょう/1899～1997 年） 

 三重県生れ。近藤浩一郎、荒井寛方に師 

事。１９２８年日本美術院展入選。４０年法隆

寺 

金堂壁画の保存模写事業に荒井寛方の助 

手として従事。４５年法隆寺金堂壁画荒井班 

の主任代理。８３年院展特待。１９９７年没、９

８ 

歳。紺綬褒章。日本画 

 

鈴木滋子 （すずき・しげこ/1977 年～ ） 

 神奈川県生れ。１９９８年以降、グループ展、

個展多数。９９年女子美術短期大学入学。２

００１年同校卒。０２年創形美術学校卒。Ｏギ

ャラリー、スペース行商で個展。フィギュア、

立体 

 

鈴木庄吾 （すずき・しょうご/1932～1991 年） 

 福島県生れ。１９５８年東京芸術大学デザイ

ン科卒。静岡県工業試験場に入り、フィンラ

ンド中央工芸大学に赴き、北欧デザインを研

究。伊勢丹研究所を経てフリーデザイナーと

して活躍。８４年北海道東海大学芸術工学部

デザイン学科で教鞭をとり始め、８５年同科

専任教授、北方生活研究所所長。インダスト

リアル・デザインを専門とし、日本流行色協

会参与、日本インテリア学会理事、北欧建築

デザイン協会理事、G マーク審査員、北方

産業デザイン振興事業専門委員。寒冷地の

生活を深く理解し、その特色に適し、生活を

いろどる工業デザインを生んだ。東京で没、

５９歳。デザイナー 

 

鈴木正二 （すずき・しょうじ/1910～1990 年） 

 山形県生れ。東京高等師範学校卒。川端

画学校で学ぶ。１９４１年国画会展で国画奨

励賞、４３年同会会友、５３年同会会員。１９９

０年没、８０歳。洋画 

 

鈴木松年 （すずき・しょうねん/1848～1918 年） 

 京都生れ。１８８０年京都府画学校出仕とな

り、８１年父鈴木百年の後任として同校北宗

科教員。８２年内国絵画共進会で褒状、８４

年同会で銀章となり、９０年内国勧業博で妙

技3 等。１９００年パリ万博で銅賞。鈴木派の

中心的画家として活躍。京都美術博、日本美

術協会、新古美術品展などでも受賞を重ね

たが代表作に嵯峨天龍寺の天井画「蛟龍

図」など。１９１８年没、７０歳。日本画、美教 

 

鈴木信吾 （すずき・しんご/1944～1993 年） 

 満州生れ。１９６６年立教大学経済学部卒。

７０年日本美術家連盟の版画工房に入り銅

版画の技法を学ぶ。７２年版画協会展協会

賞。７３～７９年渡欧、オステンド市（ベルギ

ー）ヨーロッパ絵画賞展、銅メダル。版画史

上例がないスティップル・エングレービング

（点刻）という超技法のみで描く作品に挑戦

し、多くの作品を残した。９３年没、４９歳。

（荒由）版画 

 
鈴木信太郎 （すずき・しんたろう/1895～1989 年） 

 東京生れ。年白馬会洋画研究所で学ぶ。１
９１６年文展初入選。２６年二科展で樗牛賞。
３６～５４年二科会会員。５５年一陽会を結成。
６０年日本芸術院賞を受賞。６９年日本芸術
院会員。８８年文化功労者。東京で没、９３歳。
（出典 わ眼）洋画、版画 

 

鈴木瑞彦 （すずき・ずいげん/1848～1901 年） 

 京都生れ。四条派の塩川文麟に学ぶ。９１

年京都市美術学校教授。山水・花鳥画が得

意。内国絵画共進会などで受賞。１９０１年

没、５４歳。江戸後期-明治の日本画、美教 

 

鈴木正教 （すずき・せいきょう/1922～1991 年） 

 山形県生れ。１９５４年京都市立美術大学

西洋画科卒。６７年独立美術協会会員。１９９

１年没、６９歳。洋画 

 

鈴木祖祐 （すずき・そゆう/1905～1975 年） 

 福島県生れ。１９３１、２年春陽会展入選。３

３年東京美術学校西洋画科卒。道展に出

品、のち会員。１９７５年没、７０歳。洋画 

 

鈴木大祥 （すずき・だいしょう/1883～1944 年） 

 秋田県生れ。大館中学を卒業後に上京し

て洋画を学び、帰郷後は森吉神社に奉仕し

た。その合間に地元の庄司穂軒に日本画を

学ぶ。のちに再び上京して小室翠雲に師事

した。１９４４年没、６１歳。日本画、洋画 

 

鈴木 隆 （すずき・たかし/1957 年～ ） 

 東京生れ。１９８１年東京芸術大学美術学

部卒、大橋賞／東京芸術大学第４回ジャパ



ン・エンバ美術コンクールで大賞。８３ヘンリ

ー・ムーア大賞展で佳作賞。８４年東京芸術

大学大学院修士課程美術研究科修了。２００

０年TUES 2000 展で TUES 賞を受賞／美ヶ

原高原美術館。「アーティスト・レジデンシィ

ー」ホンブルグ及びザールブリュッケンにて

滞在制作／ドイツ。２００１年ザンクト・ヴェン

デル／ドイツ 及び ポントレジーナ／スイス

にて滞在制作。２００５年ハノーバ及び グレ

ンツァハ・ビィレンにて滞在制作／ドイツ。洋

画 

 

鈴木 崧 （すずき・たかし/1898～1998 年） 

 横浜市生れ。１９１６年慶応大学法学部卒、

渡仏。ソルボンヌ大学入学。法学士号（リサ

ンヌ アンドロア）及び文学士号取得。ソルボ

ンヌ大学文科にて哲学、美学、社会学等の

研究で約１０年間在学。４３年二科展におい

て理論部を新設し、理論部会員。北園克衛、

植村鷹千代、山中散生と絵画理論の指導。５

５年フランス サロン・ド・メ出品。６０年二科

会において海外を担当し「国際文化交流展」

を企画担当。フランス サロン・ド・コンパレゾ

ンに出品。白木屋画廊鈴木崧作品展。６８年

ジュネーブ、コルチナ画廊にて「マチュー、

鈴木」二人展。９３年フランス政府から芸術文

化勲章勲位オフィシエ授章。９３年アンフォ

ルメル中川村美術館開館。１９９８年没、９９

歳。絵画理論、洋画、アンフォルメル中川村

美術館開館 

 

鈴木武志 （すずき・たけし/1895～1978年） 

 福島県生れ。太平洋画会研究所、アカデミ

ー・ジュリアンに学ぶ。中村不折に師事。太

平洋美術会参与。１９７８年没、８３歳。洋画 

 

薄田芳彦 （すすきだ・よしひこ/1898～1982 年） 

 岡山県生れ。１９１８年京都市立絵画専門

学校中退。二科展入選。２２年東京美術学校

西洋画科中退。２３年伊東廉、野間仁根らと

童顔社を結成。２８、３３年帝展入選。２８年旺

玄社創立に参加。７１年京都府立文化芸術

館で個展。８２年没、８４歳。洋画 

 

鈴木竹柏 （すずき・ちくはく/1918～2020 年） 

 神奈川県生れ。逗子開成中学校卒。１９３６

年中村岳陵に師事。５６、５８年日展特選。８

１年日展文部大臣賞。８７年日本芸術院賞。

９１年日本芸術院会員。２００７年文化功労

者。２０２０年没、１０１歳。日本画、日展理事

長 

 

鈴木千久馬 （すずき・ちくま/1894～1980 年） 

 福井市生れ。１９１２年葵橋洋画研究所に

学ぶ。２１年東京美術学校西洋画科卒研究

生。２５、２６，２７年帝展で特選。２８～２９年

渡仏。４１年大久保作次郎らと創元会を創立。

５７年日本芸術院賞。７２年日本芸術院会員。

７３年日展顧問。東京で没、８６歳。洋画 

 

鈴木亜夫 （すずき・つぎお/1894～1984 年） 

 大阪生れ。葵橋洋画研究所に通う。１９２１

年東京美術学校西洋画科卒、研究科に進級。

１７年二科展出品、２８年二科会友。３０年「一

九三〇年協会」展に出品。３０年独立美術協

会創立会員。一貫して独立に出品。６６年渡

欧、６７年日動画廊で個展。８２年ギャラリー・

ミキモトで米寿回顧展。東京で没、９０歳。洋

画、版画 

 

鱸 利彦 （すずき・としひこ/1894～1993 年） 

 千葉県生れ。本郷洋画研究所に入り、藤

島武二に師事。1918 年東京美術学校西洋

画科本科卆。第12回文展初入選。22年第4

回帝展に出品。以後15回展まで出品。40年

新日本美術連盟の理事長となる。49 年共立

女子大学教授、77年まで勤務。55年一陽会

の創立に参加。66 年から無所属。88 年日本

橋高島屋で個展。93年没、享年98歳。（佐）

洋画、美教 

 

鈴木朝潮 （すずき・ともみ/生誕年不詳～ ） 

 横浜市生れ。１９８５年東京芸術大学美術

学部油画科卒、大橋賞。８７年東京芸術大学

油画大学院壁画研究室修了。８６年日本イラ

ストレーション展で大賞、８９年THE ART 展 

ペイント部門で大賞、９０年 THE ART 展 フ

ォトグラフ部門で大賞、２０１７年高知国際版

画トリエンナーレで優秀賞。版画、イラスト 

                              １００ 

鈴木準中 （すずき・のりなか/1919 年～ ） 

 上海生れ。青山学院高商部卒。戦 

後文化学院図案科に学ぶ。アパレル業

界で成功。独学で版画制作。日本版画

協会展、現代動画展、日本板画院展に

出品。鮮やかな色使い高く評価。海外

で人気。版画 

 

鈴木梅巌 （すずき・ばいがん？/1836～1915 年） 

 愛知県生れ。上京し、梅巌は画家を志し塩

川文麟に四條派を学んだ。帰郷後まもなく明

治の時代となり、四條派から南画へと嗜好が

移りゆくなか、梅巌も１８７４年に小華が豊橋

に来たのを機に、小華について文人画を学

んだ。書も能筆で、書画の鑑定にもすぐれ、



崋椿一派はもちろん、故人の書画鑑定に信

頼。１９１５年没、８３歳。南画、文人画 

 

鈴木初江 （すずき・はつえ/1931～1975 年） 

 東京生れ。文化学院卒。モダンアート協会

会員。１９７５年没、４４歳。洋画 

 

鈴木春信 （すずき・はるのぶ/1725～1770 年） 

 江戸生れ。神田に居住。１７６０年頃紅摺絵

を描き，６５年多色摺木版画の錦絵を始め，

浮世絵版画技法上に貢献。浮世絵史におい

て一大転換期。絵暦交換会の場で錦絵と呼

ばれる多色摺木版画の完成。９００点前後の

錦絵を発表。新鮮な技法を駆使して，古典

的な抒情や日常生活の心理的機微を，当世

風俗や実在のモデルに託して表現。彼の描

く女性の姿態には妖艶というより清雅な趣が

ある。主要作品『風流やつし七小町』『お百

度参り』『座敷 (坐舗) 八景』『風俗四季歌仙』

『藤原敏行朝臣 (秋風) 』『おせんの茶屋』。

江戸で没、４５歳。江戸中期の絵師 

 

鈴木博尊 （すずき・ひろたか/1904～1988 年） 

 愛知県生れ。高間惣七、堀田清治に師事。

二元会理事長。元槐樹社委員。大阪で没、８

４歳。洋画 

 

鈴木廣之 （すずき・ひろゆき/1952 年～ ） 

 東京生れ。１９７７年東京大学文学部美術

史学科卒。７９年同大学院修士課程修了。東

京文化財研究所に入り、美術部日本東洋美

術研究室長を経て、２０１６年まで東京学芸

大学教授]を務める。２０１３年美術史学会代

表委員。遠山記念館館長。美史、美術館長 

 

鈴木不知 （すずき・ふち/1870～1930 年） 

 名古屋市生れ。１８８９年上京。小山正太郎

の不同舎に学ぶ。９３年明治美術会会員。１

９００年帰郷、洋画塾「白雲会」を開設、０８年

「名古屋洋画研究所」に改称。８００名の門弟

を輩出。０２年太平洋画会創立参加。１１年東

海美術会創立、常務理事。愛知県洋画壇の

草分け。名古屋市で没。６０歳。洋画、美教、

画塾→名古屋洋画研究所 

 

鈴木 誠 （すずき・まこと/1897～1969 年） 

 大阪生れ。１９２２年東京美術学校卒、同

研究科に進学。２１年帝展入選、光風会展

で今村奨励賞。２３～２７年渡欧パリでビシ

エールに師事、アカデミー・コラロッシに

て研修し、イタリアを歴遊。２９年帝展で特

選。２９年帝国美術学校助教授。３６年新

新制派協会を結成。３５～６８年多摩帝国

美術学校教授、５３年同校主任教授。東京

で没、７２歳。洋画、美教 

 

鈴木政輝 （すずき・まさてる/1924年～ ） 

 島原市生れ。１９４５年国内および諸外国

に作品発表、ヨーロッパほか多くの国を訪ね

帆船、海洋の研究取材。８３年大阪での帆船

フェスティバル。８５年練馬区立美術館開館

記念展に招待出品。８６年運輸大臣室が作

品収蔵。８８年海の記念日に運輸大臣賞。９

３年船の科学館が作品収蔵。北京市が作品

収蔵。洋画 

 

鈴木雅明 （すずき・まさあき/1981年～ ） 

 愛知県生れ。２００８年愛知県立芸術大学

大学院 美術研究科修了。０６年はるひ美術

館 (愛知)、０７年Bunkamura Gallery (08)(東

京)、１１年GALLERY GOHON（愛知）で個

展。０５年夢広場はるひ絵画ビエンナーレ 

夢広場はるひ大賞。０５年シェル美術賞2005

グランプリ。０７年損保ジャパン美術財団選

抜奨励展秀作賞。洋画 

 

鈴木マサハル （すずき・まさはる/1945～２０１８年） 

 横浜市生れ。１９６４年武蔵野美術大学入

学。６６年第一美術展奨励賞、神奈川県展最

高賞、スペイン、ポルトガル、フランス取材旅

行。７７年フランスに留学、パリ美術学校に学

ぶ。７９年サロン・ドートンヌ展へ出品。７９年

デ・ボザール展ボザール賞。８４年 I・M・A

国際現代美術家協会大賞。８７年国際芸術

文化賞。２００４年フランス、ソシエテ・ナショ

ナル・ボザール会員を経て現在無所属。２０

１８年没、７３歳。洋画 

 

鈴木美江 （すずき・みえ/1932 年～ ） 

 東京生れ。日本画家望月春江の長女。高

等学校在学中、寺内萬治郎と朝倉摂にデッ

サンを学ぶ。東京藝術大学日本画科に入

学、在学中に日本画院で入選、卒業直後に

日展入選、１９５６年日本画院展で日本画院

賞、日展で特選、白寿賞。早熟の女性画家と

して脚光を浴びた。一貫して女性をテーマ

に描き続けている。2013 年上野の森美術館

にて「鈴木美江展ー飛翔の明日へー」を開

催。日本画、日本画院理事長 

 

鈴木道子 （すずき・みちこ/1954 年～ ） 

 東京生れ。１９７４年武蔵野美術短期大学

卒業。８４年住友版画ミニアチュ-ル展で優秀

賞受賞。９３年現代日本美術展でブリヂスト

ン美術館賞。ぎゃらりいセンターポイント（東

京銀座）で個展開催。９４年花の美術大賞展



で兵庫銀行文化振興財団賞。'９５年現代日

本美術展で三重県立美術館賞。東京国際ミ

ニプリント・トリエンナーレで審査員特別賞。

洋画 

 

鈴木 満 （すずき・みつる/1913～1975 年） 

 静岡県生れ。1928 年太平洋画会研究所に

学ぶ。33 年太平洋美術学校卆。第 14 回帝

展に初入選。太平洋画会展に初入選。41 年

第 37 回太平洋画会展で葵賞。太平洋画会

会員。42年第2回陸軍美術展で情報局長賞。

43 年第 6 回新文展で特選。47 年示現会結

成時会員、56 年示現会退会。後、無所属。

75年上野松坂屋で中村直人と二人展。71年

日本橋高島屋で個展。6 月 8 日東京で没、

享年62 歳。（佐）洋画 

 

鈴木保徳 （すずき・やすのり/1891～1974 年） 

 東京生れ。１９０８年葵橋洋画研究所に通う。

１６年東京美術学校西洋画科卒。２８年二科

賞、会友。３０年独立美術協会創立会員。以

降出品。５４～６６年多摩美術大学教授。７２

年紫綬褒章。東京で没、８２歳。洋画、美教、

版画 

 

鈴木慶則 （すずき・よしのり/1936～2010 年） 

 静岡市生れ。１９５８年多摩美術大学絵画

学科油画専攻卒。６７年シェル美術展２等賞。

６９年「今日の美術－静岡」展（静岡県民会

館）に出品し今日の美術展大賞を受賞。７６

年大阪フォルム画廊（東京）個展。８５～８９

年渡仏。８８年静岡県立美術館「A-Value 展」

出品（以降９０、９２年）。仏カルカッソン市「日

仏抽象絵画展」出品。静岡市で没、７４歳。

洋画 

 

鈴木義治 （すずき・よしはる/1913～2002 年） 

 横浜市生れ。川端画学校卒。洋画家の宮

本三郎に師事。映画、レコードの美術宣伝

に携わった後、１９５４年から絵画に専念。５８

年「コタンの口笛」(石森延男作)の挿画を手

がけた。ほかの主な作品に「まちのせんたく」

「ネコのおしろ」「雨のにおい 星の声」「ヴァ

イオリンの村」「五色のしか」「風の音をきか

せてよ」などがある。５８、５９、７５、８８年産経

児童出版文化賞。６９年小学館絵画賞。８４

年児童文化功労者賞。８８年絵本にっぽん

大賞。２００２年没、８９歳。挿絵、絵本 

 

鈴木頼子 （すずき・よりこ/1963 年～ ） 

 津市生れ。１９８８年日本具象版画展で優

秀賞。日本版画協会展に出品。８９年創形美

術学校版画科 （研究科） 卒。９０年期待の

新人作家大賞展で優秀賞。９１年現代日本

美術展で兵庫県立近代美術館賞。９２年２１

世紀版画グランプリ展で特別賞。日本版画

協会展で第６０回記念賞受賞。現代日本美

術展で三重県立美術館賞受賞。版画 

 

鈴木龍一 （すずき・りゅういち/1904～1985 年） 

 横浜市生れ。和田三造に師事、１９２１年ブ

ラジルのリオデジャネイロ美術学校に学ぶ。

２２年代渡仏、パリで活躍。藤田嗣治、薩摩

治郎八と交友。サロン・ドートンヌ、サロン・

デ・ザンデパンダンに出品。パリで没、８１歳。

洋画、版画、装飾、イラスト、美評 

 

鈴木良治 （すずき・りょうじ/1886～1931 年） 

 新潟県生れ。新潟中学校卒。１９１１年東京

美術学校西洋画科卒。１４年文展入選。２３

年外遊。光風会展、帝展に出品。白日会会

員。１９３１年没、４６歳、洋画 

 

鈴木良三 （すずき・りょうぞう/1898～1996 年） 

 水戸市生れ。１９２２年東京慈恵医大卒。中

村彝.に師事。川端画学校に通学。２２年「金

塔社」を結成。２２年帝展入選。２８～３０年渡

仏。３９年一水会展で具方賞。４６年一水会

会員。８１年茨城県県民文化センターで「画

道６０年鈴木良三展」。東京で没、９８歳。洋

画 

 

須田輝洲 （すだ・きしゅう/生没年不詳） 

 １８９３年明治美術会第５回展に出品。９７年

入場有料で「百美人油絵展」を丹羽林平と開

催（東両国江東館）。９８年明治美術会創立

十周年記念展に出品。作品所蔵先：山岡コ

レクション、徳川記念財団。師、生没年不詳。

（出典 わ眼）洋画 

 
須田剋太 （すだ・こくた/1906～1990 年） 

 埼玉県生れ。１９２７年県立熊谷中学卒。独
学で油絵を学ぶ。３９年文展で特選。３６年
光風会展でＦ氏奨励賞。３８年光風会展で光
風特賞。４０～４９年光風会会員。４９年国画
会会員。抽象画を描く。７１年司馬遼太郎の
「街道をゆく」の挿絵。西宮市民文化賞、兵
庫県文化賞。大阪府に２２２３点寄贈。大阪
文化賞。講談社出版文化賞。神戸市で没、８
４歳。洋画、版画、立体、挿絵 

 
須田国太郎 （すだ・くにたろう/1891～1961 年） 

 京都市生れ。絵画は独学。京都帝国大学
哲学科で美学、美術史を学ぶ。関西美術院
に通う。１９１９～２３年渡欧。関西美術院に
出品。３３年独立美術協会会員に推挙。４７
年日本芸術院会員。５０～６０年京都市立美
術大学教授、のち学長代理。６１年没、７０歳。
（出典 わ眼）洋画、パステル、水彩、美教、
版画 



 
須田 寿 （すだ・ひさし/1906～2005 年） 

 東京生れ。１９３１年東京美術学校西洋画
科卒。官展に出品。４９年立軌会創立に参加。
５４年渡欧。６５年武蔵野美術大学教授。８５
年芸術選奨文部大臣賞を受賞。東京で没、
９８歳。（出典 わ眼）洋画、美教 

 
スタンラン （すたんらん/1859～1923 年） 

 テオフィル＝アレクサンドル・スタンラン・
Théophile-Alexandre STEINLEN。スイス・ロ
ーザンヌ生れ。８１年パリ・モンマルトルに移
住。８３年雑誌「シャ・ノワール」挿絵寄稿。８８
年アリスティド・ブリュアン歌集挿絵。９４年ボ
ディニエール画廊初個展。９６年「ロドルフ・
サリのシャ・ノワール一座巡業」ポスター。１９
０１年フランス市民権。１９２３年モンマルトル
で没、６４歳。洋画、挿絵 

 

須知鏡子 （すち・きょうこ/1947 年～ ） 

 大阪生れ。１９７３年武蔵野美術短期大学

通信教育部卒。９０年芦屋市展。９１年第６回

吉原治良賞美術コンクール優秀賞。第２０回

現代日本美術展賞候補。９４年現代日本美

術展佳作賞、三重県美術館賞。第４７回芦屋

市展美術協会賞。1997 年 吉 原 治 良 賞

美 術 コンクールで優 秀 賞 。元永定正

に師事。洋画 
 

須藤雅路 （すどう・まさじ/1900～1979 年） 

 福岡県生れ。１９１９年県立中学修猷館卒、

翌年東京美術学校図案科入学。２５年同校

卒業後、香川県立工芸学校、福岡県工業試

験所、大阪府工業奨励館勤務。５３年東京美

術学校図案科主任教授。教育者としての評

価も高い。６８年同校退職後に東海大学教

授。また、日本色彩研究所や日本流行色協

会の評議員。１９７９年没、７９歳。洋画、美

教、色彩研 

 

須藤宗方 （すどう・むねかた/生没年不詳） 

 水野年方の門人。１９０１年山中古洞、都築

真琴、福永公美、高田鶴僊、鏑木清方、鰭崎

英朋らとともに烏合会の結成に加わる、創設

者 14 名の一人。０２年烏合会展に出品。大

正期に主として木版の口絵を描いていた。

口絵は錦絵と同様の製作方法で描かれてい

る。口絵を数多く残した。同門に前述の鏑木

清方、竹田敬方、大野静方のほか、荒井寛

方、池田蕉園、水野秀方、小山光方らがいた。

生没年不詳。口絵、錦絵、日本画 

 

砂澤ビッキ （すなざわ・びっき/1931～1989 年） 

 旭川市生れの彫刻家。農業講習所終了。１

９５３年土産物の木彫に従事。５５年モダンア

ート展で絵画が入選。翌５６年には彫刻に転

向し、６０年現代彫刻展に出品。大胆にして

繊細、原始的にしてモダンなビッキ独自の作

風を確立。世界的に高い評価を受けた異才。

８９年没、５７歳。彫刻 

 

砂田友冶 （すなだ・ともはる/1916～1999 年） 

 苫小牧市生れ。１９44 年東京高等師範卒。

５７年東京芸大に通い、林武に師事。独立会

員。全道展会員。北海道教大教授として多く

の後進を育てた。７８年仲間と「玄の会」を結

成。１９９９年没、８３歳。２０１６年苫小牧市美

術博物館で生誕１００年を記念した企画展を

開催。洋画、美教 

 

角南松生 （すなみ・しょうせい/1891～1984 年） 

 岡山市生れ。１９３３年春陽会洋画研究所

に学び、木村荘八、中川一政の指導を受け

た。春陽会展に第１０回展から出品、４０年春

陽会賞、４１年会友、４７年会員。４７年日展

から離れた。５２、６０、６３、７７年欧米を巡遊。

村武らと浅草で天洋画会を設け。活動写真

時代の映画館宣伝の草分けとして活躍。東

京で没、９２歳。洋画、映画 

 

洲之内徹 （すのうち・とおる/1913～1987 年） 

 松山市生れ。１９３０年東京美術学校建築

科入学、中退、帰郷し日本プロレタリア文化

連盟愛媛支部結成。３５年雑誌「記録」同人、

文芸評論。戦後は、日中戦争の体験などを

主題に小説を発表、芥川賞候補。５８年田村

泰次郎の現代画廊に入社し、のち経営を引

き継ぐ。美術評論の分野でも意欲的に執筆。

新人の発掘、定評のある作家より世に知られ

ない画家たちの優品を集めた“洲之内コレク

ション”。１４年間１６５回にわたって「芸術新

潮」誌上に連載した「きまぐれ美術館」。著書

に『絵のなかの散歩』（７３年）、『きまぐれ美

術館』（７８年）、『洲之内徹小説全集』（全２巻、

８３年）ある。東京で没、７４歳。（引用 東文

研）美術商、美評、コレクター、著 

 

澄川喜一 （すみかわ・きいち/1931 年～ ） 

 島根県生れ。東京芸術大学美術学部彫刻

科卒。元東京芸術大学学長。新制作協会会

員、２００６年同協会委員長。日本芸術院会

員、文化功労者。金沢美術工芸大学客員教

授。東京芸術大学名誉教授。島根県芸術文

化センター グラントワセンター長・石見美術

館長、財団法人横浜市芸術文化振興財団理

事長。２０年文化勲章。彫刻、美術館長 

 

墨江武禅 （すみのえ・ぶぜん/1734年～1806年） 

 大坂の船町に住む船頭、月岡雪鼎に絵を

学んでこれを本業とし、１７８１～８９年頃、肉



筆美人画を描いた。また、宋元の古画を研

究し、更に池大雅の画法も習得。また彫金の

毛彫りを得意とし、石膏で仮山水をつくる。

彫金家としても絵師としても認められてい

た。生涯独身で、１８０６年没、７３歳。江戸中

期-後期の大坂の浮世絵師、彫金 

 

住谷磐根 （すみや・いわね/1902～1997年） 

 群馬県生れ。１９２１年日本水彩画会展に

入選、上京川端画学校に学ぶ。２３年二科展

に入選。ＭＡＶＯに参加。２４年三科造形美

術協会創立に参加。２７年牧野虎雄に師事し、

槐樹社展に出品。独立展に出品。６３年より

大調和展に出品。１９９７年没、９５歳。洋画、

版画、水彩 

 

鷲見康夫 （すみ・やすお/1925～2015 年） 

 大阪生れ。関西大学専門部経済科、立命

館大学専門部経済科卒。建設省建設大学校

（建設美学）、大同工業大学（造形・意匠）、

宝塚造形芸術大学・名古屋芸術大学（現代

美術）、関西大学（絵画）で講師。１９５４年芦

屋市展に作品。５５～６８年具体美術協会に

加入、第1 回（55 年）から最後となる第21 回

（68年）まで出品。７２年まで「具体」所属。７５

年「アーティスト・ユニオン」（AU）に参加。２０

００年『やけくそ・ふまじめ・ちゃらんぽらん』

出版（文芸社）。２０１５年没、９０歳。抽象、具

体、美教 

 

須山計一 （すやま・けいいち/1905～1975 年） 

 長野県生れ。１９３０年東京美術学校西洋

画科卒。日本漫画連盟に参加。３３年日本プ

ロレタリア美術家連盟書記長。４１年一水会

展に入選。４６年一水会会員。４２年双台社

同人。４５年信州美術会創立会員。４７年日

本美術会会員。５９年草炎会創立会員。東京

で没、６９歳。洋画 

 

諏訪兼紀 （すわ・かねのり/1897～1932 年） 

 鹿児島県生れ。大正-昭和時代前期の版

画家。１８９７年生れ。２１年日本創作版画協

会展に木版画を出品。２７年帝展入選。２９年

恩地孝四郎,川上澄生 らによる「新東京百

景」の制作にくわわり、11 点を担当。３１年日

本版画協会の創立に参加した。１９３２年没、

３６歳。版画、洋画 

 

諏訪直樹 （すわ・なおき/1954～1990 年） 

 三重県生れ。１９７７年 B ゼミ Schooling 

System を修了。７７年個展、白樺画廊(東京)

開催。個展を中心にコバヤシ画廊(銀座)で

発表。「もの派とポストもの派の展開―６９年

以後の日本の美術」(８７年、西武美術館)、

「ART IN JAPANESQUE―現代の「日本画」と

「日本画」的イメージ」(９３年 O 美術館)、「現

代絵画の一断面―『日本画』を越えて」(９３

年東京都美術館)。１９９０年事故で没、４６歳。

２００１年(平成 13)には｢没後十一年 諏訪直

樹展｣(三重県立美術館)が開催された。現代

美術、洋画、立体、日本画          １

４０ 

 
せ  

清希 卓 （せいき・たく/1906～1974 年） 

 山口県生れ。１９３６年文展監査展に入選。

元、自由美術協会会員。チャーチル会会

員。１９７４年没、６８歳。洋画 

 

清野克己 （せいの・かつみ/1916～1995年） 

 山形県生れ。１９３４山形中学校卒。近代洋

画研究所（アバンギャルド・バンチュール・ア

カデミー）入所。藤田嗣治、野間仁根に師事。

３８年自由美術展入選。５２年モダンダンア

ート設立時から出品。５６年モダンアート協

会会員、審査員。６０年県展県展賞（最高賞）。

６２年東京国際ビエンナーレ展選抜出品。７

９～８７年個展多数。８８年「清野克己画業５５

年展」山形美術館と上山城の２館で同時開

催。１９９５年没、７９歳。洋画 

 

清野 恒 （せいの・つね/1910～1995年） 

 山形県生れ。本名恒太郎。早稲田大学文

学部卒。在学中より津田清楓洋画塾に学ぶ。

35年黒色洋画展を組織する。渡欧、古美術

研究の傍ら、サロン・ドートンヌに出品。39年

帰国。自由美術家協会の創立に会友として

参加。53年第3回モダンアート協会展で会員

となる。65年日動画廊で個展。66年日動サロ

ンで個展。87年までトキワ松楽園女子短期大

学で教授を務める。95年7月20日川崎市の

自宅で没、享年84歳。（佐）洋画、美教 

 

清宮質文 （せいみや・なおぶみ/1917～1991年） 

 東京生れ。父は画家の清宮彬。同舟舎に

学ぶ。東京美術学校油画科卒。慶應義塾工

業学校の美術教師を務める。１９５７年春陽

会会員。サエグサ画廊・南天子画廊・フォル

ム画廊等で個展。木版画、ガラス絵等を制作。

東京で没、７３歳。（出典 わ眼）版画，水彩、

ガラス 

 

清宮 彬 （せいみや・ひとし/1886～1969年） 

 広島市生れ。葵橋洋画研究所で黒田清輝

に油彩画を学ぶ。１９１２年ヒュウザン会（後

のフュウザン会）を結成。１４年巽画会で二等



賞。１５年草土社創立同人。３１年日本版画

協会創立会員。慶応義塾の幼稚舎や中等部

で美術教師。６９年没、８２歳。洋画、版画、

美教 

 

瀬尾 暹 （せお・あきら？/1906～1976 年） 

 名古屋市生れ。明倫中学卒。１９３１年二科

展入選、４２年会友。４７年二紀展に出品、４

８年二紀会同人。３５年愛知社展で愛知賞。

３７年汎太平洋博美術展特待。４０年紀元二

千六百年奉祝展特選。５８年度中部在野美

術団体連盟委員長。東海学園で美術を担当、

７０年以後愛知県私学協会美術研究主任。１

９７６年没、７０歳。洋画、美教 

 

瀬尾 暹 （せお・すすむ/1906～1976 年） 

 名古屋市生れ。明倫中学校卒。１９３１年二

科会入選、４２年同会会友。４０年紀元２６００

年奉祝美術展で特選。４７年汎太平洋履博

美術展特選銀賞。４７年二紀会展に招待出

品、４８年二紀会同人。６６年渡欧・洋画研究。

松坂屋などで個展。１９７６年没、７０歳。洋画 

 

瀬川艶久 （せがわ・えんきゅう・つやひさ/1902～没

年不詳） 

 東京生れ。京都で西山翠嶂に師事。官展

に出品。戦後は日展に出品。晩年は制作活

動拠点を名古屋に移し、画家活動を続け

た。生涯を通して古典的で美しい、数多くの

美人画、立雛図を残した。日本画、版画 

  

瀬川康男 （せがわ・やすお/1932～2010 年） 

 岡崎市生れ。１９５１年岡崎市立高等学校

卒。５７年松谷みよ子の「信濃の民話」の挿絵。

６０年『きつねのよめいり』（文・松谷みよ子，

福音館書店）刊行。６７年「ふしぎなたけのこ」

（文・松野正子，福音館書店）でブラティスラ

ヴァ世界絵本原画展ゴールデンアップル賞

グランプリ。６８年「やまんばのにしき」（文・松

谷みよ子，ポプラ社）で小学館絵画賞。７８年

エクソンモービル児童文化賞。８７年「ぼうし」

（福音館書店）で絵本にっぽん賞大賞、８８

年同書で講談社出版文化賞絵本賞。８８年

国際アンデルセン賞画家賞次席。８９年『清

盛／絵巻平家物語』（文・木下順二，ほるぷ

出版）ブラティスラヴァ世界絵本原画展ゴー

ルデンアップル賞。刈谷市美術館で個展。２

０１０年没、７７歳。洋画、絵本、日本画、版画、

挿絵 

 

瀬川芳郎 （せがわ・よしろう/1908～1985 年） 

 １９０８年生れ。赤松麟作、小出楢重に師事。

新槐樹社準委員。１９８５年没、７７歳。洋画 

 

関口雄輝 （せきぐち・ゆうき/1923～２００８年） 

 埼玉県生れ。古川弘に指導を受ける。１９４

８年東京藝術大学卒。安田靫彦に指導を受

け、東山魁夷に師事。５２年戦後初の文部省

給費留学生としての渡仏、アカデミー・ランソ

ンに学ぶ。79、83 年に日展特選。２００５年関

口雄輝美術館開館。２００８年没、８５歳。日

本画、個人美術館 

 

開 光市 （ひらき・こういち/1958 年～ ） 

 石川県生れ。１９８４年金沢美術工芸大学

大学院絵画専攻油絵修了。９１，２年国展国

画会賞、９７年国画会会員。９８年コンテンポ

ラリージャパニーズアート展（ポーランド・ク

ラコウ/スロベニア・リュブリアーナ）昭和会展 

優秀賞受賞（日動画廊・東京）。２００１年安田

火災美術財団選抜奨励賞展 グランプリ受賞。

０８年制作・研究の為渡仏。１６年石川県立美

術館で開光市展、個展（東京、名古屋、パリ、

ベルリン）。金沢美術工芸大学油画専攻非常

勤講師。洋画 

 

関 龍夫 （せき・たつお/1899～1985 年） 

 長野県生れ。川端画学校、岡精一研究所

に学ぶ。1962 年兜屋画廊で個展、井上長三

郎や児島善三郎が推薦文。信州上川路（飯

田市）の開善寺近くにアトリエ、山本弘が一

目置いていた。日本美術会会員。１９８５年没、

８６歳。洋画 

 

関川富士郎 （せきがわ・ふじろう/1905～1986 年） 

 新潟県生れ。一線美術会委員、文部大臣

賞。１９８６年没。洋画 

 

関口五郎 （せきぐち・ごろう/1920～1988 年） 

 長野県生れ。国画会研究所で新人賞。宇

治山哲平に師事。１９６８年国画会会員。１９８

８年没、６８歳。洋画 

 

関口俊吾 （せきぐち・しゅんご/1911～2002 年） 

 神戸市生れ。１９３１年鹿子木孟郎に師事。

日仏学院仏語仏文学高等科卒試験合格。３

５年渡仏。３６年招聘留学生の資格を得る、

パリ国立高等美術学校に入学、日本人初の

卒業生。３７年サロン・ドートンヌで入選。５９

年ヴィシー国際展にてパリ・アンデパンダン

賞。６４年ジュビジイ国際展にてディプロー

ム・ドヌール（名誉表彰）賞。パリで没、９１歳。

在仏５７年。洋画 

 

関口隆嗣 （せきぐち・たかつぐ/1890～1982 年） 

 埼玉県生れ。小川千蔵・岡田三郎助に師



事。文展・帝展出品。日展会友。星薬科大学

本館スロープに描かれた飛鳥時代の「薬狩

り」「鹿茸狩り」を題材にした壁画を共同制作。

１９８２年没、９２歳。洋画 

 

関口文雄 （せきぐち・ふみお/1909～1983 年） 

 示現会。９８３年没、７４歳。埼玉県立美術

館に作品収蔵。洋画 

 

関口 誠 （せきぐち・まこと/1898～1984 年） 

 千葉県生まれ。千葉高等師範学校卒。里

見勝蔵に師事。３２～３３年独立展に出品。３

５～４４年独立展に連続出品。６３年創美会

展（浅田進、松田康一、関口誠、木内岬、碓

田勝己）。６７年碓田勝己と二人展・昭和画廊

（以降 72、75、77、78、80、81 年）。８４ 年

没、８６歳。洋画 

 

関口正男 （せきぐち・まさお/1912～2005 年） 

 東京生れ。１９２７年東京府立第三中学校

卒。３３年頃荒井寛方に師事。４３年院展入

選。４５年堅山南風に師事。４７年院友。６０

年代半ばより「飛鳥幻想」(６４年第 49 回展)、

「幻想火の国」(６５年第50回展)等、目を古代

へと向ける。６６年第51回展出品作「塔」が奨

励賞を受け、同年特待。７４年日本美術院賞。

８３年同人。９０年文部大臣賞、９５年内閣総

理大臣賞を受賞。９６年日本美術院評議員。

９８年勲四等瑞宝章。２０００年にミュージアム

氏家で「荒井寛方仏画の系譜―関口正男

展」。埼玉県で没、９２歳。日本画 

 

関口義照 （せきぐち・よしてる/1898～1940 年） 

 長野県生れ。上田中学校卒。早稲田大学

卒。太平洋画会研究所で学ぶ。日本農民美

術研究所に通う。１９２５年春陽会展に出品。

のち写真美術社を開業。１９４０年没、４２歳。

洋画 

 
関四郎五郎 （せき・しろうごろう/1908～1971 年） 

 松本市生れ。１９３３年構造社展に入選。３
８年二科会研究所に入所、熊谷守一の指導
を受ける。３５年春陽会展に入選。５０年洋画
研究所開設。４８年長野県展審査員。５６年
春陽会会員。新文展入選。６８年日本橋三越
で画業３５周年記念展。長野県で没、６３歳。
洋画、洋画研究所 

 

瀬木慎一 （せぎ・しんいち/1931～2011 年） 

 東京生れ。中央大学法学部中退。１９５３年 

雑誌『美術批評』でデビュー。５６年「世界・今 

日の美術」展の運営に関わる。主著に、自身 

が伴走してきた同時代美術について論じた 

『戦後空白期の美術』（思潮社、1996 年）。他 

にも西洋近代美術史や浮世絵についての評 

論でも知られる。また欧米での美術評論の 

発表、日本の美術市場の調査研究において 

も先駆的な役割を果たした。美評 

 

関 晴風 （せき・せいふう/1888～1957年） 

 長野県生れ。１９０５年上京、丸山晩霞の弟

子になる。１５年日本水彩画会会員、５０年同

会名誉会員。丸山晩霞と、小諸・玄光院で慰

霊のため「釈迦八相」を制作。東京で没、６９

歳。水彩 

 

関 主税 (せき・ちから/1941～2000年) 

 千葉県生れ。１９４１年東京美術学校日本

画科卒。４８年結城素明、のち中村岳陵に師

事。５４、５５年日展で特選。５８年新日展委

員、６８年同評議員となり、新日展で内閣総

理大臣賞。８２年毎日新聞社よりリトグラフ集

『信濃春秋』を刊行。８５年日展出品作で８６

年日本芸術院賞。９２年日本芸術院会員。９

４年勲三等瑞宝章。９９年より日展理事長。２

０００年没、８１歳。日本画、日展理事長 

 

關 千代 （せき・ちよ/1921～2006年） 

 東京生れ。１９４０年東京府立第一高等女

学校卒。４３年帝国美術院附属美術研究所

入所、隈元謙次郎のもと研究補助。５７年美

術研究所が東京国立博物館と合併、文部技

官。女性日本画家の調査、５８年「美術研究」

に「上村松園とその作品を発表。８３年東京

国立文化財研究所を停年退官。同所名誉研

究員。同所が編集・発行する『日本美術年鑑』

の編集に尽力。９９年月岡栄貴『月岡栄貴画

集』(月岡房子、1999年)の編集・論文執筆、２

００２年日本画団体烏合会の解説「烏合会」

女性日本画家、上村松園の研究では第一人

者、東京で没、８５歳。（引用 東文研）日本

画の女性研究者、パス 

 

関 長造 （せき・ちょうぞう/1913～1976年） 

 富山県生れ。１９３１年富山県立高岡工芸

学校金属工芸科卒。３６年東京美術学校彫

刻科彫刻科塑造部本科卒。彫刻は、３４、３５

年再興日本美術院展入選。３６～３８年、４０

～４３年院展に出品。３７年院友。４２年日本

美術院第二賞。４２年からは市立高岡女子実

業学校、県立高岡工芸学校の講師。６６年高

岡市民功労者。富山県で没、６３歳。彫刻、

版画 

 

関根正二 （せきね・しょうじ/1899～1919年） 

 福島県生れ。１９０８年東京に転居。伊東深

水と親交、オスカー・ワイルドの作品を読む。

１３年巽画会に入選。１３年本郷洋画研究所



に学ぶ。１５年信州を放浪し河野通勢を知る。

１４年太平洋画会研究所に入る。巽画会洋画

部に出品。二科展に入選。１６年二科展で樗

牛賞。東京で没、２０歳。「信仰の悲しみ」は２

００３年重要文化財。洋画 

 

関根伸夫 （せきね・のぶお/1942～2019 年） 

 大宮市生まれ。１９６２年多摩美術大学油絵

科入学、６４年斉藤義重に指導を受ける、６８

年同大学大学院油画研究科修了。６８年現

代日本野外彫刻展に「位相・大地」を出品、

「もの派」の先駆。７３年環境美術研究所設立。

７８年ヨーロッパ三国巡回個展。「位相絵画

展」日本巡回。多摩美術大学客員教授。彫

刻、立体、モノ派、版画、美術研究所 

 

関根美夫 （せきね・よしお/1922～1989 年） 

 和歌山市生れ。１９４５年広島で被爆。４８

年自由美術研究会で中村真に師事、吉原治

良を知り、５４年の具体美術協会の結成に参

加。５８年ミッシェル・タピエの発案による「新

しい絵画世界展－アンフォルメルと具体」に

出品、５９年具体美術協会を退会。６３年読売

アンデパンダン展にソロバンを描いた絵画

を出品。５０年代、６０年代前衛美術運動で活

躍。７５年東京画廊で個展。６５年長岡現代

美術館賞。７０年のジャパン・アート・フェステ

ィバル、現代日本美術展、日本国際美術展

に出品。７５年「近代日本の美術」展（東京国

立近代美術館）、東京で没、６６歳。洋画、具

体、版画 

 

関野準一郎 （せきの・じゅんいちろう/1914～1988 年） 

 青森市生れ。青森中学時代から木版に熱

中、又銅版画に興味を持ち、今純三に銅版

画の指導を受ける。１９３５年第二部会にエッ

チングが入選。３５年日本版画協会展に木版

画が入選。３８年日本版画協会会員。３９年

上京、恩地孝四郎に師事。リュブリアナ国際

版画展で受賞。７９年東海道五十三次が芸

術選奨文部大臣賞。８８年没、７４歳。版画、

洋画 

 

関野聖雲 （せきの・せいうん/1889～1947 年） 

 神奈川県生れ。1９０５年高村光雲に師事し、

仏教、神話、歴史に取材した木彫を制作。１

１年東京美術学校卒。１９２０，２１年帝展で連

続特選。２１年東京美術学校助教授～４５年

彫部主任教授、帝展などの審査員。作品に

「鴦崛摩」「吉祥天」「聖徳太子」がある。作品

審査報告中卒倒、東京で没、５９歳。彫刻 

 

関彦四郎 （せき・ひこしろう/1888～1961 年） 

 弘前市生れ。１９０９年東奥義塾を卒業後、

早稲田実業学校に入学。東京美術学校に転

入、白馬会研究所に通う。１０年東京美術学

校の予科、西洋画科に入り藤島武二教室に

学んだが、卒業間近の１５年中退して帰郷。

北斗社の中心となり指導的役割を果たした。

１９６１年没、７３歳。洋画 

 

関谷雲崖 （せきや・うんがい/1880～1968 年） 

 栃木県生れ。南画界の大家である小室翠

雲に師事。文展入選 3 回、帝展入選 4 回な

ど活躍し、１９２９年日本南画院院友。日本画

家の横山大観と交流。息子は画家の関谷陽

（1902-1988）。１９６８年没、８８歳。日本画 

 

関屋啓次 （せきや・けいじ/生誕年不詳～1947 年） 

 栃木県生れ。１９０４年東京美術学校西洋

画科選科卒。明治末年より沖縄第一中学校

で教鞭。１７年同校退職。上京。１９４７年没。

洋画 

 

関谷四郎 （せきや・しろう/1907～1994 年） 

 秋田市生れ。森金銀細工工店で秋田の伝

統工芸、銀線細工を学ぶ。１９２７年河内宗

明に出会い、弟子入り。３１年日本鍛金協会

展に出品、３８年独立、東京の本郷団子坂に

工房を設立。６３年伝統工芸新作展で奨励

賞、６５年日本伝統工芸展で優秀賞、６５年

伝統工芸新作展で優秀賞、教育委員会賞。

６８年日本伝統工芸展で総裁賞。７３年新作

工芸展20 周年記念展で特別賞、７６年同展

で稲垣賞受賞、７５年国指定重要無形文化

財保持者に認定。東京で没、８７歳。鍛金、

工芸 

 

関保之助 （せき・やすのすけ/1868～1945 年） 

 江戸生れ。東京美術学校卒、有職故実の

資料,古武器の収集・研究家として知られた。

１８９５年帝室博物館にはいり、３３年東京帝

室博物館学芸委員。母校東京美術学校や京

都帝大でもおしえた。東京で没、７７歳。有

職故実研究家、博物館学芸員、美教 

 

関谷 陽 （せきや・たかし/1902～1988 年） 

 栃木県生れ。大正-昭和時代に活躍した日

本画家の関谷雲崖の長男。東京美術学校西

洋画科卒。１９３０年代従軍画家。妻は同じく

画家で従兄弟である関谷富貴（せきや・ふき、

1903-1969）。晩年まで東京都世田谷区松原

に暮らす。二科会に属した。１９８８年没、８６

歳。洋画 

 



関谷富貴 （せきや・ふき/1903～1969 年） 

 栃木県生れ。画家の関谷陽（1902-1988）と

結婚、世田谷のアトリエでは、夫の陽が二科

展に出品しながら絵画教室を開き、富貴は

画家の夫を支えた。富貴は作品を発表する

ことは一切なく、１９５０年代に制作されたと

考えられるその作品は、鮮烈な色彩とイメー

ジが画家の内面からあふれ出してくるような

力に満ちたものです。20世紀という時代を生

きた女性の内面が見事な造形表現として結

実しています。２０２１年栃木県立美術館で

関谷富貴の世界展。１９６９年没、６６歳。洋

画 

 

瀬崎晴夫 （せざき・はるお/1907～1977 年） 

 兵庫県生れ。御影師範学校卒。１９２５年上

山二郎と交遊。２９年渡欧。２９年巴里でアリ

アン・フランセーズ高等科卒。岡鹿之助と同

じアトリエで制作。その後サロンに度々入選。

４２年スェーデンに移住、日本大使館嘱託、

５４年現地女性と結婚、スェーデン王室アカ

デミー会員。ストックホォルムで没、７０歳。洋

画 

 

瀬下ゆり子 （せしも・ゆりこ/1951 年～ ） 

 長野県生れ。２００４年カンヌ国際芸術祭で

最優秀作家に選出。ル・サロン永久会員。２

０１９年グループリープ展で優秀賞（世田谷

美術館）。洋画 

 

雪舟等楊 （せっしゅう・とうよう/1420～1506 年） 

 道号は雪舟。備中生れ。臨済宗東福寺派

の井山宝福寺で修行、上京し、東福寺に入

ったと推測。相国寺で画を天章周文に学ん

だ。１４５４年頃に周防（山口県）に移り、大内

氏の庇護下、画房・雲谷庵を営んだ。「拙宗

等揚」と同一人物とする説が有力で、３８歳頃

に拙宗から雪舟へと改号。６７年遣明船で入

明し、宮廷画家の李在に画法を学び、文人

らとも交流。３年滞明。、大分で画房・天開図

画楼を中心に活動。８４年以前には山口へ

戻り、以後同地を活動拠点として作品制作に

励んだ。雪舟は多くの弟子を指導した。室町

時代後期の禅僧，水墨 

 

雪舟（等楊） Ⅱ （せっしゅう(とうよう)/1420～1506 年） 

 備中赤浜生れ。諱(いみな)は等楊(とうよう)。

京都の相国寺に入り、画技を周文に学んだ。

山口に画房、雲谷庵を開設。渡明を挟んで

宋元画を広く学び、のち大分に天開図画楼

(てんかいとがろう)を開設。自然に対する深

い観照のもとに個性豊かな水墨山水画様式

を完成し、後世に多大な影響を与えた。作

「天橋立図」「山水長巻」。山口市で没、８６歳。

室町時代後期の禅僧、水墨 

 

雪村周継 （せっそん・しゅうけい/生没年不詳） 

 茨城県生れ。常陸生れ。大名の佐竹氏一

族の跡継ぎ。出家、佐竹氏の菩提寺である

正宗寺（常陸太田市）で十代より修行を積む。

画もこの頃から始め、常陸太田の耕山寺に

住す、祥啓の弟子である性安から学んだ推

測。会津の蘆名氏や小田原の北条氏らを訪

ね、牧谿や玉澗などの中国絵画を多く学ん

だ。東国各地を遊歴し、晩年は奥州三春（福

島県）に隠棲、１５８０年頃までに没した。人

物画は大胆な構成とユニークな形態で描か

れ、山水画は細部の描写と構図に目を瞠る

ものがある。狩野永納、雪舟に私淑したと記

され、水墨画の名品を多く学びながら、新意

を創出した画家。安土桃山時代の画僧、水

墨 

 

瀬戸 剛 （せと・ごう/1945～2020 年） 

 長野県生れ。彫刻家・瀬戸団治の４男。太

平洋美術会卒。１９９３年日展会員賞。２００４

年日展で同文部科学大臣賞。長野市野外彫

刻賞。西望賞。０７年「エチュード」で芸術院

賞。日展理事。日本彫刻会会員。彫刻 

 

瀬戸團治 （せと・だんじ/1905～1991年） 

 長野県生れ。当初画家を志して上京。のち

彫刻に転じ「タカホの首」が構造社展に初入

選。戦後日展で特選、以後３回連続特選。日

展審査員、評議員等歴任。穏やかな少年像

や裸婦像は、作者の純朴な精神を感じさせ

る。日展出品等の代表作数十点が当館に寄

贈された。彫刻 

 

妹尾一朗 （せのお・いちろう/1947～2015 年） 

 宮城県生れ。１９７１年上智大学文学部社

会学科卒。７２年東京芸術学園卒。７５年ブロ

ードウェイ新人展新人賞第一席、同ギャラリ

ーと契約。太陽美術展銅賞。７６年フランス

国際展国際賞。ル・サロン交流展選抜。太陽

美術展銀賞、太陽美術協会会員。７７年日洋

展入選。ル・サロン展銅賞。絵本 宮沢賢治

作『十力の金剛石』福武書店より刊行。２０１５

年没、６８歳。洋画、絵本 

 

妹尾正彦 （せのお・まさひこ/1901～1990 年） 

 倉敷市生れ。１９２０年京城中学校卒。２１

年神戸高等商業学校卒。独学で絵画を学ぶ。

２７年「一九三〇年協会」展に入選。３１年独

立展でＯ氏賞。３２年独立賞、３４～３７年独

立美術協会会員。５１年独立十人の会を結



成。５１年再度、独立美術協会会員。フォー

ヴィスムの旗手の一人。東京で没、８８歳。洋

画 

 

瀬野覚蔵 （せの・かくぞう/1888～1940 年） 

 京都市生れ。松原三五郎に洋画を学ぶ。１

９０７年上京、葵橋洋画研究所で黒田清輝、

岡田三郎助に師事。１０年文展入選。１３年

国民美術会会員。１４年英米美術所煙公司

の招きで上海にて働く。度々渡支。１９年三

越で個展。２１年大阪三越で個展。３８年従

軍画家。４０年没、５２歳。洋画 

 
瀬本容子 （せもと・ようこ/1930 年～ ） 

 倉敷市生れ。上京して自由学園女子部に
学ぶ、帰郷、柚木祥吉郎に師事。再上京、武
蔵野美術大学で絵を学ぶ。１９６２年渡仏、
パリ留学中、中世キリスト教絵画や初期ルネ
サンス絵画の装飾的な様式美に魅了される。
イコンや初期ルネサンス絵画に倣い、金箔
を施した下地に天然顔料と卵黄を混ぜた絵
具で描く金地テンペラ画を今日まで精力的
に制作 2016 年岡山県立美術館にて個展を
開催。洋画、金地テンペラ 

 
芹川弘吉 （せりかわ・ひろきち/1891～1942 年） 

 京都生れ。1910 関西美術院に入学、鹿子
木孟郎に師事。11 年関西美術会第 10 回競
技会で褒状。16 年第 3 回二科展に初入選、
以後9 回まで出品。36 年第2 回京都市展に
出品。42 年没、享年 51 歳。（佐）洋画   ５
０ 

 

芹沢銈介 （せりざわ・けいすけ/1895～1984 年） 
 静岡市生れ。東京高等工業学校図案科
卒。柳宗悦らによる民藝運動に共感し、沖縄
の紅型に出会い染色家を志す。独自の型染
を完成。染色・装幀・挿絵など多方面で活
躍。雑誌「工藝」の装幀、独自の装飾感文字
紋は出色。１９５６年型絵染で国指定重要無
形文化財保持者。１９６３年大原美術館内に
芹沢館が完成。1976 年 フランス政府から招
聘され、パリで「芹沢銈介展」開催（国立グラ
ン・パレ美術館）。1976 年 文化勲章、文化功
労者。１９８４年没、８９歳。染色工芸（型染）、
装幀、挿絵、版画、個人美術館 

 

千家 潔 （せんげ・きよし/1919～1994 年） 

 東京生れ。詩人の千家元麿の次男。立教

大学卒。ギリシャや日本の神話を題材にした

作品を遺す。古代フレスコ画を連想させるか

のような、独特の表現技法には、後期印象派

へと通ずる。繊細、かつ柔和なタッチと淡くも

克明なる色遣いからは、鑑賞する者に安堵

なる余韻をもたらす。生涯在野画家。１９９４

年没、７５歳。洋画 

 

仙厓義梵 （せんがい・ぎぼん/1750～1837 年） 

 美濃(岐阜県)出身。俗姓は井藤。諡号(しご

う)は普門円通禅師。別号に天民、百堂、虚

白。臨済宗。月船禅慧の法をつぎ、１７８９年

博多の聖福寺の住持となる。独特の戯画風

の禅画を数おおくのこした。１８３７年没、８７

歳。作品に「寒山・拾得(じっとく)・豊干(ぶか

ん)図」など。江戸中期-後期の僧、絵師 

 

千崎千恵夫 （せんざき・ちえお/1953 年～ ） 

 広島県生れ。１９７９年東京藝術大学美術

学部油画科卒。８１年同大学院修了。８６～８

７年日仏芸術家交流プロジェクトにより在仏。

８７～８８年 ACC（アジアン・カルチュラル・カ

ウンシル）の奨学生としてＮＹに滞在。９０～

９１年ケルン（独）のクンスト・ステーション・サ

ンクト・ピーターでのアーティスト・イン・レジ

デンスに選ばれ滞在制作。彼の作品は基本

的には木の枝をつないだり組んだりした物

体やガラス、鉄や廃材などを組み合わせた

構造物、さらに木炭によるドローイングなど

によって構成されている。（練馬区美 引用）

現代美術家、立体、ミクストメディア 

 

仙名秀雄 （せんな・ひでお/1927 年～ ） 

 長野県生れ。北野以悦に日本画を学ぶ。１

９４６年北陸 3 県観光美術展で棟方志功賞。

５０年 20 周年記念独立賞。５１年武蔵野美術

学校油絵科卒。５２年二科会新人賞、二科賞。

５８年慶應大学美術講師。６４年フランス、ソ

ルボンヌ大学留学（美学・哲学科）。７４年日

仏現代美術展でフランス美術賞。７９年世界

美術学会出席（イタリヤヴェローナ、ボロー

ニャ大学）。９０年富山大岩山日石寺（平安時

代）石仏不動明王12 畳版画制作。日本画 

 
仙波均平 （せんば・きんぺい/1885～1977 年） 

 東京生れ。１９１０年慶応義塾普通部卒。太
平洋画会研究所に学ぶ。１０年文展に入選。
１５～２４年渡米、渡仏。サロン・デ・チュイル
リーに入選。３８～７０年慶応義塾普通部教
論。７７年没、９１歳。洋画、美教、版画 

 
全 和鳳 （ぜん・わこう/1909～1996 年） 

 韓国生れ。１９２９年朝鮮美術展覧会入選。
４５年須田国太郎に師事。４９～９５年行動展
出品。４７年京展賞、５１年行動美術賞。５３
年行動美術協会会員。７７年パリ・ル・サロン
展出品。８２年全和鳳画集５０年展。京都に
全和鳳美術館設立。観音菩薩をテーマにし
た作品が多い。大津市で没、８７歳。９６年光
州市立美術館で全和凰展。洋画、個人美術
館  

５７ 

 
そ  

宋 紫石 （そう・しせき/1715～1786年） 



 江戸生れ。長崎で熊代熊斐に師事、沈南

蘋の画法を修め。、清人画家宋紫岩に画法

を学び、江戸に帰り、宋紫石を名乗る。沈南

蘋の画風を江戸で広め当時の画壇に大きな

影響を与えた。国立科学博物館の展示。写

真左の開かれている本が巻之五。１９７６年

平賀源内『物類品隲』（ぶつるいひんしつ）

全6巻の内第5巻「産物図会」の挿図を手が

け、『ヨンストン動物図譜』を模写している。山

水・花卉に優れる。江戸の人。１７８６年没、７

２歳。江戸中期-後期の絵師、南画家 

 

早出守雄 （そうで・もりお/1918～1971年） 

 長野県生れ。諏訪中学校で高橋貞一郎の

指導を受ける。１９４０年東京美術学校図画

師範科卒。５０年日展で特選、のち委嘱。５１

年一水会展で一水会賞。５２年一水会会員。

生涯岡谷市に住む。長野県展審査員、信州

美術会諏訪支部長をつとめ長野県下の美術

界に尽力。７１年没、５３歳。洋画 

 

相馬其一 （そうま・きいち/1885～1966年） 

 新発田市生れ。１９０５年上京。白馬会洋画

研究所に学ぶ。新光洋画会創立会員。１９～

２０年帝展連続特選。２１～２３年渡欧。１６年

光風会展で今村奨励賞。２２年光風会会員。

白日会創立会員。浦和に教室を開く。２７～

２８年再渡欧。長野県に疎開。長野県で没。

８１歳。（出典 わ眼）洋画、美教、画塾 

 

曹 良奎 （ジョ・ヤンギュ/そう・りょうけい/1928年～消

息不明） 

 韓国晋州市生れ。１９４７年晋州師範学校

卒。４８年日本に密航。４９年武蔵野美術学

校入学、中退。５２年日本アンデパンダン展、

自由美術協会展に出品。５４年タケミヤ画廊

で個展。５５年自由美術協会会員。５９年松

村画廊で個展、安井賞展に出品。６１年北朝

鮮に渡る。６７年まで日本向け雑誌に挿絵。

以後、消息不明。洋画、挿絵 

 

添田定夫 （そえだ・さだお/1916～没年不詳） 

 神奈川県生れ。1936 年第5 回横展に初入

選。37 年神奈川県師範学校卆。新田尋常高

等小学校に訓導として勤務。38 年中西利雄

に師事。40 年鈴木保徳に師事。41 年独立

展初入選。55 年第14 回創元展、第11 回日

展に初入選。59 年前年の日展入選作で安

井賞候補。60 年創元会会員。65 年文部省

派遣ヨーロッパ美術研修。66 年第1 回神奈

川県美術展出品、以後招待出品。78 年創元

会会員賞。91 年創元会50 周年記念賞。ハ

マ展で朝日新聞社賞、また審査委員長を務

める。ハマ展功労賞。（佐）洋画 

 

曽我尾武治 （そがお・たけはる/1899～1984年） 

 東京生れ。１９１５年長原孝太郎に師事し、

本郷洋画研究所に学ぶ。２６年光風会展に

油彩画入選。３４年エッチングプレス機を入

手。３４年光風会展に銅版画を出品。３６年文

展鑑査展、３７年新文展、３９年文展に入選。

４０年西田武雄が社長の「廣山謄写版インキ

製造所」に今純三・関野凖一郎と入社。４０年

「日本エッチング作家協会」設立に参加、評

議員。４０、４２年日本エッチング作家協会展

に出品。４９年桶川中学校で教鞭。５９年「日

版会」の設立には、棟方志功・永瀬義郎らと

参加。１９８４年没、８４歳。版画、洋画、美教 

 

曾我蕭白 （そが・しょうはく/1730～1781 年） 

 京都生。姓は三浦、名は暉雄、暉一・暉鷹

とも称する。字は師龍、通称を左近二郎、別

号に蛇足軒・鬼神斎・如鬼等。高田敬輔に学

ぶが、自ら曾我蛇足十世を名のり室町時代

の水墨画を慕う。池大雅とも交友があり、奇

行の逸話を残している。１７８１年没、５１歳。

江戸中-後期の絵師 

 

十亀広太郎 （そがめ・ひろたろう/1889～1951 年） 

 大阪生れ。１９０８年関西美術院で鹿子木

孟郎に師事。同院展競技会三等賞。１２年

「プライム会」結成。１４年二科賞。１９年 上

京、太平洋画会研究所で学ぶ。水彩画中心

に制作。２２年平和記念東京博物館で褒状。

４２年二科会会友。日本水彩画会会員。５１

年没、６２歳。水彩、洋画 

 

十亀広太郎 Ⅱ （そがめ・ひろたろう/1889～1951 年） 

 大阪生れ。1907 年大阪府堺中学校卆。08

年関西美術院に入学、鹿子木孟郎に師事。

09年関西美術会第8回競技会で褒状。10年

同美術会第 9 回競技会で三等賞。14 年第1

回二科展で二科賞。19 年上京、太平洋画会

研究所に学ぶ。22 年平和記念東京博覧会

で褒状。日本水彩画会会員。戦後は日本水

彩画会展のほか美術団体連合展などに出

品。51 年没、享年62 歳。（佐）水彩、洋画 

 
十河 巌 （そごう・がん/1904～1982 年） 

 兵庫県生れ。朝日新聞社に勤める。音楽
鑑賞団体「勤労者音楽協議会」（労音）の立
役者の一人である。十河厳と吉原治良の関
係；１９５２年に関西の様々なジャンルの作家
によって結成された研究会「現代美術懇談
会（ゲンビ）」に加入。５３～５７年まで、例会
や毎年一回ゲンビ展を開催その頃絵画出品。
大阪朝日会館長。定年後サントリー宣伝部
所属。「裸の大生様」で１９５７年芥川賞。１９８



２年没、７８歳。新聞記者、著述、宣伝 
 

曽根光子 （そね・みつこ/1955年～ ） 

 神奈川県生れ。１９７９年武蔵野美術大学

芸能デザイン学科卒、７９年ルナミ画廊等で

個展、８１年神奈川県美術展立体造家部門

入選。８１年版画に立体をとりいれた作品で

西武美術館版画大賞展大賞。インスタ、造

形、版画 

 

園田康成 （そのだ・やすなり/1934年～ ） 

 長崎県生れ。１９５７年長崎大学学芸学部

図工科卒｡５８～６２年光風会入選。７０年モ

ダンアート展入選、奨励賞、モダンアート展

選抜新人展、７３年会友、７７年会員。７０年

西部朝日美術展入選。７２年長崎県展文部

大臣賞。７２～７４年西日本美術展入選。７３

年長崎県美術家連盟展出品。洋画 

 

園山幹生 （そのやま・みきお/1948 年～ ） 

 島根県生れ。１９７１年金沢美術工芸大学

油画科卒。７６～７８年米・南米・ヨーロッパ遊

学。８１～９６年個展（新宿小田急）以後12 回。

８８年個展（サンパウロ美術館）、グランクル

ース勲章（文化功労章）。９１年美に生きる

（テレビ東京）園山幹生の世界。９４年記念切

手「出雲の阿国」制作。日本美術家連盟会

員・無所属・サンパウロ州名誉州民。洋画 

 

曽宮一念 （そみや・いちねん/1893～1994 年） 

 東京生れ。１９１６年東京美術学校西洋画

科卒。１９、２１年光風会で今村奨励賞。２５

年二科展で樗牛賞。３１年二科会会員、３５

～３７年独立美術協会所属の後、４６年国画

会会員。６５年視力障害により会を退会。画

業を廃した後も文筆家として活躍した。富士

宮市で没、１０１歳。（出典 わ眼）洋画、水彩。

版画 

 

染川省三 （そめかわ・しょうぞう/1957 年～ ） 

 長崎県生れ。長崎大学教育学部美術科

卒、私立瓊浦高等学校美術科非常勤講師。

横浜市立根岸中学校非常勤講師、横浜市立

本郷養護学校非常勤講師。８６年横浜市立

鶴見工業高等学校美術科教諭。８８年スペイ

ン・バルセロナへスペイン在住。洋画、美教 

 

染木 煦 （そめき・あつし/1900～1988 年） 

 東京生れ。１９１９年開成中学校卆。葵橋洋

画研究所に入所。２５年三科 2 回展に出品。

２７年東京美術学校西洋画科卆。東美西洋

画科同級生と「上杜会」創立。３４年第 2 回東

光会展に出品、以後、4 回展まで出品。南洋

群島へ渡航。帰国後、日動画廊で染木煦南

洋作品展開催。エッチングの制作開始。４１

年「北満民具探訪手記」上梓。４５年「ミクロネ

ジアの風土と民具」上梓。６３年仏像彫刻・木

版画 染木煦個人展を丸善画廊で開催、以

後、６５年、６８年、７０年にも同画廊で開催。

７２年シルクロードを巡る。７３年日動画廊で

個展開催。７４年中南米を旅行。１９８８年 6

月18 日没、享年88 歳。（佐）洋画、版画、彫

刻 

 

染谷亜里可 （そめや・あやか/1961 年～ ） 

 愛知県生れ。１９８４年愛知県立芸術大学

美術学部絵画科油画専攻卒。８６年同大学

大学院修了。８８年"One Hundred Heads" 、

滋賀県立近代美術館ギャラリー、大津。９７

年個展‘SOAK’、染谷亜里可スタジオ、三重

県員弁郡。９９年ART/OMI, New York にア

ーティスト・イン・レジデンスに参加。２００３年

『現代美術のポジション 2003 - 吹き抜ける

新風』、名古屋市美術館。０６年『days - おだ

やかな日々』東京都現代美術館。０５年個

展、三重県立美術館県民ギャラリー。洋画 

 

曽谷朝絵 （そや・あさえ/1974 年～ ） 

 神奈川県生れ。東京藝術大学大学院美術

研究科油画専攻修了後、２００６年東京藝術

大学大学院美術研究科油画専攻博士取得。

９８年 「東京藝術大学卒業制作」サロン・ド・

プランタン賞、取手市長賞、0 氏記念賞。２０

００年 「JACA 日本ビジュアル・アート展 

2000」準グランプリ。０１年「VOCA 展で

VOCA 賞（グランプリ）。１２年 「CS Design 

Award」優秀賞。１４年文化庁新進芸術家海

外研修制度によりＮＹに留学。洋画・現代美

術 

 

曽山・大野幸彦 （そやま・おおの・さちひこ/1860～

1892 年） 

 鹿児島県生れ。１８７８年工部美術学校に

入学。サン・ジョヴァンニの指導を受け、８０

年画学助手、８３年修業証取得、工部省御用

掛を拝命。８４年私立の画学専門美術学校を

堀江正章らと興す。自宅に私塾を開き、指導。

曽山の指導は鉛筆やコンテで石版画や石膏

像を模写させる厳格なもの。８９年明治美術

会の結成に参加。９０年内国勧業博覧会出

品褒状。１８９２年没、３３歳。洋画、美教、美

術学校、画塾 

 

曽山節雄 （そやま・せつお/1926～1963 年） 

 １９２６年生れ。ドローイング、鉛筆、コラー

ジュ。１９６３年没、３７歳。洋画、鉛筆、コラ 

 



楚里 清 （そり・きよし/1952 年～ ） 

 広島県生れ。１９７８年愛知県立芸術大学

卒、８０年同大学大学院を修了。８２～８７年

愛知県立芸術大学非常勤助手。日本画の手

法を用いながらも、西洋画的な描写による作

風。動物を題材にした作品が多い。日本美

術院院友。河合塾美術研究所勤務。２０１５

年 春 の 院 展 入 賞 。 日 本 画            

２０ 

計 ７６８ 


